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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ






　──街が燃えていた。

　オルデシア帝国の辺境にある、小さな農村都市だ。

　戦乱による火災ではない──滅びは突然におとずれた。

　あの日、天から降りそそいだ火の雨によって。

　それは、都市の民が〈火の精霊王〉に奉納する祭儀を怠ったことに対して下された罰。

　荒れ狂う灼しやく熱ねつの炎は家々を焼き、周辺の田畑を一瞬で焦土に変えた。

　渦巻く炎と黒煙から逃げ惑いながら、人々は必死に赦ゆるしを請い願った。

　彼らとて、精霊王を軽んじて祭儀を怠ったわけではない。その年は例年にない干ばつが長く続き、供物として捧ささげるための作物がほとんど収穫できなかったのだ。

　見目麗しき姫ひめ巫み女こに演舞を舞わせ、冬を越すために備蓄していた穀物をすべてかき集めて奉納したが、精霊王の怒りを鎮しずめることは叶かなわなかった。

　偉大なる精霊王の憤ふん怒ぬの前に、人間の力など無に等しい。人々にできるのはただ、頭こうべを垂れ、歯を食い縛って、災いが過ぎ去るのを待つことだけだった。

「──偉大なる精霊王よ、どうか怒りをお鎮めください」

〈神しん儀ぎ院いん〉に仕える高位の姫ひめ巫み女こたちは、精霊王の怒りを鎮しずめるため、三日三晩、聖域の大だい祭さい殿でんで祈き祷とうを捧ささげ続けた。

　彼女たちを率いるのは、火の精霊姫として選ばれたばかりの十五歳の少女。

　ほかの姫巫女たちは交代で睡眠をとっていたが、彼女だけは一切眠ることなく、一心不乱に祈祷を捧げていた。

　紅ぐ蓮れんの炎に呑のみこまれる人々の姿を、その紅あかい瞳ひとみに刻みつけながら。

　滅びの雨がやんだのは、四日目の朝だった。

　ほんの数日前まで大勢の人々でにぎわっていた街は、荒廃した焦土と化していた。

　家も畑も焼かれ、残されたのは灰色の絶望。

　彼らが営んでいた平和な日々は、一瞬で灰となってしまったのだ。

　すべてが終わったあとで──

「寛大なる精霊王は、わたくしたちの祈祷を聞き届けてくださいました」

　年長の祭殿長は、床に伏せった精霊姫を慰めるようにそう言った。

　だが、幼い精霊姫は耳を塞ふさいで首を横に振る。

　私はなにもできなかった。彼らを守ることができなかった──と。

「どうして……なぜ、精霊王は無む辜この民にこのような仕打ちを……」

「ルビア様、精霊王の御み心こころを人が推し量ることはできません。わたくしたちにできるのはただ、赦ゆるしを請い願うことだけなのです。ルビア様はよくやってくださいました」

　事実、滅ぼされた都市の民の中から、彼女を恨む声は一切聞かれなかった。理不尽な災厄によってすべてを奪われた彼らは、精霊王の怒りを鎮めてくれた精霊姫に心からの感謝を捧げていたのだ。

　──だが、それは激しい呪じゆ詛そを投げつけられる以上に、少女の心を抉えぐった。





　　　　◇






（──まるで、あのときの光景だな）

　過去の追憶から覚めた彼女は、意識を現実に戻した。

　森の木々を焼き払い、轟ごう々ごうと渦巻く紅蓮の炎。ミュア・アレンスタールの使役する軍用精霊〈ガルーダ〉の放つ獄炎が、代表チームの〈拠点〉を焼いているのだ。

　眼がん前ぜんの森が激しい炎に呑みこまれてゆくのを、仮面の少女は無言で見つめていた。

〈煉獄の使徒チーム・インフエルノ〉が滅ぼしたチームはこれで四つ。ネペンテス・ロアとレスティアが単独で滅ぼしたものを含めれば、その数は七つだ。すなわち、この〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉に参加しているチームのおよそ三分の一が、彼女たちによって壊滅させられたということになる。

　決勝戦に進むには十分すぎる量の〈魔石〉を獲得している。

　だが、彼女にとって、それはどうでもいいことだった。

（……私の目的は、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の優勝などではない）

　夜明けの空を振り仰ぎながら、彼女は呟つぶやく。

「魔王の後継者レン・アツシユベル──彼に仕える六人目の精霊姫を用意しなくてはな」

　数刻前、レスティアが無断でネペンテス・ロアを使い、カゼハヤ・カミトの覚かく醒せいを成就させようとしたらしいが、その企てはどうやら失敗したようだ。

　もっとも、あの闇やみ精せい霊れいの裏切りは想定していたことだ。ここでネペンテス・ロアを失ったのは誤算だが、〈計画〉に大きな支障がでるほどではない。

（もとより、覚醒した魔王の制御を、あの闇精霊に任せるつもりはない）

　素質が見いだされた候補は二人。その選定はすでに最終段階にきている。

「因いん果がなものだな。どちらも、かつての私と縁深い」

　とくに、〈精霊姫〉としてのたぐいまれな資質を持つ片方の少女は。

　彼女は軍服の懐から、銀の鎖のペンダントを取りだした。

　中央に嵌はめこまれた紅あかい宝石──記憶封じの精霊鉱石の中に、ドレスで着飾った幼い少女の姿が映っている。

　両端でくくった炎のように紅い髪。透きとおった紅玉のような瞳ひとみ。

　いつも姉や両親の陰に隠れている、気弱な少女だった。

　四年前のあの日から、もう二度と会うことはないと思っていたが──

「あら、レン・アッシュベル様は、その娘にご執心のようね」

　ふいに背後から聞こえてきた声に、彼女は素早くペンダントを握り込む。

　振り向くと、そこにいたのは──

　たったいまペンダントの中に映っていた少女だった。

　もっとも、身に纏まとっているのはドレスではなく、アレイシア精霊学院の制服。

　顔立ちも、幼い頃ころのものではなく、成長した現在の彼女の姿だ。

「悪趣味だな、魔女。それとも、私を愚ぐ弄ろうしているのか？」

　クレア・ルージュの姿を模したそれを、仮面の奥の双そう眸ぼうが冷たく睨にらむ。

　口調そのものは静かだが、足もとの落ち葉が燻くすぶるように燃えていた。

「うふふ、めずらしいわね、そんなにふうに感情を露あらわにするなんて。ひょっとして、この娘こ、あなたの〈計画〉に必要な六人目の精霊姫候補なのかしら」

「──貴様には関係のないことだ。消えるがいい」

　刹せつ那な、彼女の指先から激しい焔ほのおがほとばしる。

　紅ぐ蓮れんの炎に包まれたクレア・ルージュの姿は、蜃しん気き楼ろうのようにかき消えた。

「怖い怖い、おちおち影も踏めないわ」

　大気が揺らめき、クレアの消えたその場所に──

　嘲ちよう弄ろうするような笑みを浮かべた、美しい少女が立っていた。

　うなじのあたりで切り揃そろえた髪は、目の醒さめるような鮮やかな青。ひどく美しいが、どこか致命的な猛毒を孕はらんだ蛇へびを連想させる──そんな印象の青だ。

　扇情的な踊り子風の衣装を身に纏まとい、口もとを薄いヴェールで覆っている。

　魔精霊使いデモン・キヤスター──シェーラ・カーン。

　アルファス教国の王女にして、〈煉獄の使徒チーム・インフエルノ〉の副将。

「忘れないで欲しいわね。あなたに〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉に出場するための身分をあたえ、軍用精霊を提供しているのは、私の祖国なのよ？」

「その見返りに、私はおまえたちに勝利を約束している」

「ええ、もちろん、それで問題ないわ。あなたが、後援者である私たちに隠れてなにを目もく論ろんでいようとね」

「なにが言いたい？」

「ねえ、あなたは、本当にあの〈最強の剣舞姫〉なのかしら？」

　シェーラ・カーンがくすっと嗤わらう。

「私の力に疑問があるというなら、いまここで試してみるか、魔女よ？」

　瞬間、足もとの草木が燃えあがって灰になる。精霊魔術を唱えたわけでも、契約精霊を召喚したわけでもない。ただ意志を放っただけで、炎を生じてみせたのだ。

「ふふ、冗談よ。私も命は惜しいもの……あら？」

　と、魔女の柳りゆう眉びがわずかに跳ねあがる。

「どうした？」

「私が留守のあいだに、悪い鼠ねずみが忍びこんだみたい」

　シェーラは愉たのしそうに舌を舐なめた。〈煉獄の使徒〉の拠点を構築したのは彼女だ。もっとも、それは防衛のための拠点ではなく、愚かな獲物を狩るための巣だったが。

「……うふふ、どうやって遊んであげようかしらね」

　魔女は罠わなにかかった獲物を嬲なぶるのを何よりも好む。唇の端に愉ゆ悦えつの笑みを浮かべ、紅あかい瞳ひとみを爛らん々らんと輝かせながら、シェーラは森の奥へと姿を消した。

（……教国の〈蛇〉どもは、どこまで〈計画〉に気づいている？）

　シェーラ・カーンの動きは不穏だ。〈計画〉のことを考えれば、ここで始末しておくべきなのかもしれないが。

（……いや、教国にはまだ利用価値がある。ここであの魔女を消すのは得策ではない）

　彼女は静かに首を振ると、火の粉の舞い上がる空を見上げて呟つぶやく。

「さて、〈闇やみの精霊姫〉に相応ふさわしい姫ひめ巫み女こは、はたしてどちらなのだろうな？」






第一章　宣戦布告






〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉本戦──〈嵐の如き乱舞テンペスト〉開始から四日目の朝。

「ふあ……あ……」

　テントの中にある寝床の上で、カミトはもう何度目かになるあくびを噛かみ殺した。

　ネペンテス・ロアとの死闘から一夜明け、自らの意志でリタイアした〈破烈の師団〉の師団長、ミラ・バセットをチームの全員で見送った直後である。

　本戦開始から四日目ともなれば、各チームが〈拠点〉の構築を完了し、剣けん舞ぶもいよいよ激化してくるころだ。本来は休息をとっている場合ではないのだが、チーム・スカーレットのメンバーは全員、昨晩のネペンテス・ロアとの戦闘で疲弊していた。

　なので今日一日は、みんなで〈拠点〉に籠こもって十分な休息をとることに決めたのだ。

（しかし、まいったな……）

　と、寝返りを打ちながら胸中でぼやく。

　身体からだは疲れているし、眠気はたしかにあるのだが、なかなか寝付けないのだ。

　原因は、レスティアが姿を消す瞬間、カミトに垣かい間ま見せた過去の記憶のせいだ。

　脳裏の奥底に封印されていた、あの日の記憶。

　カミトが最強の剣舞姫レン・アツシユベルとして優勝した、三年前の〈精霊剣舞祭〉。

　まだ幼い少年だったカミトに、彼女は〈願い〉を告げた。

　あなたに暗殺して欲しいの。五人の精霊王を──と。

（精霊王の暗殺……いったい、どういう意味なんだ？）

　すべての精霊の頂点に君臨し、世界を構成する元素を司つかさどる──〈五大精霊王エレメンタル・ロード〉。

　彼らはただの強大な精霊ではない。──いうなれば、この世界そのものだ。

（それを、暗殺……この俺おれが？）

　何な故ぜ──いや、そもそも、そんなことは人間には不可能だ。

　三年前の〈願い〉がどうなったのか、カミトは覚えていない。

　覚えているのは、おぞましい黒い〈願い〉が、彼女を呑のみこむ瞬間だ。

　頭がズキリと疼うずく。あのときの記憶を思い出そうとすると、激しい目眩めまいがした。

　まるで、記憶のその領域がまるごと切り取られているかのようだ。

（……あのとき、俺はあいつの手を掴つかむことができなかった）

　革手袋に覆われた左手を強く握りしめる。ほんの数刻前、消えるまぎわに抱きしめたレスティアの身体の感触が、まだ指先に残っているような気がした。

　彼女はこの世界から消滅したわけではない。力を失い、一時的に顕現できなくなっているだけだ。左手の甲に刻まれた精霊刻印がそれを証明している。

　──と、そのとき。

「……ん？」

　ふと、カミトは下半身に違和感を覚えた。

　もぞもぞと腰に何かが巻き付いているような感触。ひんやりと冷たく、ふよふよとやわらかい。爬は虫ちゆう類るいの鱗うろこのような肌触りだ。

（……野生の蛇へびか？）

　訝いぶかしげに眉まゆ根ねをよせながら、寝床の毛布をめくると。

「……エ、エスト!?」

　毛布の中に潜んでいたのは、剣精霊の少女だった。

　陽光を反射して煌きらめく白銀の髪。搾りたてのミルクのように白い肌。

　神秘的な紫紺ヴイオレツトの瞳ひとみが、カミトを無表情にみつめていた。

「カミト、起きていたのですか？」

「ああ……って、お、おまえ、なんて格好してるんだ!?」

　カミトは目を見開いて叫んだ。

　エストは、いつもの裸ニーソ姿ではなかった。

　黒革に金属の鋲びようのついた、扇情的なレザーボンテージを身に着けていたのである。

　革製のミニスカートから覗のぞくガーターベルト。素足を覆う黒いロングブーツ。

　右手には数本の房のついた革かわ鞭むち。左手には赤い蝋ろう燭そくを握っている。

　可愛かわいらしい少女の肢体をピッチリと覆うその衣装は、むしろ全裸のときよりも蠱こ惑わく的てきな魅力を放っていた。

「カミト、この格好は変でしょうか？」

　カミトの下腹部に馬乗りになった体勢で、無表情に訊きいてくるエスト。

「いや、変っていうか意味がわからな……熱っ、熱いっ！」

　いつのまにか火がついていたらしく、カミトの上半身に溶けた蝋燭が滴った。

「嬉うれしいですか、カミト？」

「いや、嬉しくない！　熱いだけだ！」

　あわてて蝋燭の火を吹き消すカミト。

　エストは不思議そうに首を傾かしげた。

「……嬉しく、ないのですか？」

「俺おれにそんな趣味はないからな！　っていうか、どこでそんな知識を覚えたんだ？」

「……残念です。この本では、蝋燭を垂らされた人が喜んでいたのですが」

　エストはどこからか一冊の本を取りだした。小説には詳しくないのでよくわからないが、どうやらティーン向けの恋愛小説のようだ。

　ぺらぺらと頁ページをめくってみると、ところどころに美麗な挿絵が載っている。

　どうということのない、普通の小説のようだが──

「……なっ！」

　最後の数頁ページまできたところで、カミトは声を上げた。

　持ち主のお気に入りのシーンなのか、ちょうどその頁だけ折り目が付いている。

　高貴な令嬢が、屋敷に仕える執事に、鞭むちでお仕置きされている場面だ。

　挿絵に描かれた令嬢は、はだけたお尻しりに蝋ろう燭そくを垂らされ、恍こう惚こつの表情を浮かべていた。

「エ、エスト、おまえはこんな本、読んじゃダメだ！　エストにはまだ早い！」

　カミトは本をバタンと乱暴に閉じた。……エストはすでに数百年の刻ときを生きる精霊なのだが、そういう問題ではない。

「この本、どこからもってきたんだ？」

「クレアが枕まくらもとに置いていました」

「あ、あいつ、お嬢様のくせにこんな過激な本を読んでるのか……」

　ひきつった顔で呟つぶやくカミト。

「では、カミトはどちらが好きなのですか？」

「え？」

　無表情に訊きいてくるエストに、カミトは訊き返した。

「はい。叩たたく側と叩かれる側……どちらも、カミトの望むままに」

「……っ!?」

　カミトはゴクリと息を呑のんだ。

　緊張したようにぎゅっと革かわ鞭むちを握るエスト。一瞬、ボンテージに束縛された可愛かわいらしいお尻に、無数の鞭の痕あとが走るのを想像して、思わずドキッとしてしまう。

（……って、なにを考えてるんだ、俺おれは！）

　カミトはぶんぶん首を振った。

　エストを鞭で叩くなんて……そんなことできるわけがない。

「エストにそんなことをするくらいなら、俺が叩かれたほうが百倍マシだ」

　そう力強く告げると、エストはこくっとうなずき、

「はい、カミト。ではカミトは叩かれるほうが好きなのですね？」

「え？　いや、それは違……痛っ！」

　ぴしぴしっ！

　エストは無表情のまま、カミトの上半身に鞭を振るった。

「エ、エスト、なにするんだ!?」

「カミト、嬉うれしいですか？」

　ぴしぴしっ！

「だから、俺はそんな特殊な趣味は持ってない！」

「嬉うれしく……ないのですか？」

　きょとんと首を傾かしげるエスト。

「あ、ああ……そりゃあ世の中には嬉しい奴やつもごまんといるだろうが、俺おれは違うぞ」

　ヒリヒリと痛む肌をさすりながら、カミトは首を振る。

　それを聞いたエストは、しゅんと落ちこんだように肩を落とした。

「ごめんなさい、カミト。痛かったですか？」

「ああ、大丈夫だ。……その、エストの気持ちは嬉しいぞ」

「ふぁ……」

　カミトは心配そうに訊きいてくるエストの頭に優しく手をのせた。

　エストは一生懸命考えて、カミトを喜ばせようとしてくれたのだろう。それを叱しかるのは、ちょっと可哀かわい想そうだ。

「それにしても、そのボンテージはどうしたんだ？」

「はい、フィアナが儀式に使っている祭さい具ぐの中にありました」

「……なるほど。そっちは王女様のせいか」

　儀式魔術を得意とするフィアナは、このフィールドに大量の祭具や儀礼具を持ちこんでいるのだ。その中には、ケモノの耳や大胆なスリットの入った異国風の衣装など、何に使うのかよくわからない儀式装束が、様々なサイズで取り揃そろえられていた。

（……蝋ろう燭そくはまあわかるが、鞭むちとボンテージはいろいろおかしいよな？）

　……とはいえ、カミトも儀式魔術は専門外なので、なんともいえないのだが。

　そのとき、テントの入り口の垂れ幕が勢いよく開いた。

「……カミト君、いったい、なにをしているの!?」

「フィアナ？」

　あらわれたのは、艶つややかな黒髪を腰まで伸ばした美少女。

　フィアナ・レイ・オルデシア王女殿下だ。

　口もとに手をあて、薄うす闇やみ色いろの瞳ひとみをハッと見開いて固まっている。

　その視線の先にあるのは、ボンテージ姿の少女に馬乗りにされているカミトの姿。

「……カミト君？」

「ち、違うぞ、これは、その……」

　カミトはあわてて誤解を解こうとするが──

「……ふーん、カミト君にはそういう趣味があったのね」

　フィアナは一人納得したようにつぶやくと、ほのかに頬ほおを赤らめた。

「……それなら、早く言ってくれればよかったのに」

「え？」

「だ、大丈夫よ！　私、カミト君がそんなちょっとアブノーマルな趣味を持っていても受け容いれるから！　それに、きょ、興味がぜんぜんないわけでもないし……」

　赤らめた顔を恥ずかしそうに隠し、くるっと踵きびすを返して駆けだす王女様。

「フィアナ、ちょ、ちょっとまて！」

　……誤解されたままではまずい。上に乗ったエストを寝床から降ろすと、カミトはあわてて追おうと立ち上がる。外へ出ようとしたところで──

「ねえカミト、私の本がないんだけど……きゃっ！」

　テントに入ってこようとした少女と、あやうくぶつかりそうになる。

　燃えるような紅玉の瞳ひとみ。紅あかいツーテールの髪の美少女だ。

「ク、クレア!?」

「カミト……もう、どうしたのよ、そんなにあわてて──」

　クレアは訝いぶかしげに眉まゆ根ねを寄せて──

　……ふと、その視線がチラッとテントの奥に向けられる。

　そこには、あられもない格好でちょこんとすわるエストの姿があった。

「あ、あ、あんた、自分の契約精霊に、な、なな、なんて格好させてるの……？」

　ゴゴゴゴゴゴゴゴ……！

「ま、まて、これはだな、もとはといえばお前の本が原因──」

「言いわけ無用よ、この変態っ、消し炭になりなさいっ！」

　クレアの炎の鞭フレイムタンが唸うなった。





　　　　◇






　……数分後。

「あ、あんたってば最低っ、さ、ささ、最低の変態よ！」

　地面をピシピシ鞭むち打つクレアの前で、正座させられるカミトの姿があった。

　いまの情けない姿を見て、彼がかつて、大陸中の少女たちを夢中にさせた〈最強の剣舞姫〉だという事実を信じる者は、どこにもいないに違いない。

「エストに、あ、あんなはしたない格好させるなんて……」

　思い出しただけでカアッと顔を赤らめる。……本当に初う心ぶなお嬢様だ。

「いや、そもそも、エストがあんな格好をしたのはおまえの本のせいだからな？」

　カミトが半眼で言い返した瞬間、クレアの表情が凍り付いたように固まった。

「……ね、ねえ、カミト」

「うん？」

「ひょっとして、本の中身を読んだ？」

「いや、読んではいないぞ。パラパラめくってみただけだ」

「そ、そう……それならいいわ」

　ほっと安あん堵どの息をつくクレア。

（……ははん、なるほど）

　カミトは胸中で笑みを浮かべる。……これは、反撃のチャンスかもしれない。

「まあ、折り目のついた頁ページは見ちまったけどな」

「……え？」

「それにしても驚いたぜ。名門エルステイン家のお嬢様が、あんないやらしい本を読んでるなんてな」

「……～っ!?」

　クレアの顔がみるみるうちに真まっ赤かになった。

「い、いやらしい本なんかじゃないわっ、す、崇高な恋愛小説よ！」

「とてもそうは見えなかったけどな。……おまえ、ひょっとして、ああいうことされたい願望でもあるんじゃないか？」

「ち、違うわっ、そ、そそ、そんなわけないじゃないっ、この変態……！」

　あわあわと否定するクレア。だが、その口調は妙に弱々しい。

「変態はクレアのほうだろ？　おまえがあんないやらしい本を読んでるなんて、学院のみんなが知ったらどう思うだろうな？」

「そ、そんなの……ち、違う、あたし、変態なんかじゃないもん……」

　クレアは涙目になってキッとカミトを睨にらんだ。

（……しまった、また苛いじめちまったな）

　カミトは気まずそうに頭のうしろをかいた。

　……クレアを相手にしていると、ついからかいたくなってしまうのだ。

「ちょっと、なにごとですの？　騒々しいですわよ」

　そのとき、森の小道のほうから、リンスレットが歩いてきた。

　煌きらめくエメラルドの瞳ひとみに、可か憐れんに色づいた薔ば薇ら色の唇。

　美しいプラチナブロンドの髪が、太陽の光を浴びて燦さん然ぜんと輝いている。

　彼女は正座させられているカミトの姿を目にすると、眉まゆ根ねを八の字にひそめた。

「クレア、また折せつ檻かんですの？　カミトさんがかわいそうですわ」

　高飛車な態度で誤解されがちだが、彼女はとても心根の優しいお嬢様なのだ。

「だ、だってカミトが……」

「カミトさん、こんな横暴な主人に仕えるのはやめて、わたくしの奴隷になりなさいな。そうすれば、わ、わたくしの手料理を毎日ふるまってさしあげますわよ」

　頬ほおをわずかに赤く染めながら、リンスレットはそんなことを言った。

「……うーん、ご主人様が奴隷に手料理ってのも妙な話だが、それも悪くはないな」

　冗談まじりにうなずくカミト。リンスレットの料理の腕はよく知っている。あんなにおいしい料理が毎日食べられるのなら、それはとても幸せな日々に違いない。

　すると──

「……ちょ、ちょっと、カミト？」

　クレアは、なんだかショックを受けたように固まった。

　……捨てられた仔こ猫ねこみたいな表情で、きゅっと唇を噛かみしめる。

　そんなクレアの様子に、カミトは肩をすくめると、

「けど、まあ……」

　地面から立ち上がって、ぽんと彼女の頭に手をのせた。

「俺おれは、クレアと最初に契約したからな」

　約束したのだ。俺がおまえの契約精霊になってやる──と。

「カミト……」

　カアッと顔を赤らめ、カミトを見つめるクレア。

　それから、照れたように視線をふいっと逸そらすと──

「そ、そーよっ、カミトはあたしの奴隷精霊なんだから。それに、あんたには、あ、あたしの初めてをあげたんだからね」

「初めて？」

「ど、どういうことですの!?」

　リンスレットが動揺した声をあげる。

（……ひょっとして、あのときか？）

　首を傾かしげていたカミトは、ようやく気が付いた。

　クレアと出会ったばかりの頃ころ、学院都市で軍用精霊が暴走したときのことだ。

　レスティアと再会して放心状態になったカミトの意識を覚かく醒せいさせるために、クレアはカミトに口づけをしたのだった。

　顔を赤らめているのは、あのときのことを思い出したからに違いない。

　……なんだか気恥ずかしくなって、カミトも頬ほおをかきながら視線を逸らした。

「もうっ、二人ともなんですの！　わたくしだけ仲間はずれみたいですわ！」

　むーっと怒ったように頬を膨らませるリンスレット。

　と、ふいに激しい風が巻き起こった。

「きゃあっ！」「ふああっ！」

「……っ!?」

　あわててスカートの裾すそを押さえる二人のお嬢様。

「カ、カミト、見たわね！」

「カミトさんは、えっちですわ！」

「いや、いまのは不可抗力──」

「む、カミト、君はまた破は廉れん恥ちなことをしているのか？」

　首を振って否定しようとしたそのとき、上空から鋭い声が響いた。

　凜りんとした鳶とび色いろの瞳ひとみ。渦巻く風に揺れるポニーテールの髪。

　旋風を纏まとった少女は、カミトを睨にらみながらすっと地面に降り立った。

　エリス・ファーレンガルト。甲かつ冑ちゆうを身に着けた騎士少女だ。

「エリス、どうしたのよ？　〈飛翔フライ〉まで使って」

　クレアが訝いぶかしむように訊たずねると、エリスはこほんと咳せき払ばらいして、

「ああ、緊急の要件なのだ」

「……？」

　カミトたちは顔を見合わせた。

「これを見てくれ。さきほど、使い魔の精霊が運んできたものだ」

　そう言ってエリスが差し出したのは、動物の皮で作られた巻物だった。

　紐ひも解といて開くと、なにやら蛇へびののたうつような文字が書かれている。

「……これ、どこの国の文字だ？」

　カミトは眉まゆをひそめて言った。レスティアの教育のおかげで、精霊語の文献ならば苦もなく解読できるカミトだが、異国の言語には疎いのだ。
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「うむ、じつは私もさっぱり読めない」

「もう、しょうがないわね……」

　クレアは呆あきれたようにため息を洩もらした。

「これは東方の文化圏で使われる文字よ。学院の基礎課程で習うでしょ？」

「……わ、私は語学は苦手なのだ」

　エリスのポニーテールの髪がしゅんとしおれる。

　クレアはさすがに優等生だけあって、すらすらと書状の中身を読んでいた。

　読み終わった途端、その表情が険しくなる。

「なんと書いてあるのだ？」

「……宣戦布告よ。それも、あの〈四神スーシン〉のね」

「四神……!?」

　エリスがハッと息を呑のむ。

〈四神〉は大陸東方の大国、クイナ帝国の擁する強豪チームだ。クイナ帝国の歴史はオルデシア帝国よりも古く、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉での優勝実績も多い。

　最高峰のチームワークを誇る〈四神〉、そして神獣精霊〈白びやつ虎こ〉の使い手、シャオ・フーの名前は、今大会の参加者のあいだで広く知れわたっている。

〈煉獄の使徒チーム・インフエルノ〉を除けば、ドラクニアの〈竜皇騎士団〉、神聖ルギア王国の〈聖霊騎士団〉と並んで警戒すべきチームだ。

「〈四神〉の拠点は比較的近くにあるわ。周辺のチームをほぼ制圧して、このあたりで残っているチームは、もうあたしたちだけみたいね」

「宣戦布告ってのは？」

「お互いの〈拠点〉から離れた場所で、真正面から決闘しましょうってことね」

　書状をくるくると巻きながら、クレアは肩をすくめてみせた。

〈精霊剣舞祭〉は、ただ武芸や力を競うだけの武闘祭ではない。誇り高き精霊使いの姫ひめ巫み女こたちが、五大精霊王エレメンタル・ロードに剣けん舞ぶを奉納する演舞の舞台なのだ。ゆえに、チーム同士が総力をあげて戦う剣舞においては、このように宣戦布告の書状を送るのがしきたりだった。

　本戦開始から、すでに四日目。ほぼ全すべてのチームが結界による強固な拠点を構築している状況だ。序盤の剣舞は偵察中の遭遇戦や奇襲がほとんどだが、中盤にさしかかったいま、膠こう着ちやくした状況を打開するため、このように決闘をもちかけてくるチームも増えてくるというわけだ。

「で、どうするんだ？」

　カミトはみんなの顔を見回した。

　もちろん、一方的な宣戦布告など、無視することもできるのだが──

　クレアはちょっと考えてから、静かに口を開いた。

「私は受けてたつべきだと思うわ。ここで引き下がれば、アレイシア精霊学院とグレイワース学院長の名前に傷をつけることになるもの」

「私もクレアと同じ意見だ」

「このわたくしに喧けん嘩かを売るなんて、いい度胸ですわ！」

　予想通り、チーム・スカーレットのお嬢様たちはやる気満々のようだ。

　カミトにも異存はない。残された時間はあと三日しかないのだ。これは〈四神スーシン〉が大量に獲得しているはずの〈魔石〉を手に入れるチャンスでもある。

「決闘の時刻は明日の早朝よ。エリスは〈四神〉に返信の使者を出して──」

「ちょっと待ってくれ」

　カミトが口を挟んだ。

「なによ？」

「フィアナの意見も聞いたほうがよくないか？」

「それもそうね。うっかりしていたわ。彼女、どこにいるのかしら？」

「さっき、森のほうへ走っていったんだが……」

　……そういえば、どこへ行ったのだろう。ちょっと心配になってきた。

　森の結界の中もいまは安全とはいえない。ネペンテス・ロアに破壊された〈拠点〉は、あちこちにほころびができている。そのほころびから、魔獣や害意のある精霊が侵入してくるかもしれないのだ。

「ちょっと森のほうを捜さがしてくるわ。エリスは周辺の偵察を続けて」

「ああ、わかった」

　うなずくエリス。

「俺おれも捜すよ」

「では、わたくしも一緒に行きますわ」

「リンスレットは俺と交代の時間だろ。テントでゆっくり休んでてくれ」

「わ、わたくしは大丈夫です！」

「決まった時間に休息をとることも大事なことだぞ。ただでさえ昨日の戦いで疲れているんだ。いまはしっかり身体からだを休めてくれ」

「ううっ……はい、ですわ」

　カミトが優しく諭すと、リンスレットは唇をとがらせながらも素直にうなずいた。






第二章　クレアの疑惑






「……まったく、フィアナってば、どこにいったのかしら？」

　数分後、カミトとクレアは森の中を歩いていた。

　フィアナの構築した結界は広範囲に及んでいる。スカーレットに彼女の神威カムイの痕こん跡せきをたどらせているのだが、こうも地脈が乱れた状態では追跡も難しい。

　森の奥まで歩いても、王女様の姿は見あたらなかった。

「また森の精霊に襲われたりしてないだろうな……」

　つぶやきながら、密集した木の枝を払う。

　──と、目の前に開けた場所があらわれた。

「ここは……」

　無数の木々が無惨に倒れ、地面は爛ただれたように焼け焦げている。

〈拠点〉の防衛ライン付近。昨晩、チーム・スカーレットがネペンテス・ロアと死闘を演じた場所だった。

　粘性の汚泥がまだところどころに残っている。触れただけで神威を奪われるような危険はないだろうが、そこに足を踏み入れるのは躊躇ためらわれた。

「……いまでも信じられないわね。あの化け物を倒したなんて」

　クレアが目の前の光景に息を呑のむ。カミトは短くうなずいた。

　ネペンテス・ロア──レスティアが魔王の意志と呼んでいた、正体不明のあの怪物は、カミトがここ数ヶ月で戦った敵の中でも最強の存在だった。

（……二ヶ月前の俺おれなら、決して倒すことはできなかっただろうな）

　カミトは胸中でため息をつく。薄氷の上の勝利を掴つかむことができたのは、カミト自身が三年前の力を取り戻しつつあるのに加え、チームの仲間がサポートしてくれたからだ。

「ねえ、カミト……」

「うん？」

　ふと、なにかを思いだしたように、クレアが口を開いた。

　その視線の先には黒い沼がある。ネペンテス・ロアが消滅した場所だ。

「あのときカミトが使ったのって、レン・アッシュベルの剣技よね？」

「……っ!?」

　カミトはギクッと身をこわばらせた。

　……どうやら、忘れていたわけではないらしい。

　絶剣技九ノ型──〈烈れつ華か螺ら旋せん剣けん舞ぶ〉。帝国の誇る十二騎将ナンバーズの第一位にして、大陸最強と謳われた精霊使い、グレイワース・シェルマイスに伝授された秘奥の剣技だ。

　それを、カミトはクレアたちの目の前で使ってしまったのだった。

　秘奥の剣技を使わなければ勝つことはできなかったとはいえ、完全に油断していた。

　クレアたちが、三年前の彼女に憧あこがれるファンであることを忘れていたのだ。──目の前で彼女の剣技を使えば、すぐわかってしまうことも。

（とはいえ、さすがに正体までバレたわけじゃない）

　……なんとか誤ご魔ま化かすことはできるはずだ。

　額ひたいの汗を拭ぬぐいながら必死に言いわけを考える。

「俺おれは昔グレイワースの婆ばあさんに剣を習ったことがあるんだよ。ひょっとしたら、彼女もグレイワースに剣を教わったのかもしれないな」

「ば、婆さんって……学院長に失礼よ！」

「……いや、年齢を考えたら婆さんだろ。化け物だよ、あの〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉は」

　カミトは肩をすくめると、くるっと回れ右してもとの道を歩きだした。

「さすがに、ここにはいないだろ。もう一度、森の中を捜さがして──」

「ちょっと、待ちなさい」

　クレアがカミトの肩をがしっと掴つかんだ。

「……な、なんだよ？」

　カミトの頬ほおがビクッとひきつった。

「いま、誤魔化そうとしなかった？」

「……そんなことは、ないぞ？」

「あんた、あたしになにか隠してない？」

　紅玉の瞳ひとみでじーっと睨にらんでくるクレア。

　……さすがに、あれで誤魔化すのは厳しかったようだ。

「か、隠してるって、なにをだよ？」

「それは、その、なにかよ……」

　クレアはむーっと唇をとがらせる。

　さすがに、カミトが三年前の最強の剣舞姫レン・アツシユベルだとは気づいていないようだが、過去になにか関係があったのかもしれないと怪しんでいる──そんなところだろうか。

「レン・アッシュベルの使っていた精霊魔装エレメンタルヴアツフエって、たしか闇やみ属性の魔剣よね？」

　と、今度はさらに痛いところをついてくる。

「たしかに闇属性の精霊は数が少ないが、稀き少しようってほどでもない。もしレスティアのことを言ってるなら、そいつは的外れもいいとこだ」

　内心でギクリとしながらも、平静を装ってそう答えた。

「ただの偶然だって言うの？」

「ああ。おまえはなにか妙な期待をしてるようだが、これだけは言っておくぞ。俺はレン・アッシュベルの知り合いなんかじゃない」

（……なにしろ本人だからな）

　と、胸中でそう付け加える。

「そ、そう……」

　無意識に強い口調になっていたらしく、クレアはわずかに肩をこわばらせた。

「同じ剣技を使っているから、もしかしたら姉弟子なのかとも思ったけど……」

「……さあ、どうだろうな。なんにしろ、俺おれの知ったことじゃない」

　言い捨てて、カミトは森に向かってすたすた歩きだした。

「ちょ、ちょっと、待ちなさいよ！　……なによ、怒ってるの？」

　ツーテールの髪をパタパタさせながら、クレアがあわててついてくる。

「……いや、べつに怒ってるわけじゃない」

　カミトは歩調をゆるめると、ばつが悪そうに頭をかいた。

「あたしが、レン・アッシュベルに憧あこがれてるのは知ってるでしょ？」

「あ、ああ……」

　内心の動揺を悟られないようにうなずく。

（……面と向かって言われると、さすがに気恥ずかしいものがあるな）

「あたしだけじゃないわ。大陸中の精霊使いが、彼女の剣けん舞ぶに魅せられた」

　でも──と、クレアは表情を曇らせて首を振る。

「──彼女は変わってしまったわ。たった三年間のあいだに」

「……」

　カミトは無言で自身の左手に目を落とした。

（変わってしまったもの、か……）

　あるいは、クレアはレン・アッシュベルに姉の姿を重ねているのかもしれない。

　精霊王に叛はん逆ぎやくし、災禍の精霊姫カラミテイ・クイーンとなってしまった、ルビア・エルステインのことを。

　彼女もまた、かつては大陸中の精霊使いが憧れる存在だった。

「でもね──」

　と、クレアは足を止めて、

「これはずっと前から考えていたことなんだけど──もしかすると、今回の〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉に出場しているレン・アッシュベルは、偽者なのかもしれない」

「どうして、そう思うんだ？」

「ただの勘よ。あるいは願望かしら？　でも、チームのみんなもそう思ってるわ」

「まあ、可能性は否定できないよな」

　否定するのもかえって怪しいと思い、カミトは曖あい昧まいに言葉を濁した。

「けど、だとしたら──本物の彼女は、どうして名乗りでないのかしら」

「……な、なにか事情があるのかもしれないな」

「そうね。たとえば──カミト君がレン・アッシュベルとか」

「……っ!?」

　突然、どこからか声が聞こえてきた。

「……フィアナ!?」

　ガサガサと茂みの中からあらわれたのは、悪戯いたずらっぽい微笑を浮かべた王女様だ。

「もうっ、なにしてたのよ、みんな心配してたのよ！」

　クレアが腰に手をあててフィアナを睨にらんだ。

「結界の穴を修復していたのよ。昨日の戦いでずいぶん破損してしまったから」

　フィアナは答えると、二人の顔を交互に眺めて、

「二人こそ、こんなところで逢あい引びきかしら？」

「ち、ちち、違うわよ、へ、変なこと言わないで！」

　クレアは顔を真まっ赤かにして叫んだ。

「と、ところで、さっきのはどういう意味？　その、カミトが──」

「ふふっ、そのままの意味よ」

　面白がるようにくすっと微笑ほほえむ王女様。

（お、おい、フィアナ!?）

　カミトの心臓がドキッと跳ねる。

　あわてて目配せするが、フィアナはつんと素知らぬ顔だ。

「……なに馬ば鹿かなこと言ってるのよ、そんなわけないじゃない。そもそも、レン・アッシュベルは女の子なのよ」

　呆あきれたように一いつ蹴しゆうするクレア。……まあ、それが普通の反応だろう。

「そうね、ちょっと素敵な妄想をしてみただけよ」

　フィアナははぐらかすように言うと、カミトの腕をぎゅっと掴つかんだ。

　ふよんっ。

「フィアナっ!?」

　やわらかい胸の感触に、カミトはドキッと顔を赤らめる。

「な、なにしてるのよ、あんた！」

「ふふっ、ねえ、クレア、ちょっとカミト君を借りてもいいかしら？」

「え？　だ、だめよ、そんなの！　カミトはあたしのものなんだからっ！」

　……と、見知らぬ誰だれかが聞いたら誤解されそうなことを叫ぶクレア。

「いつからクレアのものになったのよ……いいわよね、カミト君？」

　カミトに向かって悪戯っぽく微笑む王女様。

　断ったら正体をバラしちゃうわよ♪──と、その目は語っていた。

「あ、ああ……俺おれも、ちょうどフィアナと話があったんだ」

　こくこくとぜんまい仕掛けの人形のようにうなずくカミト。

「あ、ちょ、ちょっと待ちなさいよ！」

「す、すまん、クレア……」

　フィアナはカミトの腕を引き、茂みの奥へズンズン歩いていく。

「も、もう、カミトのばかー！」

　背後で、ピシピシ鞭むちの鳴る音が聞こえた。
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「ふふ、さっきは危なかったわね♪」

「……どういうつもりだ？　あやうく正体がバレるとこだったぞ」

　鬱うつ蒼そうと茂る森の中を、カミトは腕を引かれるままに歩いていた。

　ふよふよした胸の感触にドキドキしながらも、不機嫌そうな声で抗議する。

「動揺するカミト君、とっても面白かったわ」

「おまえな……」

　カミトは半眼でうめいた。……まったく、このお姫様は。

「冗談よ。むしろ感謝してほしいくらいね、カミト君を助けてあげたんだから」

　カミトは「？」と首を傾かしげた。

「助けるって、どこがだよ？　クレアは俺がレン・アッシュベルだって疑いはじめてるんだぞ。あんなこと言ったら、ますます疑われて──」

「──だからよ」

　フィアナはピッと人差し指を立てて言った。

「いくら彼女が疑ってるといっても、まさかカミト君自身がレン・アッシュベルだった──なんて、そんな荒こう唐とう無む稽けいな妄想、さすがに信じられないでしょ？　あえて先に真実を告げてしまうことで、逆にその可能性を排除させたのよ」

「……なるほど。たしかに一理あるな」

　カミトは感心した。

　……さすが交渉ごとに長たけた王女様だ。そこまで考えていたとは。

「ん、でも、クレアがそのまま信じちまうリスクもあるわけだよな？」

「まあ、そのときはそのときよ」

「感心して損したよ」

　しれっと答えるフィアナに、カミトは小さくため息をつく。

「でも、気をつけたほうがいいわよ。あの娘こ、ときどき妙に勘の鋭いところがあるから。そこはさすがにルビア様の妹ね。性格はぜんぜん違うけど……と、ここよ」

　ふいにフィアナが足を止めた。

　木々の枝が固く絡みあい、行き止まりになっている場所だ。

「……ここ？」

「特別な結界に守られた空間よ。私だけのちょっとした個室ね」

　フィアナが手をかざし、精霊語の呪じゆ文もんを唱えると、絡み合った枝が一瞬でほどけた。

　彼女に導かれるまま、カミトはその奥へ足を踏み入れる。

「これは……」

　そこは、木々の生い茂る半球状の空間だった。重なりあう葉のあいだから、穏やかな木漏れ日が射さしこんでいる。個室という言葉から想像していたよりはずいぶん広い。ゆうゆうと剣を振り回せるくらいのスペースはありそうだ。

「おかしいな、さっきフィアナを探してたときは、こんなのなかったぞ」

「周囲に小規模な〈封ふう絶ぜつ結けつ界かい〉を張ってあるの。精霊でも見破るのは難しいわ」

　……なるほど。道理で見つからなかったわけだ。

「でも、どうして、俺おれをここに？」

「……」

「フィアナ？」

　突然、そわそわしはじめた彼女に、カミトは怪け訝げんそうな目を向ける。

「えっと……こ、ここなら、誰だれにも邪魔されないから……」

「え？」

　フィアナは恥ずかしそうに顔を赤らめると──

　するっ。おもむろに、制服の胸もとに手をかけはじめた。

「な、なにをしてるんだ!?」

「さ、さっき、カミト君がエストとしていたことよ」

「……なっ!?」

　カミトの心臓がドキッと跳ねあがる。

　フィアナは恥じらいながら制服を脱ぎ捨て、スカートのホックを外した。

　ぱさっ。なまめかしい衣きぬ擦ずれの音が響く。

　つぎの瞬間、カミトの目に飛びこんできたのは──

　パールホワイトのボンテージ衣装に身を包んだ、王女様の姿だった。

　……さっき、エストが着ていたものと似ているが、こちらは全身を縛る拘束具のような、さらに過激なデザインになっている。

　お尻しりにきゅっと食いこんだローレグのレザーパンツが、なんとも扇情的だ。

「お、おまえ、その格好……」

　カミトが唖あ然ぜんとしていると──

「も、もう、女の子にこんな格好させるのが好きなんて……カミト君のえっち」

　フィアナは顔を赤らめ、ふとももをもじもじと擦すり合わせた。

「い、いや、ちょっとまて、なにか誤解してないか!?」

　カミトはあわてて叫んだ。

「……誤解？」

「あ、ああ、さっきのことだ。あれは、なんというか、エストの勘違いで……その、俺おれが着せたわけじゃない。俺にあんな趣味はないからな！」

「……ええ、わかっているわ」

　フィアナは緊張気味にこくっとうなずいた。

「カミト君が好きなのは……叩たたかれるほうじゃなくて、叩くほうよね♪」

「違う！　断じて違う！」

「隠さなくてもいいわ。わ、私はどっちでも大丈夫だから」

「めちゃくちゃ誤解してるじゃねーか！」

　カミトはぜえぜえと息を荒げた。

「だから、さっきのはだな──」

　カミトは、テントでのひと幕がエストの勘違いであることを必死に説明した。
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　話を聞き終えたフィアナは、呆ぼう然ぜんとした表情で──

「……えっと、じゃあ、カミト君、本当にそういう趣味はないの？」

「ああ」

　むすっとして答えるカミト。

「私の……勘違い？」

「まあ、そういうことになるな……」

　こくっとうなずくと──

「……～っ！」

　フィアナの顔がカアッと真まっ赤かになった。

「ううっ……て、帝国の王女ともあろう者が、とんだ大失態だわ……」

　羞しゆう恥ちに悶もだえ、頭をかかえて地面をごろごろと転がる。

　こんなに動揺したフィアナを見るのは初めてだ。……ちょっと可愛かわいい。

「カミト君の前でこんな恥辱……死ぬわ、舌を噛かんで死ぬわ」

「ま、まてまて……！」

　お姫様が物騒なことを呟つぶやきだしたので、カミトはあわててフォローする。

「お、俺おれにそういう趣味はないが、フィアナのその格好は、ぜんぜん恥ずかしくなんてない……っていうか、その、すごく綺き麗れいだと思うぞ」

「……ほ、本当？」

　フィアナはぴたっと止まると、ほんのりと頬ほおを赤らめて訊きいてきた。

　タイトなボンテージに締め付けられた胸の谷間が目にまぶしい。

　カミトはゴクリと息を呑のんでうなずく。

「……よかった」

　ほっと安あん堵どの息をつく彼女。

「ほ、本当は、こんなはしたない格好、私も恥ずかしいんだから」

　……それはそうだろう。いつもカミトをからかってくるこのお姫様も、その本性は、とても初う心ぶな女の子なのだ。

「……けど、もうからかうのはやめてくれよ。心臓に悪い」

　肩をすくめながら、カミトは切り株の上に腰をおろす。

「からかっているんじゃないのに……」

「うん？」

「なんでもないわ」

　お姫様は不機嫌そうにツンと顔を逸そらした。

　彼女がなぜ怒っているのか、いまいちよくわからないが──

「それにしても、いい場所だな、ここは」

　木漏れ日の射さしこむ天井を見上げながら、カミトはそんな感想を口にした。

　静かな場所だ。ここなら一人で瞑想に集中できるだろう。

　そのとき、ふと、カミトは周囲を覆う木の枝に目をとめた。

（折れて……いや、鋭利な刃物で斬きられている？）

　だが、剪せん定ていにしては無造作にすぎる。まるで剣を振り回していて、偶然斬ってしまったような感じを受ける。

（それに、この足跡は……）

　今度は地面に目を向けると、草が乱雑に踏みしめられた跡があった。よほど激しい運動をしなければ、こんな風ふうにはならないはずだ。

「フィアナ、さっきまで、ここで何をしていたんだ？」

　不審に思って訊たずねると、

「もちろん、カミト君とちゅっちゅするための予行演習よ♪」

　即座にそんな答えが返ってくる。

「……」

「も、もう、カミト君ってば、恥ずかしい台詞せりふを言わせないで……」

　責めるような口調で言ってくるお姫様。

「……で、本当は？」

　こほん、と咳せき払ばらいしてふたたび訊きくと──

「……いつもは鈍いくせに、こういうことには鋭いのね」

　フィアナは観念したようにため息をついた。

「えっと、クレアたちには秘密にしてくれる？」

「……？　ああ、わかった」

　カミトがうなずくと、フィアナは隣に腰をおろした。

「──ここで、〈ゲオルギウス〉に剣の稽けい古こをつけてもらっていたのよ」

「剣……？」

　静かに口を開いた彼女に、カミトは訊き返す。

〈チーム・スカーレット〉におけるフィアナの役割は、儀式演舞による支援だ。剣を握って戦うような場面は、まずあり得ないといっていい。そもそも彼女は、学院で精霊使いとしての戦闘訓練を受けていない素人しろうとなのだ。

「もちろん、本格的な稽古ではなくて、護身用の剣術よ。最低限、自分の身くらいは守れるようになっておきたいから」

「急にどうしたんだよ？　護身用っても、そんな一朝一夕で剣を扱えるようには──」

「わかっているわ。でも……」

　フィアナは強く下唇を噛かみしめた。

　いつも余裕のある彼女らしくない、切羽詰まった表情で、

「……悔しいのよ。いつも私だけが守られて、みんなの足を引っぱっているのが」

「フィアナは立派にチームをサポートしてくれてるだろ。あのネペンテス・ロアに勝てたのだって、おまえが結界を完かん璧ぺきに構築してくれたおかげだ」

「あれはミラが頑張ってくれたからよ。私はたいしたことはしていないわ」

　フィアナは首を横に振った。

「あのとき、私が戦線に加わっても、きっと足手まといにしかならなかった。クレアたちはちゃんとカミト君のサポートをこなしていたのに」

　……どうも、彼女はずいぶん自信をなくしてしまっているようだ。

（……ネペンテス・ロアとの戦いは、ひとつのきっかけにすぎないんだろうな）

　それは、おそらく、ずっと前から燻くすぶっていた想おもいに違いない。

「俺おれは、フィアナを足手まといだなんて思ったことは、一度もないぞ」

　カミトは、フィアナの顔をまっすぐに見つめて言った。

「クレアもエリスもリンスレットも同じだ。みんなおまえを頼りにしてる」

「カミト君……」

　可か憐れんな睫まつ毛げにふちどられた薄うす闇やみ色いろの瞳ひとみが、わずかに揺れる。

「……ありがとう、慰めてくれて」

「べつに、本当のことを言っただけだ」

　カミトは照れたように頬ほおをかきながら、ふいっと目を逸そらす。

「ふふっ、カミト君はツンデレね♪」

　フィアナはいつもの悪戯いたずらっぽい微笑を浮かべると、静かに立ち上がった。

「そろそろ行きましょう。クレアたちが心配しているわ」

「クレアは俺たちが一緒にいることは知ってるだろ。心配することなんて──」

「……もう、そういう心配じゃないわ」

　呆あきれたように肩をすくめるフィアナに、カミトは首を傾かしげた。
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「なによ、カミトのばか。もう知らないんだから……」

　その頃ころ。クレアは川縁に膝ひざをかかえて座り、川に向かって石を投げていた。

　その後ろでは、スカーレットがご主人様を心配するようにうろうろ歩いている。

「カミトは、あたしのなんだから……」

　……ぽちゃん。遠くで水みず飛沫しぶきがはねる。

　と、背後で砂利を踏む音がした。

「ク、クレア、なにをしているのだ？　なんだか、すごく暗いぞ」

「エリス……」

　声をかけてきたのはエリスだ。学院にいた頃ころは、おたがい天敵のようにいがみあっていた二人だが、チームメイトとなってからは、いろいろ相談することも多い間柄だ。

　ちなみに、スカーレットはエリスの姿を見た瞬間に、あわてて姿を消している。

「王女殿下は見つかったのか？」

「ええ。いまごろカミトと森の中でイチャイチャしているはずよ！」

　ひときわ大きな石を川に投げてから、クレアはスカートをはたいて立ち上がった。

「……む、なんだと、どういうことだ？」

　キッと眉まゆを吊つりあげるエリス。

　クレアはさっきの森の中でのことを話した。

「……なるほど、カミトは王女殿下にさらわれたのか」

　話を聞いたエリスは厳しい表情でうなずいた。

　ちなみに、彼女がチームメイトのフィアナを王女殿下と呼ぶのは、旧ふるくからオルデシア王家に仕える騎士の家系であるからである。

「それにしても……」

　と、顎あごに手をあてて呟つぶやくエリス。

「やはり、クレアも気づいていたのだな。カミトのあの剣技──」

「ええ。カミトは彼女のことなんて知らないって言ってたけどね。たまたま、グレイワース学院長から同じ剣技を習っただけだろうって」

「そうか。カミトがそう言うのなら、そうなのだろうな」

「……でも、あいつなにか隠してる気がするのよね、レン・アッシュベルのことで」

　クレアは考えこむように眉をひそめた。

　まったく無関係にしては、カミトのあの態度は、なにかおかしい。

（……そういえば）

　ふと、さっきフィアナの言った言葉が、脳裏に思い浮かんだ。

　──たとえば、カミト君がレン・アッシュベルとか？

（まさか、ね……）

　すぐに首を横に振る。

　同じ剣技を使っていただけで……さすがに、ばかばかしい妄想だ。

（カミトが、あたしの憧あこがれる彼女だなんて、そんなこと──）

　けれど、なんとなく……胸がざわつく。

　昔から、クレアは妙に直感が冴さえわたることがあった。いまのこの胸のざわめきは、その感覚によく似ているのだ。あるいは直感力だけは、〈精霊姫〉であった姉の資質を受け継いでいるのかもしれない。

　俺おれはレン・アッシュベルの知り合いなんかじゃない──と、カミトはそう言った。

　しかし、考えてみれば──

（……本人でないとはひと言も言っていない）

　クレアがそんな突拍子もない思いつきを話すと、

「……君は、なにを言っているのだ？」

　エリスは呆あきれたように肩をすくめた。

「な、なによ、可能性の話をしてるだけでしょ！」

「可能性などあるわけがない。だいたい、三年前のレン・アッシュベルは、美しい少女だったではないか。可能性のことを言うなら、〈煉獄の使徒チーム・インフエルノ〉の仮面の精霊使いのほうがまだ信しん憑ぴよう性せいがある」

「あいつは絶対、名前を騙かたっているだけのニセモノよ。本物のレン・アッシュベルは、あんな奴やつじゃないわ！」

「それは、私もそうであって欲しいとは思うが──」

　むっと口ごもるエリス。そのとき、クレアはハッとあることを思い出した。

「……！　そういえば、前に一度、カミトが女装したことがあったんだけど」

「な、なんだとっ、カミトにそんな趣味が!?」

「違うわよ。あのレン・アッシュベルに刻まれた〈闇やみの烙らく印いん〉を破壊するために、フィアナと一緒に〈神しん儀ぎ院いん〉の大だい祭さい殿でんに潜入したの。こういうのもなんだけど、あのときのカミト、すごく可愛かわいい女の子になっていたわ」

「む……そ、そんなに、か？」

　興味深そうに呟つぶやくエリス。

「それにもうひとつ、レン・アッシュベルが前回の〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉で優勝したのは十四歳のときよ。いまのカミトの年齢とぴったり合うわ」

「……！」

　エリスがゴクリと息を呑のんだ。

「ま、まさか、そんな……」

「ええ、もちろん、あたしも半信半疑なんだけど……」

　というか、クレアもそんな可能性を本気で信じているわけではない。

　だが、カミトのさっきの態度がひっかかる。可能性はゼロではないのだ。

「……確かめてみるか？」

　エリスがなにかを決心したように囁ささやいた。

「どうやって？　本人に訊きいてもまたはぐらかされるわよ」

「私に考えがある。今晩、見張りのときにそれとなく探ってみることにしよう」

「そんなことできるの？」

　クレアは疑わしげに首を傾かしげる。この生き真面目まじめな騎士団長は、あまりそういうことが得意なようには見えないのだが。

「ああ。私にまかせておくがいい」

　クレアの不安をよそに、エリスは自信たっぷりにうなずいた。





　　　　◇






〈チーム・スカーレット〉の拠点から遠く離れた森の奥──

　切り倒された木々の中心に、東方風の豪ごう奢しやな祭さい殿でんが設けられている。

　クイナ帝国代表チーム〈四神スーシン〉の陣営だ。

　いま、その祭殿の前で、姫君を前にした御前会議が開かれていた。

「──それでは、おまえたちの意見を聞こう」

　薄い御み簾すの奥から厳かな声がかけられる。

　クイナ帝国第三皇女にして〈四神〉の指揮官、リンファ・シン・クイナ姫の声だ。

　祭殿の前には、クイナ風の衣装に身を包んだ三人の少女が控えていた。

「恐れながら申し上げます、リンファ様」

　進み出たのは青い服に身を包んだ少女だ。

　ラオ・リン──神獣精霊〈青せい龍りゆう〉の使い手である。

「私は、いまあえて〈チーム・スカーレット〉と戦うのは反対です」

「なぜじゃ、申してみよ」

　返ってくる不機嫌そうな声。だが、ラオはひるまず淡々と、

「たしかに、リンファ様と我々〈四神〉の力をもってすれば、無名の二流チームごとき、たやすく壊滅させられましょう。しかし、連中と戦い、疲弊したところに、あの最強の剣舞姫率いる〈煉獄の使徒チーム・インフエルノ〉が攻めこんでくればどうなるか──」

「ふむ……ハクア、シャオ、おまえたちもラオと同じ意見か？」

「ラオが言うなら、ハクアもそれがいいと思うよ」

「あたしは強い奴やつと戦えればそれでいいや」

〈玄げん武ぶ〉のハクア、〈白びやつ虎こ〉のシャオがそれぞれ答える。

「……お前たち二人の意見は役にたたんのう」

　御簾の向こうでため息が洩もれる。ラオは辛抱強く続けた。

「リンファ様、どうかお考え直しください。無名のチームとはいえ、〈チーム・スカーレット〉は油断できない相手です。決勝進出に必要な〈魔石〉はすでに獲得しているのですから、不必要なリスクを負うべきではありません」

「むう、しかしな……」

　皇女は困ったような声で、

「じつは、宣戦布告状はもう送ってしまったのじゃ」

「なっ、ど、どうしてそんな勝手なことをするのですかっ！　大事なことを決めるときは、まず我々に相談してくださいとあれほど言ったではないですか！」

「だから、いまおまえたちに相談しておるではないか」

「決める前に相談してください！」

　噛かみつくように怒鳴るラオ。……もはや皇女への敬意などあったものではない。

「すぐに撤回の使者を送ってください。いますぐに！」

「いやじゃ！　一度出した宣戦布告を軽々しく撤回するわけにはいかぬ！」

「そ、それはそうですが……」

　ぐっと言葉に詰まるラオ。その肩をシャオがぽんと叩たたく。

「まあ、そう怒るなよ。よーするに、〈チーム・スカーレット〉も〈煉獄の使徒チーム・インフエルノ〉も、あたしたちがみんなまとめてぶっ潰つぶせばいいんだろ？」

「そう簡単にはいきませんよ。〈チーム・スカーレット〉には、あのレオノーラ・ランカスターと引き分けたという、男の精霊使いがいるのですよ。負けることはないにしても、苦戦は必至──」
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「それじゃ、その男の精霊使いとやらじゃ！」

　突然、皇女が大声で怒鳴った。

「……リンファ様？」

「その悪あく逆ぎやく非ひ道どうの暴君を誅ちゆう殺さつするためにこそ、妾わらわは宣戦を布告したのじゃ！」

「悪逆非道の暴君？」

「うむ、おまえたちも噂うわさくらいは聞いたことがあろう。かの暴君、カゼハヤ・カミトは、清らかな貴族の令嬢を囲い、筆舌に尽くしがたき淫いん蕩とうに耽ふけっていると！」

「た、たしかに、そういう噂は聞いていますが……」

　その恐ろしい噂の数々を思い出したのか、ラオはわずかに肩を震わせた。

「かの淫いん獣じゆう王は毎晩、いたいけな少女に全裸で添い寝することを強要しているそうではないか。それも、全裸にニーソックスという変態的な姿で、じゃ」

「……ひどい変態だな」「ひどい変態だね」

　シャオとハクアが顔をしかめる。

「しかも、今回の〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉においては、敵対チームの少女を倒しただけでは飽きたらず、その、服を剥はぎとって、りょ、りょりょ……」

「陵りよう辱じよくかな？」

「ハ、ハクアっ、姫様の前でなんという言葉を使うのです！」

　顔を真まっ赤かにして叫ぶラオ。

「と、ともかくじゃ、そのような穢けがらわしき淫獣王はすみやかに誅殺せねばならぬ。もはや〈魔石〉がどうこうといった問題ではないのじゃ！」

「そ、それは、たしかに……」

「まあ、まてよ、リオンの意見は聞かなくていいのか？」

　と、シャオが口を挟んだ。

　リオン・シャルマは〈四神スーシン〉の最後の一人、神獣精霊〈朱雀すざく〉の使い手だ。

　彼女には、〈煉獄の使徒チーム・インフエルノ〉の拠点の偵察任務が与えられていた。

　……御前会議の前には戻ると言っていたが、まだこの場に姿を見せていない。

「まさか、へまをしたんじゃないだろうな」

「リオンはおまえと違って慎重な奴やつじゃ。そんなことは──」

「──皇女様のご信頼、痛み入りますわ」

　そのとき、靴音と共に、森の奥から涼しげな声が聞こえてきた。

「おお、リオンよ、遅かったではないか！」

「なんだよ、心配したぜ」

　あらわれたのは、真しん紅くの衣装に身を包んだ赤い髪の少女だ。

　少女は祭さい殿でんの前までくると、御み簾すの前で膝ひざを屈かがめた。

「リオン・シャルマ、ただいま帰還しましたわ」

「うむ、ご苦労であった。早速じゃが、〈煉獄の使徒チーム・インフエルノ〉の動向はどうであった？」

「はい、レン・アッシュベルたちは、すでに十分な数の〈魔石〉を手に入れ、〈拠点〉に籠こもっているようです。おそらく、決勝戦のために軍用精霊を万全の状態で温存しておきたいのでしょうね。〈チーム・スカーレット〉を攻めるならいい機会ですわ」

「後顧の憂いはないというわけじゃな。──これで決まりじゃ、我ら〈四神スーシン〉は、悪あく逆ぎやく非ひ道どうの淫いん獣じゆう王カゼハヤ・カミトを誅ちゆう殺さつするぞ！」

　皇女リンファの鶴つるの一声に、〈四神〉の少女たちはそれぞれうなずく。

　ただ一人──

　顔を地に伏せたリオン・シャルマの唇が、嘲ちよう弄ろうするように歪ゆがんだことに、気づいた者は誰だれもいなかった。






第三章　エリスの尋問






　──〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉四日目は、大きな戦闘は起きなかった。

　明日の〈四神〉との決戦に備え、〈拠点〉の中で防備を固めることにしたからだ。

　いちおう、〈拠点〉の周辺で小競り合いのようなものはあったのだが、偵察に出ていたクレアとリンスレットのレイヴン教室コンビが、あっさり返り討ちにしていた。

　夜、全員で食事をとってからは、明日の剣けん舞ぶのフォーメーションを相談した。

　前衛の攻撃役はカミトのワントップ、サポート役として中衛にエリスとクレア、後衛の支援役はフィアナで、その護衛と狙そ撃げき手しゆをリンスレットが兼ねるという編成だ。

　昼間のこともあって、カミトはフィアナのことが気にかかったが、彼女の態度は普段と変わる様子はなかった。彼女がコンプレックスを抱いていることは、カミトはともかく、クレアたちには知られたくないのだろう。

　会議のあとで、フィアナは結界の修復をしてくると言って、また一人で姿を消した。「……フィアナ、焦あせる気持ちはわかるが、あまり無理をするなよ」

　そう声をかけるカミトに、

「心配いらないわ。明日はうまく戦えるようにがんばるから」

　フィアナは微笑ほほえみながらうなずいた。

　──そして、深夜。

　カミトとエリスはローテーション通り、夜の見張りをしていた。

　敵の精霊使いが〈拠点〉に直接攻撃をしかけてくる可能性は低いが、それでもゼロではない。牽けん制せいのためにも見張りはたてておく必要がある。

　二人は森のはずれで火を熾おこし、不審な気配に目を光らせていた。

「……なかなか攻めてこないものだな。来れば返り討ちにしてやるものを」

　薪たきぎの炎がパチパチとはぜる。

　片かた膝ひざをたてて座るエリスが、手にした〈風翼の槍レイ・ホーク〉の穂先を見上げて言った。

「フィアナの張った結界は強力だからな。攻めるのは難しいんだろうさ」

　向かいに座るカミトは、わずかに視線を逸そらしながら相あい槌づちを打つ。

　視線を逸らしたのは、片膝をたてたエリスのスカートがまくれ、下着が見えそうになっているからだ。エリスはすぐに動ける体勢をとっているだけなのだろうし、指摘してもそれはそれで怒られそうなので、あえて口には出さないが。

「それにしても、今大会はチーム同士の戦いが少ないような気がするのだが」

「……ああ、たしかに、今回の〈嵐の如き乱舞テンペスト〉は、ちょっと特殊なんだよな」

「どういうことだ？」

　エリスがきょとんと首を傾かしげる。

「序盤でリタイアしたチームが多すぎるってことだ。ミラのいた〈破烈の師団〉に、俺おれたちと同じ学院代表の〈チーム・ワイヴァーン〉、ほかにも数チームが壊滅させられてる。たった三日間で、しかもたったひとつのチームによって、な」

　カミトは人差し指をたてて言った。

「そんな噂うわさを聞けば、残ったチームはどうしても、〈煉獄の使徒チーム・インフエルノ〉を警戒して拠点から動けなくなる。あとは単純に、フィールドにいる精霊使いの絶対数が少ないってことだな。壊滅とまではいかなくても、仲間を失ったチームは多いはずだ」

「……む、なるほど」

　神妙な表情でうなずくエリス。

（ただ、それだけじゃない……）

　カミトは胸中でつけくわえた。

（……今回の〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉は、なにかがおかしい）

　たとえば、あのネペンテス・ロアの存在だ。

　あの怪物は精霊使いではない。──いや、生きた人間ですらなかった。

　本来ならば、あのようなイレギュラーな存在に、〈精霊剣舞祭〉の出場資格が与えられるはずがないのだ。

（……イレギュラーってことなら、レスティアのこともだ）

　実質はどうあれ、いまだカミトとの精霊契約を解除していない以上、彼女はカミトの契約精霊ということになっているはずだ。そんな彼女が〈煉獄の使徒チーム・インフエルノ〉のメンバーとしてエントリーしているということに疑問を抱く。

　と、カミトがそんな思索に耽ふけっていると──

　向かいに座るエリスがぶるっと身震いした。

「どうした、寒いのか？」

「……ああ、ちょっと火が弱まってきたようだな」

　アレイシア精霊学院の制服には防寒の魔術も織り込んであるが、それでも、この〈浮遊島〉の夜はかなり冷えこむ。薪たきぎの熱だけでは十分な暖がとれないのだ。

「エリスの風の魔術で、ここを覆うことはできないのか？」

「で、できないことはないが……」

　エリスはうなずくが、どうにも歯切れが悪い。

　二人を覆う程度の風の結界なら、彼女には造作もないと思うのだが──

「そ、それよりも、カミト……」

「うん？」

　エリスはこほんと咳せき払ばらいした。

　……なぜか顔を赤らめているようだ。

「その、そちらに行ってもかまわないだろうか？」

「え？」

「か、肩を寄せ合えば、あ、暖かくなるのではないかっ！」

「まあ、それはそうだが……」

　カミトが戸惑っているその隙すきに、エリスはすすっと薪を回りこんできた。

　肩が触れるか触れないかくらいの微妙な距離に、ちょこんと座りこむ。

　こんどは膝ひざをハの字に曲げた、女の子っぽい座り方だ。

　エリスはスカートを両手でぎゅっと掴つかむと、地面に視線を落とした。

「……」

　そのまま、硬直すること数秒。

「えっと、どうしたんだ急に……？」

「あっ……その、と、隣にきても、迷惑ではないだろうか？」

　エリスはあわてて口を開いた。

　顔を赤らめ、もじもじとスカートの裾すそを握っている。

「そんなわけないだろ。変な遠慮するなって」

「ふぁっ！」

　カミトのほうから肩を寄せると、エリスは可愛かわいい声をあげた。

　薪たきぎの前で、肩を寄せ合って密着した状態だ。

　……なるほど、たしかにこれは暖かい。

「はううっ、ふぅ……」

　……耳もとで、エリスの悩ましげな吐息が聞こえるのがちょっと気になるが。

「エリス、どうしたんだ？　熱でもあるのか？」

「だ、大丈夫だ。むしろまだ寒いくらいだ。も、もっと身体からだを寄せ合ったほうが、暖かくなるかもしれないな！」

　エリスは首を振ると、さらにぎゅうぎゅうと肩を寄せてくる。

「ま、まてまて！　これ以上くっつくのはまずいだろ！」

　カミトはあわてて離れようとした。

　このままは、肩どころか、エリスのやわらかい胸が腕にあたってしまう。

「き、気にすることはないぞ、これは寒さをしのぐための不可抗力なのだからな！」

「いや、気にしないわけにはいかないから！」

　ふよふよした胸の感触に、カミトがドキッと顔を赤らめた、その瞬間。

　ボウッ──と音をたて、そばの茂みの中から小さな火の塊かたまりが飛びだしてきた。

「……な、なんだ？」

　突如、目の前にあらわれた火の塊を、まじまじと見つめるカミト。

　それは、尻尾しつぽに火を灯ともした小さな蜥蜴とかげだった。

　低級な火属性の精霊だ。

「おっ、こいつ火蜥蜴サラマンドラか。ラッキーだな。これで火を強めることができるぞ」

　カミトは火精霊の尻尾をつまむと、薪の上にそっとのせた。

　途端、焚たき火びの炎はいきおいよく燃えあがる。

「ほ、ほら、これでもうくっつかなくても暖かくなるだろ」

「……くっ、なんという間の悪い精霊なのだ」

　エリスはむっと涙目で薪の上の火蜥蜴を睨にらむ。

「なにか言ったか？」

「なんでもないっ！」

　ふいっと顔をそむけるエリス。

　……せっかく暖かくなったのに、なんだか急に機嫌が悪くなったようだ。

「……」

「……」

　そのまま、しばらく無言の時間が過ぎて──

「カミト……」

「うん？」

　先に口を開いたのは、エリスのほうだった。

　制服の胸もとからメモ帳とペンを取りだして、じっとカミトの顔を見つめてくる。

「……なんでメモを？」

　訝いぶかるように眉まゆをひそめるカミト。

　エリスはこほんと咳せき払ばらいすると、

「カミト、いまから君にいくつか質問をする。正直に答えてくれ」

「……？　あ、ああ……」

　彼女の意図はよくわからないが、その目が真剣なことだけはわかった。

　うなずいて、カミトはゴクリと息を呑のむ。

「では、最初の質問だ。カミト、君は──」

　エリスの鳶とび色いろの瞳ひとみが鋭く光る。

「ふ、ふわふわのマシュマロは好きか？」

「…………は？」

　カミトは思わず、間抜けな声をあげていた。

「な、なんだよ、その質問は？」

「だ、大事なことなのだっ、答えてくれ」

　だが、エリスはあくまでも大おお真面目まじめだ。

　よくわからないままに、カミトは答える。

「……まあ、嫌いじゃないが、そんなに好きってわけでもないな」

　カミトにはそれほど食べ物の好き嫌いはないが、マシュマロはなんとなく、女の子の食べ物という感じがするのだ。

「そ、そうか……」

　エリスはなぜかほっと安あん堵どの息をつきながら、メモになにか書きこんだ。

「……なにを書きこんでるんだ？」

「では、次の質問だ──」

　カミトの問いを無視して、エリスはメモから顔をあげた。

「君は、お、お風ふ呂ろで身体からだを洗うとき、どこから洗う？」

「……なっ、なんでそんなこと聞くんだよ!?」

「大事なことなのだ！　……それとも、なにか話したくない理由でもあるのか？」

　じーっと疑わしげにカミトを睨にらむエリス。

　……いや、なにを疑われているのかもわからないのだが。

「べつにそういうわけじゃないが……まあ、二の腕から洗うかな、普通に」

「二の腕か……なるほど……」

　エリスは納得したようにうなずき、ふたたびメモに書きこんでいく。

（……い、いったいなんなんだ!?）

　と、そんな質問を何度も繰り返したあとで──

「で、では、最後の質問だ」

「……ようやくか」

　カミトはぐったりとうめいた。

「その、君は……」

　恥ずかしそうに顔を赤らめ、カミトの顔を見つめるエリス。

　いまにも消え入りそうな声で、

「……君は、胸の大きい女の子は、嫌いか？」

「え？」

　──そんなことを訊きいてきた。

「だ、だから、大きい胸の女の子は嫌いかと、訊いている……」

「な、なんで、そんなこと……」

「わ、私に言わせるな、ばか……」

　エリスが桜さくら色の唇をきゅっと噛かみしめる。

　地面に両手をつき、彼女はゆっくりと顔を近付けてくる。
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「……エ、エリス!?」

「さ、さあ、答えてくれ……」

　制服の胸もとから覗のぞく谷間。わずかに汗ばんだ細いうなじ。

　女の子の甘い匂においに、意識がくらっとする──

　──と、そのとき。

「熱っ！」

　突然、焚たき火びの炎が小さく爆はぜた。

「ちょっと、どさくさに紛れてなにをしてるのよっ、消し炭にするわよ！」

「……!?」

　どこからか、聞き覚えのある台詞せりふが聞こえてくる。……クレアの声だ。

　カミトはキョロキョロと周囲を見回すが、彼女の姿は見あたらない。

　いや──

「……まったく、さりげなく聞き出せるっていうから、あんたにまかせたのに」

　クレアの声で喋しやべっているのは、焚き火の中にいる火蜥蜴サラマンドラだった。

「クレア、ま、まさか、さっきからずっと見ていたのか!?」

　エリスが顔を真まっ赤かにして叫んだ。

「……どういうことだ？」

　薪たきぎの中の火蜥蜴に向かってカミトが訊たずねると、

「この火蜥蜴は、あたしの使い魔なのよ。感覚を同調させて、あんたたちが不ふ埒らちなことをしないか見張ってたの」

「そ、そんなことするか！」

「……ふーん、どうだか？」

　火蜥蜴がジロッと二人を睨にらむと、

「そ、そうだ！　わ、私はそんな、えっちなことなど考えていないぞ……」

　エリスはもじもじと指を絡ませながら、なぜか、あさっての方向へ目を逸そらした。





　　　　◇






「汝なんじ、人の子の王に仕えし、剣聖の騎士よ──」

　森の中の小さな空間に、激しい風が吹き荒れる。

「古き血の契約に従い、我を守る剣となりて、我が前に馳はせ参さんじ給たまえ！」

　可か憐れんな唇から放たれる──精霊解放の詞ことば。

　艶つややかな黒髪が風にあおられ、胸もとに刻まれた精霊刻印がまばゆく輝く。

　──と、次の瞬間。清浄な光が閃ひらめき、虚こ空くうから甲かつ冑ちゆうの騎士が召喚された。

　木々の隙すき間まから射さしこむ月光に煌きらめく、重厚な銀甲かつ冑ちゆう。

〈ゲオルギウス〉──オルデシア王家に代々仕える高位の騎士精霊だ。

　フィアナは、冷たい甲冑に手を触れると、切羽詰まった表情で騎士を見上げた。

「お願い〈ゲオルギウス〉。私の力になって──！」

　目を閉じて、ふたたび精霊語の詞ことばを紡ぐ。

「汝なんじは我が剣、汝は我が盾、無窮の光を掲げ、闇やみを祓はらう者──」

　騎士精霊の全身が激しい光を放ち、周囲に凄すさまじい旋風が渦巻いた。

　強大な精霊の力が解放され、暴発寸前まで高まっているのだ。

「くっ……」

　フィアナは、カミトに隠していたことがあった。

　彼女がこの場所で行っていたのは、剣の稽けい古こだけではない。

　密ひそかに〈精霊魔装エレメンタルヴアツフエ〉の使役を試みていたのだ。

「……あ……くぅっ……」

　焼けるような激痛に、喉のどの奥からかすれた悲鳴があがる。

　暴発した精霊の力を制御できず、神威カムイの逆流現象フイードバツクが起きていた。

「……お願いっ、私の言うことを聞いて！」

　精霊使いは〈精霊魔装〉を自在に使いこなすことによって、その真価を発揮する。

　しかし、契約精霊を精霊魔装に展開できる精霊使いは、そう多くない。

　クレアたちは難なくこなしているようにみえるが、本来は長年にわたる高度な修練と才能が必要とされる技能なのだ。たしかに、元〈精霊姫〉候補であるフィアナの才能は群を抜いている。だが、彼女にしたところで、一朝一夕でできるものではない。

（無謀だっていうことはわかってる、でも、私は──！）

「──カミト君の隣で戦いたい！」

　フィアナの叫びに応こたえるように──

　騎士精霊の姿が、光の粒子となって虚こ空くうに消失した。

（いいわ、あと少し……！）

　頭の奥で激しい火花が散る。

　脳裏に想おもい描くのは、すべてを斬きり裂く剣だ。

　三年前に見た〈最強の剣舞姫レン・アツシユベル〉の剣。

　握った手の中に、具現化したイメージが収しゆう斂れんする──

　が、その直前。

「……っ、きゃあっ！」

　収斂しかけた光が暴発、見えない力に弾はじき飛ばされる。

　フィアナの躰からだは地面に激しく叩たたきつけられた。

　精霊魔装エレメンタルヴアツフエの展開に失敗し、神威カムイの逆流による衝撃を受けたのだ。

「……ぁ、くっ……どう、して……」

　肩を小刻みに震わせながら、フィアナは地面の土を掴つかむ。

　──結局、魔術方陣の補助があっても、精霊魔装を顕現させることができなかった。

「……どうしてだめなの！」

　……もっと強くなりたい。

　もう、守られるだけのお姫様でいたくないのに。

「まだ……あきらめないわ、もう一度──」

　フィアナは唇を噛かみしめると、ふたたび膝ひざをついて立ち上がった。
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　明け方、仮眠をとってから、カミトは出立の準備をはじめた。

　剣にみたてた棒きれを何度か振るい、硬くなった筋肉をほぐすと、朝食をとるために広場のほうへ歩いていく。

〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉五日目は、〈四神スーシン〉との決戦が待ちかまえている。

　強豪と名高いチームではあるが、〈チーム・スカーレット〉も強敵との連戦でチームワークを培ってきた。決して倒せない相手ではない。

　広場では、すでにお嬢様たちが朝食の準備をはじめていた。

「──呆あきれたわ。なにが『それとなく探ってみよう』よ」

「なにを言うのだ。私の調査方法は間違っていない！」

「……？」

　カミトはふと足を止めた。

　クレアとエリスが、なにか言い争っているようだ。

（……ひょっとして、昨日の夜のことか？）

　そっと木の陰に隠れて耳をそばだてる。

　昨日、エリスがなぜあんな質問をしてきたのか、カミトも気になっていたのだ。

「……まったく。カミトがあのレン・アッシュベルだなどと、少しでも疑った私が愚かだったな。カミトは白だ。間違いない」

「ど、どうしてそう言い切れるのよ！」

「これをみるがいい」

　言って、エリスは胸もとから昨日のメモ帳を取りだした。

「それがどうしたのよ？」

「レン・アッシュベルの好きな食べ物はふわふわのマシュマロ。お風ふ呂ろのとき一番最初に洗うのはおへそだ。カミトの答えとは全然違う」

「……は？」

　クレアは怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。

（……ど、どういうことだよ、意味がわからないぞ!?）

　木陰に隠れていたカミトも、思わず胸中でツッコむ。

「なによそれ？　なんであんたがレン・アッシュベルの好物なんて知ってるの？」

　ジト目で睨にらむクレア。エリスは自信たっぷりに腕を組み、

「彼女のファンなら、それくらいのことは知っていて当然だ。当時は雑誌に彼女の記事がたくさん載っていたからな。私はその記事を切り抜いて集めているのだ」

「あ、あのね……」

　クレアは呆あきれたようにため息をつく。

「そんなの、適当なことが書いてあるに決まってるじゃない。だいたい、最後の胸の質問は、レン・アッシュベルと関係ないでしょ！」

「む、そ、それは……」

「お二人とも、遊んでいないで朝食の準備を手伝ってくださいな！」

　そこでリンスレットの怒鳴り声が割り込み、二人の会話は中断された。

（……なるほど、昨日の妙な質問はそういうことか）

　木陰に隠れるカミトの頬ほおを、冷たい汗が伝った。

　エリスが質問してきたのは、世間に広まっている〈最強の剣舞姫レン・アツシユベル〉のプロフィールだ。

　……そういえば、三年前の決勝戦の前日に、各国の記者がやってきて、レン・アッシュベルにインタビューを求めたことがあった。

　いくら女装しても、声までは誤ご魔ま化かせないので、そのときの記者の質問には短く「はい」とか「いいえ」としか答えることができなかったのだ。そのため、彼女にまつわるいい加減な情報が出回るようになってしまったのだが──

（……というか、問題はそこじゃないよな）

　まずいのは、クレアたちにカミトの正体を疑われていることだ。

　どうやら、まだ憶測の段階にすぎないようだが──

「カミト君、どうしたの♪」

「おわっ！」

　背後から明るい声をかけられ、カミトは思わず声をあげた。

「なによ、そんなに驚くことないじゃない」

　振り向くと、悪戯いたずらな王女様がちょっと傷ついた表情をしていた。

「わ、悪い……ちょっと、まずいことになってるみたいでな」

「どうしたの？」

「どうも、疑われてるみたいだ。俺おれが三年前のレン・アッシュベルだって」

　地面にうずくまって頭を抱えるカミト。

「まだ半信半疑みたいなんだが、いろいろツッコまれるとまずそうだな」

「もういっそのこと、バラしてしまったら？」

「俺は彼女たちの夢を壊したくない。……それに、なんていうか、あいつらとの関係がギクシャクしちまいそうだしな」

「……それもそうね。私もカミト君との秘密を共有していたいし」

　フィアナはくすっと微笑ほほえんだ。

「まあ、これ以上ぼろを見せなければ大丈夫だと思うわよ。そもそも、カミト君があの最強の剣舞姫レン・アツシユベルだなんて普通は信じられないもの。クレアたちもいろいろ想像して楽しんでるだけだと思うわ」

「だといいんだがな……」

　やれやれとため息をついて──

　ふと、カミトは気づいた。

「……フィアナ、その手、どうしたんだ？」

　いつもはなめらかな彼女の肌に、無数の傷きず痕あとがあった。

「……あ、これは、えっと、昨日、〈ゲオルギウス〉と剣の稽けい古こをしていたせいよ。心配しなくても大丈夫。治癒の魔術をかけておいたから、すぐに治るわ」

　フィアナは苦笑しながら、首を横に振った。

「無理はするなって言っただろ？」

「……ええ、ごめんなさい」

　しゅんと気まずそうに顔を伏せるフィアナ。

　いつも余裕を崩さないお姫様のそんな表情に、カミトは戸惑った。

（……そうか、焦あせってるんだよな）

　昨日、彼女は、チームの足あし手で纏まといになることを不安がっていた。

　だから、無理をしてまで強くなろうとしているのだ。

（……けれど、そんな強さはきっと、すぐに折れてしまう）

　カミトはフィアナの頭にぽんと手をのせた。

「……ふあっ、な、なにをするの？」

「フィアナ、俺おれはおまえを頼りにしてるぞ。がんばろうな」

「カミト君……」

　フィアナの薄うす闇やみ色いろの瞳ひとみがかすかに揺れる。

　いつもと印象の違う、儚はかなげな表情に、思わずドキッとして──

「……そこにいるのは誰だれっ!?」

　ふいに、フィアナが鋭い声を発した。

　カミトから離れると、警戒するように茂みの奥を睨にらむ。

「フィアナ、どうしたんだ？」

「……いやな気配がしたの。姫ひめ巫み女この勘よ」

「いやな気配──？」

　眉まゆをひそめながら、彼女の視線の先に目を凝らす。

　──と、鮮やかな青い色をした小さな蛇へびが、紅あかい瞳でこっちを見つめていた。

「……蛇？　いや、あれは──」

「ええ、あれは精霊使いの使い魔よ──」

　フィアナがつぶやいた瞬間、

「さすがは名高い〈喪失の精霊姫ロスト・クイーン〉ね。使い魔の気配まで察知するなんて」

「……っ!?」

　蛇が、甘ったるい少女の声で喋しやべった。

　カミトは即座に腰の短剣を抜き放ち、フィアナを背後にかばう。

「……おまえ、何者だ？」

「ふふ、こうして言葉を交わすのは初めてね」

　蛇は不気味に嗤わらうと、舌をチロチロさせながら胴体を持ちあげた。

「アルファス教国の魔精霊使いデモン・キヤスターと聞けば、わかるかしら？」

「魔精霊使いデモン・キヤスター……まさか、シェーラ・カーン!?」

　フィアナが鋭く叫ぶ。カミトもハッと目を見開いた。

　シェーラ・カーン──〈煉獄の使徒チーム・インフエルノ〉の副将だ。

「まさか、使い魔ごときに侵入を許すなんて……！」

　悔しそうに唇を噛かむフィアナ。

「結界の強度はなかなかのものだったわよ。でも、あの闇やみ精せい霊れいとネペンテス・ロアが風穴をあけてくれたからねえ」

　蛇はくすくす嗤いながら、フィアナの肢体を舐なめるように眺め回す。

　毒を孕はらんだ視線にさらされ、背後にかばったフィアナの肩がわずかに震える。

「……ふふっ、やはり、あなたのほうが〈闇やみの精霊姫〉に相応ふさわしいわね」

「……なに？」

　聞き慣れない言葉に、カミトが眉まゆをひそめた瞬間──

「それではご機嫌よう、魔王の後継者。またいずれ、ね」

　蛇へびは素早く茂みの奥へ消えていった。

「待て──！」

「追っても無駄よ。あれはただの使い魔だもの」

　駆け出そうとしたカミトを、フィアナが引きとめる。

　……たしかに、あれを捕らえたところで蜥蜴とかげの尻尾しつぽ切りをされるだけだ。

「私たちを偵察していたみたいね。ごめんなさい、私の結界が不十分だったせいで」

「フィアナのせいじゃないさ」

　肩をすくめるカミト。

　そのとき、二人の声を聞きつけて、クレアたちがやってきた。

「カミト、なにしてるのよ、そんなとこで？」

「あ、いや……」

　……盗み聞きしてたのがバレるとまずい。

　カミトが誤ご魔ま化かそうとすると、

「ふふっ、残念、見つかってしまったね、カミト君♪」

　フィアナがむぎゅーっとカミトの腕に抱きついてくる。

「お、おい、フィアナ!?」

「なっ……！　あ、あんた、なにしてるのよ！」

「ど、どういうことだ、カミト！」

「フィアナさんとお二人で、なにをしていたんですの！」

「ふふっ、もちろん、えっちなことよ♪」

　勝ち誇った表情で微笑ほほえむフィアナ。

「「「……～っ！」」」

　涙目でカミトを睨にらむ三人のお嬢様。

（やれやれ、こんなんで〈四神スーシン〉に勝てるのか……？）

　カミトは胸中で大きなため息をついた。





　　　　◇






　今朝のちょっとした騒動のあと──

〈チーム・スカーレット〉は軽めの朝食をとってから出立した。拠点を偵察していた魔精霊使いデモン・キヤスターのことについては、すでに朝食の席でみんなに話してある。

「……シェーラ・カーンね。たしかに気になるけど、いまは〈四神スーシン〉との決戦に意識を集中したほうがいいわ。ただの偵察なら、他ほかのチームだって仕掛けてきているし」

　いまは捨て置いてかまわない──というのがクレアの意見だ。

　それについてはカミトもおおむね同意なのだが──

（……本当に、ただの偵察だったのか？）

　やわらかい土を踏みしめて歩きながら、カミトは考えこむように顎あごに手をあてる。

　……なんとなく、嫌な感じがするのだ。

　頭の奥で引っかかっているのは、あの〈闇やみの精霊姫〉という言葉。

　聞き覚えのない言葉だが──なんだか、妙に胸がざわつく。

「カミト、ちょっと早いです」

「……あ、悪い！」

　考えごとをしていたら、歩調をエストに合わせるのを失念していた。

　エストは、さっきからずっとカミトにくっついて歩いている。小さく跳ねるように歩く仕草が可愛かわいらしい。

「……エストさん、羨うらやましいですわ」

「ど、どうして、カミトはエストに甘いのだ……」

「カミト君はとうとう昼の魔王にもなってしまったのね」

　一緒に歩くお嬢様たちの冷たい視線を、ビシビシ感じていたが。

「カミトっ、エストだけずるいわよっ──じゃなくて、ここは戦場なのよ！　そんな、て、手を繋つないだりしてたら、襲われたとき咄とつ嗟さに動けないじゃない！」

「まあ、それはそうなんだが……」

　エストはカミトの腕を離すまいと、ぎゅーっと掴つかんでいる。

　……まだ剣の姿にはなってくれなさそうだ。

「もうっ、なによ……」

　クレアはむーっと不機嫌そうに頬ほおを膨らませる。

　──と、その瞬間。

「まっておったぞ、カゼハヤ・カミト！」

　閑しずかな森の中に、少女の声が響きわたった。

「……っ、陣形を！」

　クレアの叫びに応じて、全員が防御陣形をとる。

　カミトは即座に展開式レリーズを詠唱。エストの姿が光の粒子となって虚こ空くうに消え、次の瞬間、カミトの手に輝く白銀の剣〈テルミヌス・エスト〉が出現した。

　森の中に伸びる、広い道の向こうからあらわれたのは──

　色あざやかな東方風のドレスを身に纏まとった、四人の少女だ。

「──気をつけて。あれが〈四神スーシン〉よ」

　クレアが炎の鞭フレイムタンを構えながら言う。

　いずれも目を惹ひく美しい少女たちだ。精霊の多くは見目麗しい乙女を好むため、容姿の美しさも精霊使いの資質のひとつではあるのだが、目の前の四人は学院のお嬢様たちとはまた違った、異国情緒あふれる魅力を放っていた。

　しなやかな身体からだのラインを強調するかのようなぴっちりしたドレスには、それぞれ異なる神獣を象かたどった刺し繍しゆうがほどこされている。

　ドレスのスカート部分には大胆な切れ込みが入っていて、少女たちが歩くたびに、艶なまめかしいふとももがチラチラと覗のぞいていた。

「もうっ、カミト、どこを見てるの？」

「え？」

「視線があの娘こたちのふとももに釘くぎ付づけになってたわよ！」

　クレアが冷たい視線を投げてくる。

「お、おのれ、この不ふ埒らち者ものがっ！」

「信じられませんわっ、これだからカミトさんは……！」

「えっと、カミト君は、ああいう格好が好みなの？」

「いや、そんなことは……」

　あわてて首を振るカミト。

　そんなカミトたちを無視して、〈四神〉の少女たちがすっと前に進み出た。

「お初にお目にかかります、私は〈青せい龍りゆう〉のラオ」

「私は〈玄げん武ぶ〉のハクアだよ」

　黒髪をお団子の形に結った少女たちが、二人揃そろってお辞儀する。

　姉妹なのか、二人の容姿はよく似ている。

「ふふ、わたくしは〈朱雀すざく〉のリオンですわ」

「──〈白びやつ虎こ〉のシャオだ。よろしくな」

　最後に名乗ったのは、溌はつ剌らつとした白髪の美少女だ。

　青みがかった双そう眸ぼうに、野生の獣のような獰どう猛もうな光が灯ともっている。

（あれが、〈四神〉最強の精霊使いか……）

　小柄な体たい躯くながら、全身からビリビリと凄すさまじい闘気を放っている。

　さすがに、力を隠したまま戦える相手ではなさそうだ。

（なるべく、レン・アッシュベル時代の剣技は見せたくないんだがな……）

　カミトは背後のクレアたちにチラッと目を向ける。

　剣けん舞ぶに集中すれば、昔の太た刀ち筋すじが自然と出てしまうかもしれない。

　──最後にあらわれたのは、儀礼装束に身を包んだ少女だった。

　背が低いので、〈四神スーシン〉の四人に隠れて見えなかったのだ。

「妾わらわはクイナ帝国第三皇女──リンファ・シン・クイナじゃ！」

　少女はズンズン進み出ると、偉そうに胸を張った。

（……あの娘こが〈四神〉の指揮官か）

　儀礼装束を着ていることから察するに、前戦で戦う精霊使いではないだろう。フィアナと同じ儀式演武の使い手か──

（にしても……）

　カミトはリンファ皇女の小さな身体からだをじーっと見つめて──

（……ミラ・バセットよりも年上、なんだよな？）

　真っ先に、そんな感想を抱いた。

　今大会の最年少出場者がミラ・バセットであることは間違いない。

　……だが、どう見ても、この娘このほうが幼くみえてしまう。

「なあ、ちょっと聞きたいんだが──」

「なんじゃ、淫いん獣じゆう王め！」

「おまえ、いま何歳だ？」

「む……」

　すると、リンファは顔に警戒の色を浮かべ──

「お、おぬしまさか、妾を口く説どこうとしておるのか!?」

「いや、悪いが、子供を口説く趣味はないぞ」

　肩をすくめながら、パタパタと手を振るカミト。

「わ、妾は子供ではないっ、十六歳じゃ！」

「え？　嘘うそだろ、俺おれたちと同い年なのかよ……！」

「本当じゃ！　こ、ここ、こ、この無礼者め！」

　リンファは涙目になって怒鳴ると、カミトに向かってビシッと指を突きつけた。

「おのれカゼハヤ・カミト、ぜ、絶対に許さぬっ！　我が忠実なる〈四神〉よ、悪逆なる淫獣王を、いまここで八つ裂きにするのじゃ！」

　リンファの命令に応じ、〈四神〉の少女たちはそれぞれ〈精霊魔装エレメンタルヴアツフエ〉を召喚する。

「なんか、怒らせちまったみたいだな……」

「もうっ、なに逆さか撫なでしてるのよ！　ほら、来るわよ！」

　カミトは〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を両手に構え、地を蹴けった。

　──そして、剣舞が始まった。






第五章　四神スーシン






　リンファの号令一下、〈四神スーシン〉が散開した。

　正面から突撃してくるのは、エースのシャオ・フーだ。両腕に虎を模した籠こ手てのような精霊魔装エレメンタルヴアツフエを装着している。格闘タイプの精霊使いだろうか。

「クレア、前衛は俺おれが迎え撃つ」

「わかった。あたしとエリスが後衛で壁になるわ」

　クレアの返事を聞きながら、カミトは地面を蹴けった。

　手にしたテルミヌス・エストの刃があわい輝きを放つ。目も眩くらむような白銀の閃せん光こうではない。カミトはエストに込める出力を抑え、継戦時間を長くしているのだ。

　精霊魔装としての威力は落ちてしまうものの、このほうがエストにかかる負担は少なくなる上、魔剣の呪のろいもある程度は抑えられる。

「ははっ、一対一か、嬉うれしいね！」

　シャオは獰どう猛もうな笑みを浮かべると、籠手に覆われた拳こぶしを腰だめに構える。

「〈四神〉最強の精霊使い──〈白びやつ虎こ〉のシャオ・フー、参る！」

　カミトの剣とシャオの拳が交錯した。

　精霊魔装同士の奏でる不協和音。剣けん戟げきの衝撃が大気を震わせる。

「……っ、エストを受けとめただと!?」

「あたしを舐なめるなよ。この精霊魔装〈神虎牙シン・フーガ〉は攻防一体の拳」

　シャオがふっと身を沈め、神速の打撃を放つ。

（速い……！）

　カミトは素早く反応してガードする──が、刹せつ那な、籠手の彫刻が生きた虎のように咆ほう哮こうし、カミトの腕に噛かみついた。

　すさまじい激痛。悲鳴を噛み殺し、カミトは牙きばを振り払おうとする。

　だが、一度喰くらいついた虎の牙は肉を裂き、骨にまで到達しているようだ。

　その隙すきに、ラオ、ハクア、リオンの三人が突破していく。

（まずいな……）

　せめて二人は抑えるつもりだったが、三人通してしまった。

　舌打ちしながら、〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉をもう片方の手に持ちかえる。

　もともと両手利きだ。剣を振るうのに何の支障もない。

　そのまま、噛みついた籠手を逆手で大おお雑ざつ把ぱに薙なぎ払った。

〈神虎牙シン・フーガ〉の牙が離れる。シャオは華麗なフットワークで跳び下がると、ふたたび拳を構え、素早く拳打を繰り出してくる。

　即座に剣を盾にして防御。だが、衝撃そのものは受け止められない。カミトの身体からだは軽々と吹き飛ぶ。

「まだまだっ！」

　シャオの小柄な身体がかき消えた。つぎの瞬間、一気に距離を詰め、神速の拳打を放ってくる。鋭い〈神虎牙シン・フーガ〉の牙きばをカミトは剣で弾はじき、激しい火花が散った。

　カミトに反撃の隙すきを与えず、シャオは変幻自在の動きで翻ほん弄ろうしてくる。

（……こいつ、暗殺拳の使い手か！）

　強力な精霊魔装エレメンタルヴアツフエと練達の体術が合わさって、怒ど濤とうのような連撃が繰り出される。しかも、すべての攻撃が重い。一発でも急所に喰くらえば、致命傷はまぬがれない。

　続く拳打を回避した、瞬間。

「かはっ……！」

　カミトの全身を鋭い激痛が襲った。

（なん……だ……!?）

　さきほどのシャオの連撃は、すべて紙一重で回避していたはずだ。

　致命傷となるような一撃は受けていないはず──

「暗殺拳──〈虎こ咆ほう殺さつ〉。不可視の衝撃波が臓器を破壊するのさ」

　シャオ・フーの青い瞳ひとみが鋭い光を放つ。獲物を狩る獣の目だ。

「なるほどな……」

　カミトは口もとの血を拭ぬぐうと、薄く笑った。

「……どうやら、本気を出さないとだめみたいだな」

「強がりはやめとけよ。そんな腕じゃ、まともに剣も振るえない──」

　刹せつ那な、駆け抜けた一いつ閃せんの剣風が、彼女の言葉をさえぎった。

　カミトが片腕で〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を振り抜いたのだ。

「──片腕で十分だ」





　　　　◇






　クレアとエリスは三人の精霊使いの前に立ちはだかった。

〈青せい龍りゆう〉のラオは青竜刀。〈玄げん武ぶ〉のハクアは盾。〈朱雀すざく〉のリオンは棍こん──と、それぞれ神獣精霊の精霊魔装を構えている。

「悪いけど、これ以上先には行かせないわ！」

　クレアが炎の鞭フレイムタンを振るいながら叫ぶ。

　フィアナの儀式神楽はまだ完成していないのだ。カミトがこちらの援護に来られるようになるまで、ここでくい止めるしかない。

〈青せい龍りゆう〉のラオが動いた。青竜刀を水平に構えて突撃してくる。エリスが〈風翼の槍レイ・ホーク〉を手に駆け出すと、振り下ろされる青竜刀を槍の柄で受けとめた。

　槍の穂先が風を纏まとい、轟ごう々ごうと渦巻く。

「──凶まがツ風よ、狂え！」

　素早く跳び下がるラオめがけ、エリスは風の刃を放つ。

　大地を斬きり裂く無数の乱刃。だが、風の刃が到達する寸前。

　盾を構えた〈玄げん武ぶ〉のハクアが割りこんだ。弾はじかれて消滅する風の刃。防御に特化した地属性の精霊なのだろう、生半可な攻撃は通じそうにない。

「凍いてつく氷牙よ、穿うがて──〈魔氷の矢弾フリージング・アロー〉！」

　後衛のリンスレットが無数の氷の矢弾を放つ。

　──が、今度はハクアと入れ替わって前に出たラオが、矢弾をすべて薙なぎ払った。

　さすがに名高い〈四神スーシン〉だ。チームワークの精度が違う。

「炎よ、我が敵を捕らえよ──〈焔獄の縛鎖フレイム・チエイン〉！」

　クレアの放った炎の鞭フレイムタンが青竜刀の刃に絡みつく。

　そのまま、武器を絡めとろうとするが、

「愚かな、変幻自在の水を捕らえることはできません！」

　水の刃は一瞬で消滅。ラオが青竜刀の柄を回転させると、刃が再び生み出された。

「今度はこっちの番だよ、お姉ちゃんっ！」

　炎の鞭を引き戻す隙すきを突き、盾を構えたハクアが飛びだしてくる。

　あれは身を守るための盾ではない──格闘用の近接武器だ。

「大地よ、汝なんじの咆ほう哮こうを響かせよ──〈地衝雷アース・ブラスト〉！」

　叫び、ハクアが精霊魔装エレメンタルヴアツフエの盾を地面に叩たたきつける。

　地属性の精霊魔術が発動。大地が隆起し、大量の土砂が舞い上がる。ダメージではなく目め眩くらましが目的の攻撃。

「喰くらえ、灼しやく熱ねつの──」

「遅いよ」

　先手を打って火炎球フアイアーボールを放とうとした瞬間、クレアの眼がん前ぜんにハクアがあらわれる。

　一瞬で懐に潜りこまれ、放たれた拳打が鳩尾みぞおちをえぐった。

「く、ぁっ……！」

　重い打撃にクレアの意識が飛びかける。彼女もシャオと同じ暗殺拳の使い手なのだ。

　吹っ飛んだクレアに追撃をかけようとするハクア。──だが、その動きを縫い止めるように、リンスレットの氷の矢弾が飛来する。

　盾ごと凍らせる魔氷は厄介なのか、ハクアは防御せずに回避。その隙にクレアは体勢を立て直し、炎の鞭で相手の動きを牽けん制せいする。

「甘いですわよ、火猫のお嬢さん」

「……っ!?」

〈朱雀すざく〉のリオンが真しん紅くの棍こんを手に、乱舞する鞭むちの間合いに飛びこんできた。

　精霊魔装エレメンタルヴアツフエの棍を片手で振り回し、燃えさかる炎の鞭フレイムタンを絡めとる。

「スカーレットの炎を吸収した……!?」

「ふふっ、わたくしの神獣精霊〈朱雀〉は、炎精霊の眷けん属ぞくなのですわ！」

　真紅の棍はリオンの手を離れると、その姿を炎の魔鳥へと変えた。

　スカーレットの炎を吸収し、巨大化した魔鳥が空へと羽ばたく。

「くっ、さすがは名高い神獣精霊ね……」

「連携の熟練度は、あちらのほうがはるかに上だな」

　クレアとエリス、自然と背中合わせになった二人を、〈四神スーシン〉の三人が取り囲む。

　状況は圧倒的に不利だ。クレアたちは敵のチームワークに押され、攻撃役のカミトはシャオ・フーに足止めされている。リンファは前戦で戦うタイプではなさそうだが、儀式魔術の使い手は強大な精霊と契約していることが多く、放置しておくと厄介だ。

（フィアナ、頼むわよ……）

　クレアは後衛で演舞を舞うフィアナに、そっと視線を走らせた。





　　　　◇






「──大地にあまねく精霊よ、我が呼び声に応こたえたまえ」

　剣けん戟げきの鳴り響く戦場の後方で、フィアナは儀式神楽を舞っていた。

　さすがに元〈精霊姫〉候補の姫ひめ巫み女こ。一切のよどみのない、華麗な演舞だ。

　その唇から紡がれるのは、大地の精霊に奉納する精霊語の詠唱。

「──我は汝なんじの加護を願う者、我は汝の力を讃たたえる者」

　艶あでやかに舞うその姿は、まさに戦場の舞姫。

　だが、優雅なその姿に反して、彼女の心は乱れていた。

（早く……早く儀式を完成させないと……）

　遠く離れた場所で、カミトとシャオ・フーが激しい剣戟を交わしている。

（……だめよ、いまは演舞に意識を集中しないと！）

　心の中の悲鳴を押し殺し、フィアナは演舞を奉納する。

　カミトだけではない。チームメイトたちが必死に戦っているのだ。

　耳じ朶だに響く剣戟の音に、身を焦がすような焦燥を感じる。

（私にできるのは、演舞を舞うことだけだから……！）

　そのとき、フィアナの身体からだがふっと軽くなった。

　彼女の奉納した儀式演舞に、大地の精霊が応こたえてくれたのだ。

（……やったわ！）

　優雅に降ろした足もとに、光り輝く魔術方陣が描かれる。

　それは、舞い手と絆きずなで結ばれた仲間に、大地の祝福をあたえる儀式演舞。

「儀式神楽第四式──〈栄光の賛歌オラトリオ〉！」





　　　　◇






　──ギィンッ！

　カミトの〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉とシャオ・フーの〈神虎牙シン・フーガ〉が、激しい火花を散らした。

　カミトが剣を振るうたび、負傷した右腕から血が滴り落ちる。

　このまま戦いが長引けば、失血でいずれ意識を失うだろう。

「おまえ、化け物かっ!?　その傷でどうしてそんなに動ける！」

　しかし、焦あせっているのはシャオのほうだ。神速の拳打が何度も弾はじかれる。彼女の変幻自在の動きを、カミトはすでに見切っていた。

（──暗殺拳の使い手は〈教導院〉に何人もいたからな。たとえ流派は違っても、基本的な身体からだの捌さばき方は似てるもんだ）

「なら、これはどうだっ──〈王牙咆哮〉！」

　シャオの〈神虎牙シン・フーガ〉が風の衝撃波を放った。

　鋭い衝撃にカミトの身体が吹っ飛ばされる。

「飛び道具まであるのかよ！」

「奥の手ってやつさ！」

　シャオは獰どう猛もうに笑い、身軽な獣のように飛びかかってくる。

　カミトは地面に倒れたまま、その一撃をかろうじて受けとめるが、

（……まずいな、このままだと力負けする）

　シャオの〈神虎牙シン・フーガ〉は、契約者の力を増すタイプの精霊魔装エレメンタルヴアツフエ。対して、カミトの〈テルミヌス・エスト〉は最強クラスの聖剣だが、契約者の力そのものを底上げしてくれるわけではない。片腕一本で受け続けるには限度があった。

「寝技は苦手か、カゼハヤ・カミト！」

〈神虎牙シン・フーガ〉の口こう腔こうから、今度は超至近距離で風の衝撃が放たれる──

　が、その刹せつ那な。

「……なっ!?」

　突然、周囲の地面に光り輝く魔術方陣が描かれる。

　シャオがみせた一瞬の隙すきに籠こ手てを蹴けり上げ、カミトはマウントポジションから離脱した。

　足もとには、青白く輝く無数の魔術方陣。

　地脈から膨大な神威カムイが流れ込み、身体からだ中じゆうを駆けめぐるのを感じる。

　フィアナの儀式演舞──〈栄光の賛歌オラトリオ〉が完成したのだ。

「──形勢逆転だな、シャオ」

　カミトの手にした〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉が、ひときわ眩まばゆく輝いた。

　フィアナの魔術が完成すれば、こちらのものだ。地脈から膨大な神威を補給して、最強の精霊魔装エレメンタルヴアツフエの力を存分に振るうことができる。

「さすがは名高い元〈精霊姫〉候補の姫ひめ巫み女こ、これほどの力を引き出せるとはね」

　シャオが拳こぶしを構えながら、称賛の声をあげた。

　だが、その表情にはどこか余裕のようなものが覗うかがえる。

「──けど、リンファ様に比べれば、まだまださ」

「……っ!?」

　刹せつ那な。地面に拡ひろがっていた魔術方陣の紋様が、凄すさまじい速度で書き換えられていく。

　まるで、白い紙に黒いインクを垂らしたかのように──

「……なんだこれは!?」

「儀式魔術による儀式魔術の書き換えリライト。リンファ様は、おまえたちの姫巫女が儀式演舞を完成させるのを待っていたのさ！」

　シャオが放った籠こ手ての一撃を、カミトは〈魔王殺しの聖剣〉で受けとめた。

　──重い。先ほどまでに比べて明らかにパワーが増している。一方、カミトの身体に溢あふれていた神威は失われ、聖剣の輝きはたちまち衰えた。

　フィアナの完成させた儀式魔術は、その効果を喪失しただけでなく、〈四神スーシン〉の精霊を強化するものに書き換えられたのだ。

「……なんだよそれ、そんな無む茶ちや苦く茶ちやことが可能なのか!?」

　シャオの身体を必死に押し返しながら、叫ぶ。儀式魔術については素人しろうとのカミトだが、それがとんでもないことだということは理解できる。

　カミトはシャオの肩越しに視線を向けた。

　はるか遠く、輝く虹にじ色いろの衣に身を包み、演舞を舞うクイナ帝国皇女の姿があった。

「神獣精霊〈麒き麟りん〉の精霊魔装──〈神仙羽衣セラフイム・フエザー〉」

　シャオがふふんと自慢げに笑った。

「あの羽衣は、リンファ様の力を飛躍的に増大させるのさ」

「……っ！」

　カミトは舌打ちしながら、今度は背後に視線を走らせる。

（まずいな、クレアたちが押されてる──）

「──戦いの最中に、よそ見をするなっ！」

　シャオの〈神虎牙シン・フーガ〉が咆ほう哮こう。圧倒的なパワーで力任せに押してくる。

　カミトは瞬時に力を抜き、彼女の一撃を受け流した。

「なに!?」

　予想外の行動に虚を突かれ、バランスを崩すシャオ。

「──悪いな、いったん仕切り直しだ」

　カミトは制服のポケットに手を差し入れ、小さな石を取りだした。

　雷精霊を封じた精霊鉱石だ。指先にわずかな神威カムイを込めた、瞬間──

　まばゆい閃せん光こうが爆はぜた。
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「……そん、な……どうして……？」

　目の前で起きている信じられない光景に、フィアナは愕がく然ぜんと膝ひざをついた。

　瞬く間に書き換えられていく、〈栄光の賛歌オラトリオ〉の魔術方陣。

「フィアナさん、いったいなにが起こっていますの!?」

　護衛役のリンスレットが、魔氷の矢弾フリージング・アローを放ちながら叫ぶ。

　牽けん制せいに放った矢弾の雨は、しかし、炎の魔鳥〈朱雀すざく〉にたやすくかき消された。

　書き換えられた儀式演舞の祝福によって、〈四神スーシン〉の使役する神獣精霊は、その力を大きく増幅させているのだ。

「くっ……！」

　前方で戦っていたエリスが吹き飛ばされ、地面を転がってきた。

　胸の甲かつ冑ちゆうは砕け、斬きり裂かれた制服には赤く血が滲にじんでいる。

「騎士団長!?」

「……っ、すまない、不覚をとった……」

　エリスはよろめきながら立ちあがった。

　手にした〈風翼の槍レイ・ホーク〉の穂先は欠け、風の力も弱まっている。

「〈四神〉の契約精霊が、突然強くなったわ！」

〈朱雀〉の放つ火球を撃ち落としながら、クレアも後衛まで下がってきた。

　背中にリオンを乗せた炎の魔鳥が、大きく鎌かま首くびをもたげ、

「ふふっ、リンファ様に鼓舞された我ら〈四神〉に、敵はありませんわ！」

　荒れ狂う灼しやく熱ねつの吐息ブレスを放つ。

「舞え、破滅呼ぶ紅ぐ蓮れんの炎よ──〈炎王の息吹ヘルブレイズ〉！」

〈朱雀〉の吐息とクレアの放った精霊魔術の炎が、空中で激突した。

「……っ、だめ、押されてるわ！」

「凍いてつく氷牙よ、穿うがて──〈魔氷の矢弾フリージング・アロー〉！」

「凶まがツ風よ、狂え！」

　リンスレットとエリスも同時に攻撃を放つが、儀式演舞によって強大化した〈朱雀すざく〉は、それらをたやすく呑のみこんだ。

「もう支えきれない……フィアナ、防護の魔術をお願い！」

　振り向いたクレアがハッと目を見開く。

　フィアナは地面に膝ひざをついたまま、肩を震わせていた。

「ごめん……なさい……」

「……フィアナ？」

「わたし……私のせいで……」

　──役立たずの王族。無価値な〈喪失の精霊姫ロスト・クイーン〉。

　精霊契約の力を失っていた四年間、囁ささやかれ続けてきた心無い言葉が脳裏に反響する。

（四年前のあのときも、私は、大切な人を止めることができなかった……）

　そしていま、自分の力が足りないばかりに、チームは敗北しようとしている──

　魔鳥の姿をした紅ぐ蓮れんの炎が眼がん前ぜんに迫る。もう防御の魔術も間に合わない。

（私は、また……！）

　目を閉じようとした、その寸前。

　魔鳥の炎が弾はじかれ、大爆発が起こった。

「きゃああっ！」

　凄すさまじい爆風が吹き荒れ、身体からだが地面に投げ出される。

「……な、なに？」

　フィアナは呻うめきながら、目を開いた。

　そこに──

「まだあきらめるのは早いぜ、お姫様」

「カミト君……！」

〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を構えたカミトが立っていた。
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「みんな、大丈夫か？」

　前方の〈四神スーシン〉たちを睨にらみ据えたまま声をかけるカミトに、

「大丈夫……とは言い難いわね。結構ピンチよ」

　クレアが肩をすくめながら答える。

「やるしか、ないか……」

　カミトは苦笑しながら、〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉に力を込めた。

　右腕は痺しびれて使い物にならない。それどころか、数分も動き回れば、傷口からの失血で意識を失いそうだ。シャオの暗殺拳のダメージも蓄積している。

〈白びやつ虎こ〉のシャオ・フーが、不機嫌そうに腕を鳴らしながら歩いてきた。

「ひどいじゃねーか、カゼハヤ・カミト。せっかく楽しい時間だったのに」

　と、姑こ息そくな目め眩くらましを使ったことを非難してくる。

「貴族のお嬢様と違って、俺おれは育ちが悪いもんでな」

〈四神スーシン〉は慎重にこちらとの間合いをはかっているようだ。手負いの獲物を前にして油断しないところは、さすがに強豪チームたる由縁か。

（さて、どうするかな……）

　カミトは四人の精霊使いを冷静に観察した。ラオ、ハクア、リオンの三人は、エースのシャオ・フーに比べれば、その実力は格下だ。一対一の剣けん舞ぶなら、おそらくクレアたちのほうが強い。

（──だが、こいつらの真価はチーム戦術にある）

〈四神〉の四位一体攻撃は、カミトといえどあなどれない。

（さすがに、一人で戦うには厳しい相手か……）

　カミトはチラッと背後に目をやった。

　その意図を察したように、クレアが口を開く。

「あたしとリンスレットはまだ戦えるわ」

「援護はまかせてくださいな」

　リンスレットもうなずき、氷の魔弓をつがえる。

　だが、いまのカミトは一人ではない。信頼できるチームメイトがいる。

　守るべき仲間の存在が、カミトの剣に儀式演舞以上の力を与えてくれる。

「フィアナはエリスの手当を頼む」

「わかったわ」

　力強くうなずくフィアナ。

「……すまない、カミト」

「エリス、仇かたきはとってやるからな」

　悔しそうに唇を噛かむエリスにそう声をかけ、カミトは鋭く地を蹴けった。

　最初に動いたのは〈玄げん武ぶ〉のハクアだった。身を低く伏せたまま素早く接近してくる。

　その動作から、カミトは彼女がシャオと同じ暗殺拳の使い手だとすぐに見抜いた。

　ほかの三人も時間差で駆けてくる。アタッカーを交代しながら波状攻撃をしかけ、消耗させるつもりなのだろうが──同時に襲ってこないのはカミトにとって好都合だ。

　シャオとの戦いで、感覚は十分に研ぎ澄まされていた。

　自身の中で、何かが覚かく醒せいする感覚を覚えながら、カミトは剣けん舞ぶに身を投じた。

「大地よ、汝なんじの咆ほう哮こうを響かせよ──〈地衝雷アース・ブラスト〉！」

　ハクアが地面に盾を打ち付ける。大地が隆起し、無数の石の弾丸が放たれる。それほど攻撃力の高い魔術ではないが、弾丸をすべて剣で受けきるのは不可能に近い。

「カミト、避よけなさい！」

　クレアが炎の鞭フレイムタンを放つ。縦横無尽に舞う紅ぐ蓮れんの炎が、石の弾丸をまとめて弾はじいた。

　地中から吹き荒れる土砂の嵐の中を、カミトは一気に駆け抜ける。

　眼がん前ぜんに青竜刀を構えた少女が飛びだしてくる。〈青せい龍りゆう〉のラオだ。儀式演舞の効果か、青竜刀の刃は倍以上に巨大化していた。

　巨大な青竜刀が横よこ薙なぎに振るわれる。カミトは身を伏せて回避。すぐ頭上を数本の氷の矢弾が過ぎていく。リンスレットの援護だ。

「愚かですね、水の刃を凍らせたところでっ──」

「ただの氷ではありませんわっ──冬を待たずに咲き誇れ、砕氷の華アイス・ブレイク！」

　瞬間、砕け散る氷の散弾に、ラオの身体からだが吹き飛ばされる。

　その隙すきに、カミトは一気に踏み込んで間合いを詰めた。

「させないよ！」

　眼前にハクアが割りこみ、精霊魔装エレメンタルヴアツフエの盾で剣を受ける。だが──

「エスト、悪い──ちょっと荒っぽい技を使うぞ！」

　カミトは叫ぶと、〈テルミヌス・エスト〉の刀身に渾こん身しんの神威カムイを込めた。

　そのまま素早く身をひるがえし、輝く刃の尖せん端たんを盾に突き込む。

　激しい火花が散った。最強の剣精霊とはいえ、さすがに防御特化型の精霊を一撃で貫くことはできない。

　しかし、攻撃はそこで終わらない。カミトは一瞬、剣から手を離すと──

「絶剣技──六ノ型、砕さい破はの牙きば！」

　突き立った剣の柄に強烈な拳こぶしを叩たたきこんだ。

　刃を通じて衝撃を貫通させる──邪剣に属する武器破壊の技だ。

〈玄げん武ぶ〉の盾が光の粒子となって砕け散った。ハクアの瞳ひとみが大きく見開かれる。

　盾を砕いた剣の刃は、そのまま吸いこまれるようにハクアの胸を貫いた。

　肉体へのダメージは即座に精神ダメージに変換され、膨大な神威を込めたその一撃は、彼女の意識を一瞬で奪い去る。

「よくもハクアを！」

　ラオが激しく斬きりかかってきた。反対側からは真しん紅くの棍こんを振りかぶったリオンが、正面からは〈神虎牙シン・フーガ〉を腰だめに構えたシャオが突進してくる。

　三方向からの同時攻撃に──

「絶剣技──三ノ型、影月円舞！」

　カミトは片足を軸にして、旋風のような回転斬ぎりを放つ。

　激しく散る火花。瞬しゆん転てん、斬撃を放ってさらに瞬転──暴風のように荒れ狂うカミトの剣けん戟げきは、ラオの青竜刀とリオンの棍こんを同時に打ち砕く。

「……っ、お、おまえ、さっきは本気じゃなかったのか!?」

　交差した〈神虎牙シン・フーガ〉の牙きばがカミトの剣を受けとめる。

　シャオは額ひたいに冷たい汗を浮かべていた。

「手加減してたわけじゃない。ただ、おまえの剣けん舞ぶが俺おれを覚かく醒せいさせちまったんだ」

　身体からだが自然に動く。肉体はかつての〈最強の剣舞姫レン・アツシユベル〉の剣技を完全に覚えていた。

「そんな、たった一人で、あたしたち〈四神スーシン〉を圧倒するなんて……」

「あたしを忘れないでっ、〈焔獄の縛鎖フレイム・チエイン〉！」

「わたくしもいますわっ──〈魔氷の矢弾フリージング・アロー〉！」

　襲いかかる炎の鞭フレイムタンと氷の矢弾。レイヴン教室コンビの連携攻撃に、さしもの〈四神〉のエースも動きを止められる。

　カミトは地を蹴けって加速、体勢を崩したシャオを追撃──

　刹せつ那な、背筋に怖おぞ気けが走った。

　背後にあらわれた気配──〈朱雀すざく〉のリオンだ。

「うふふっ、あなたの影をいただきますわ」

「……っ!?」

　カミトは瞬転して斬撃を放つが、リオンは素早く間合いの外に逃れていた。

　なにか攻撃を仕掛けようとしたわけではないようだ。

（……なんだ？）

　頭に疑問符が浮かぶが、いまは放置しておくしかない。

　斬撃を放った勢いのまま、再度シャオに向きなおった、瞬間。

「ちぃっ──王牙咆哮！」

　シャオは風の衝撃波をカミトの足もとめがけて放った。

　凄すさまじい衝撃音。おびただしい量の砂さ塵じんが舞いあがり、カミトの視界を覆い尽くす。

　狙ねらいに気づいて剣を振るい、巻き起こる剣風で砂塵を一気に薙なぎ払うが──

　土煙が晴れたとき、〈四神〉はリンファのいる場所まで下がっていた。

　肩で息をしているシャオ。意識を失ったハクアはラオが抱きかかえていた。

「リンファ様、悔しいですが、ここは撤退すべきかと」

　ラオが冷静に進言した。

「クイナ帝国の〈四神〉が、二流チーム相手に撤退せよと申すのか？」

「どうやら、認識を誤っていたようです。〈チーム・スカーレット〉は二流チームなどではない。それに、あのカゼハヤ・カミトは──」

「ただの淫いん獣じゆうじゃない、正しよう真しん正しよう銘めいの化け物だ。正直、あたしは勝てる気がしないね」

「ぐぬぬ……」

　リンファは悔しそうに儀礼装束の袖そでを噛かみ、

「お、覚えておれ、カゼハヤ・カミト！　つぎに会うときが貴様の最期じゃ！」

　そんな悪役みたいな台詞せりふを吐いて逃げ去っていった。

「ま、待ちなさい！」

「逃がしませんわよ！」

「ま、まて……」

〈四神スーシン〉を追いかけようとするクレアたちを、カミトがあわてて引きとめる。

「……？　ちょっと、ここで追いかけないでどうするのよ？」

「いや、それはそうなんだが……俺おれの身体からだ、さすがに限界みたいだ……」

　ひきつった声でうめき、カミトは地面に膝ひざをついた。

　やはり、あの頃ころの剣技を無理に使うのは、肉体にかかる負担が凄すさまじいようだ。

「カミト!?」

　クレアがあわてて駆け寄ってくる。

　地面に突き立てた聖剣が虚こ空くうに消え、もとの少女の姿に戻った。

「カミトはいつも無む茶ちやをしすぎです」

　カミトの背中を支えながら、無表情につぶやくエスト。

　エリスの応急手当を終えたフィアナも、息をきらして走ってきた。

　胸もとから精霊鉱石を取り出して、カミトの身体に押しあてる。最低限の処置だが、気休め程度の効果はあったのか、わずかに痛みが消えた。

「ごめんなさい。私の儀式演舞が拙つたなかったせいで……」

「気にするな、フィアナのせいじゃ……ない……」

「そうよ、姫ひめ巫み女この力を増幅させる〈精霊魔装エレメンタルヴアツフエ〉なんて、あんなのずるいわ！」

　普段は喧けん嘩かのたえないクレアも、彼女に慰めの言葉をかける。

　だが、フィアナの表情は晴れない。今回の決戦では、彼女の力があてにされていただけに、責任を感じているのかもしれない。

「そ、それはそうと、さっきの剣技って……ちょっと、カミト!?」

　突然、ふっと視界が暗くなる。

　心配するクレアたちの声を聞きながら、カミトは意識を失った。
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「お、おのれ、おのれおのれおのれ～！」

　クイナ帝国皇女、リンファ・シン・クイナは、悔しそうに地団駄を踏んだ。

　格下チームにまさかの敗戦を喫した〈四神スーシン〉は、森の中を落ち延びていた。

〈魔石〉を奪われたわけではないので結果的には引き分けだが、実質は敗戦に等しい。フィールドでの剣けん舞ぶはほぼすべて、〈神しん儀ぎ院いん〉の放った精霊の視覚を通じて、来らい賓ひんの王侯貴族に観戦されているのだ。クイナ帝国の威信は大きく下がってしまったに違いない。

「……まったく、誰だれだよ、連中が二流チームなんて報告してきた奴やつは」

「アレイシア精霊学院のランキングでは、〈チーム・ワイヴァーン〉、〈チーム・ケルンノス〉以下の格付けだったのは事実です」

　歩きながらぼやくシャオに、ハクアを背負ったラオが答える。

「……ま、結局のところ、本当の実力なんてのは実戦じゃねーとわからねーってことなんだろうな。連中が〈竜皇騎士団〉を破ったって噂うわさも、あながち嘘うそじゃなさそうだ」

「……～っ、お、おまえたちっ、なぜそんなに平然としておるのじゃ！」

「だってなー、負けちまったもんはしょーがねーじゃん？」

「私たちは全力で戦いました。たとえ敗北しても、悔いはありません」

　涙目で叫ぶリンファに、それぞれ答えるシャオとラオ。

「……あら、わたくしはリンファ様に同感ですわ」

　ふいに、無言で歩いていた〈朱雀すざく〉のリオンが足をとめた。

「リオン？」

「強豪と名高い〈四神〉が、たった一人を相手に、あんなに無様で滑こつ稽けいな負け方をするなんて。わたくしなら恥辱で祖国に帰れませんわねえ」

「……なんだと？」

　シャオが剣けん呑のんな目つきで彼女を睨にらみ、ラオは訝いぶかしむように眉まゆをひそめた。

　いつもの彼女は、こんな挑発的なことを言う娘ではない。

「リオンよ、口を慎め。仲間の侮辱は許さぬぞ。……なにを笑っておる？」

「うふ、うふふ、ふ……」

　と、リオンの唇が邪悪に歪ゆがんだ。

「ごめんなさいね、皇女様。だって、みなさんが本当にお馬鹿さんなんですもの」

　口調だけでなく、その声こわ音ねまでもが変わっている。

「リオン!?」

「リンファ様っ、離れてください！」

　二人が皇女を庇かばうように前に飛びだした。

　刹せつ那な、リオンの輪郭が蜃しん気き楼ろうのように歪み──

　あらわれたのは、踊り子のような扇情的な衣装を身に纏まとった、妖艶な美少女だった。

「おまえは──」

「〈煉獄の使徒チーム・インフエルノ〉の魔女、シェーラ・カーン!?」

　シャオが即座に精霊魔装エレメンタルヴアツフエを展開して対たい峙じする。

「き、貴様っ、リオンをどうしたのじゃ！」

「あの不作法なネズミなら始末しておいたわ。まあ、殺しては失格になるから、命までは奪っていないけれど♪」

「てめえ、昨日の御前会議のときから、ずっと騙だましてたのか……！」

　シャオの構えた〈神虎牙シン・フーガ〉が轟ごう々ごうと烈風を孕はらむ。

「うふふ、さて……」

　シェーラはくすくす嗤わらいながら、パチリと指を打ち鳴らす。

「──〈四神スーシン〉のみなさんの〈魔石〉もいただけるかしら？」

「……っ!?」

　瞬間、森の中から、無数の異形の群れが怒ど濤とうのように出現した。

　数百体にもおよぶ魔精霊の軍勢が、貪どん欲よくな獣のようにギチギチと牙きばを噛かみ鳴らす。

「罠わなに嵌はめられた──ってわけか」

　おびえる皇女を背後にかばいながら、シャオは絶望の声を洩もらした。
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　──そして、凄せい惨さんな宴うたげはわずか数分で幕を閉じた。

「残念だわ、さすがは〈四神〉のエース、そこまで甘くはなかったようね」

　シェーラ・カーンの手には、新たに手に入れた二つの〈魔石〉が握られている。

　ラオとハクアのものだ。ラオはシャオと皇女を逃がす時間を稼ぐための捨て石となって、この〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の舞台から姿を消した。

「まあ、くだらないお芝居も、余興としてはなかなかに楽しめましたわ」

　シェーラは胸もとに〈魔石〉を滑らせて、ぺろっと唇を舐なめた。

　そう、魔女にとって〈四神〉という獲物は前座の余興でしかない。

　本命の計画は、〈煉獄の使徒〉の総帥──真しん紅くの仮面の精霊使いを出し抜くことだ。

　そのために、彼女の欲しがっているあの娘を奪う。

「魔王の後継者は、我らが教主様のもの──彼の影もいただいたことだし」

　シェーラはパチリと指を鳴らした。

　すると、彼女の影の中から、黒い人影が這はい出てくる。

　無む貌ぼうの木で偶く人形──魔精霊〈嘲笑う混沌バルダンデルス〉。

　かつて、魔王スライマンが使役したとされる精霊の一柱。アルファス教国の〈蛇へび〉どもが、この精霊剣舞祭ブレイドダンスのために用意した、シェーラ・カーン専用の封印精霊だ。

〈バルダンデルス〉の属性は〈変化〉。一度でも影を捕らえることができれば、その精霊使いの外見だけでなく、契約精霊の力を完かん璧ぺきに模倣することができる。

　神獣精霊〈朱雀すざく〉の力を使うことができたのも、この〈バルダンデルス〉の能力だ。

「うふふ、待っていなさい、〈闇やみの精霊姫〉」

　森の奥へ向かって歩きだしたシェーラのあとを、無む貌ぼうの影がついていく──。






第六章　王女誘拐






　ふよんっ。ふよんっ。

「うう、ん……？」

　ふよふよと心地のいい感触に、カミトは目を覚ました。

　ぼんやりと開ける視界。……どうやら、テントの中のようだ。

（そうか、俺おれ、〈四神スーシン〉との剣けん舞ぶのあとで意識を失ったんだよな……）

　クレアたちが運んでくれたのだろう。微睡まどろみの中で感謝する。

　慣れない剣技を使ったせいか、全身の筋肉がこわばって指もうまく動かせない。

　ふよんっ。ふよんっ。

　寝かされているのは、上等なソファだろうか。……とても気持ちいい。

（まるで、頭が優しく包まれるみたいだ……）

　目を閉じて、ふとカミトは疑問に思った。

（まてよ、俺のテントにソファなんてあったか？）

　そもそも、〈精霊剣舞祭〉のフィールドに、そんなものを持ち込めるはずがない。

（ってことは、この感触はいったい……）

　怪け訝げんに思って身じろぎすると、

「……ぁんっ！」

　耳もとで上がった甘い悲鳴に、カミトの頭は完全に覚かく醒せいした。

「フィ、フィアナ!?　おわっ……」

　驚いた拍子にベッドから落下、肘ひじを思いっきり強打する。

「いてて……」

「だ、大丈夫、カミト君!?」

　見開かれた薄うす闇やみ色いろの瞳ひとみが、心配そうに覗のぞきこんでくる。

「……っ!?」

　胸もとが大胆に開いた〈神しん儀ぎ院いん〉の制服。

　たわわに揺れる胸の谷間に、思わず目が釘くぎ付づけになる。

「お、おまえ、な、な、なにやって……」

「なにって、ただの胸むね枕まくらよ？　カミト君を看病していたの」

「なんだよ胸枕って、ふつう膝ひざ枕まくらじゃないのか!?」

「胸のほうがやわらかいわ。それに、カミト君も気持ちよかったでしょ？」

「ぐ……」

　咄とつ嗟さに反論できないカミト。たしかに、さっきのはめちゃくちゃ気持ちよかった。あのふわふわ感はきっとふとももでは味わえない感覚だ。

「あら、熱があるの？　顔が赤いわよ♪」

「フィアナのせいだろ……」

　悪戯いたずら好きのお姫様に、カミトはぶっきらぼうに答える。

　フィアナはにこっと微笑ほほえみ、立ちあがった。

「とりあえず、右腕の傷口には治癒の魔術をかけておいたわ。でも、筋肉のほうはまだ時間がかかりそうね」

「そうか……」

　両手の指を握ったり開いたりしてみると、鋭い痛みが走った。〈最強の剣舞姫レン・アツシユベル〉だった頃ころの剣技は、いまの自分にはまだ使いこなすことができないのだろう。

「フィアナ、いつもありがとな」

　カミトが礼を言うと、フィアナは顔をわずかに赤らめた。

「な、なに言ってるのよ。私こそ、いつもカミト君に守ってもらってばかりだわ。さっきだって、カミト君はチームのみんなを守ってくれた」

「それはお互いさまだろ。俺おれたちはチームなんだから」

「でも、私は……」

　フィアナは唇を噛かんでうつむいた。

　まだ、さっきの剣けん舞ぶでのことを気にしているようだ。彼女の切り札である儀式演舞が敗れたのがよほどショックだったのだろう。

「おまえ、まださっきのこと──」

「カミト君……」

　フィアナは呟つぶやくと──

　突然、ぴとっと身体からだをくっつけてきた。

「フィアナ？」

「ごめんね。ちょっとだけ、こうしていてもいい？」

「……あ、ああ」

　いつものからかってくるような調子ではない。ドキッとしながらも、無言でうなずく。

　フィアナは、そのまま、体重をあずけるようにしなだれかかってきた。

　女の子らしくやわらかい身体。細い髪先がカミトの肌をくすぐる。

「傷、こんなところにもあるわ」

「……っ!?」

　カミトの身体にゾクッとするような快感が走った。

　フィアナが舌先でカミトの鎖さ骨こつをぺろっと舐なめたのだ。

「こ、こんな傷、唾つばつけときゃ大丈夫だって！」

「なら、わたしがつけてあげるわ……んっ、ちゅっ……」

　傷口を舌でねぶるように舐めながら、精霊語の呪じゆ文もんを唱えるフィアナ。

　歯があたってくすぐったい。まるで甘あま噛がみされているようだ。

「……んっ、動いちゃ、だめ……ちゅっ……」

「ま、まま、まて！　こんなところ、誰だれかに見られたら──」

　カミトが叫んだ、その瞬間。

　……ドスン。ゴロゴロゴロゴロゴロ。

　カミトの目の前に、缶詰が転がってきた。

　……桃の缶詰だ。

　カミトはおそるおそる、顔を上げる。

　テントの入り口に、缶詰をかかえたクレアが立っていた。

「な、なな、なななな、なにをしているの、あんたたち？」

　ゴゴゴゴゴゴ……！

　ツーテールの髪が炎のように逆立ち、周囲の温度が一気に上昇する。

「ク、クレア、違うぞ、これは──」

「あら、カミト君の傷を癒いやしていたのよ。邪魔をしないで欲しいわね」

　フィアナは挑発するように言うと、

　むぎゅっ。いきなり、カミトの顔をやわらかい胸の谷間に押しつけた。

「おわっ……ふごっ……フィアナ、息が、息ができな……」

「な、なによそれ！　そ、そんなの、破は廉れん恥ちよ！」

「ええ、私だってこんなことをするのは恥ずかしいのよ。でも、しかたないの。カミト君の身体からだは、こうしないと魔術が効かないんだもの」

「そ、それは……」

　原因はよくわからないのだが、カミトの身体は聖属性の魔術を弾はじいてしまうため、普通でない方法──つまり、肉体を密着させた儀式魔術で治癒を施すしかないのだ。

　クレアもそれを知っているので、頭ごなしには非難できない。

　クレアはう～っと悔しそうにうなると、

「だ、だったら、あたしが治癒の魔術をかけるわっ！　カミトはあたしの奴隷だもの！」

　……そんなよくわからないことを言いだした。

「治癒って……おまえ、火の精霊魔術しか使えないだろ？」

　光を生み出すなどの基本的なものを除き、精霊魔術は原則、契約している精霊の属性と同じ系統のものしか扱えない。

　……火の系統には、たしか治癒系の魔術はなかったはずだ。

「傷口を焼いて消毒するくらいはできるわ！」

「それは戦場での応急処置だ──っていうか、絶対消し炭になるだろ！」

　思いっきりツッコむカミト。

「クレア、カミト君は怪け我がをしているのよ。看護の邪魔をするなら出ていって」

「……～っ！」

　フィアナに怒られ、クレアの瞳ひとみにじわっと涙が浮かぶ。

「わ、わかったわよ、ばかーっ！」

　……泣きながらパタパタと駆けていくクレア。

　テントの入り口には、ゴロゴロと大量の桃の缶詰が落ちていた。

「あいつ、見舞いにきてくれたのか……」

　缶詰を拾い上げながら、カミトが呟つぶやく。

「……いまのは、ちょっと意地悪だったわね、私」

　ため息をつくお姫様。

「まあ、俺おれは消し炭にされなくて助かったけどな」

「カミトさん、夕飯の用意ができましたわよ！」

　そのとき、テントの外からリンスレットの声が聞こえてきた。
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　陽ひも沈みかけた夕刻。カチャカチャと食器の鳴る音が響く。

　テーブルに食器を並べるのを手伝いながら、カミトはクレアに話しかけた。

「な、なあ、クレア……」

「なによエロ奴隷」

「えっと、さっきはありがとな、心配してくれて」

　カミトが頭をかきながら言うと、クレアの髪がぴょんっと跳ね、

「ふ、ふん、べつに、あんたを心配したわけじゃないわよ、ばか……」

　照れたように頬ほおを赤らめた。

「ふふっ、今日はご馳ち走そうですわよ」

　リンスレットがテーブルの上にドンッと鍋なべを置き、ふよんっと胸を揺らした。

　リンスレット自慢のローレンフロスト風鍋料理だ。

　みんなそろって切り株のテーブルを囲むように座り、ぐつぐつ煮え立つ鍋の下には、真まっ赤かに燃える火の精霊鉱石が置かれている。鍋の横には、森で採れた野菜や川魚のぶつ切り、狩りの獲物の肉が山盛りになっていた。

「……鍋料理か。うまそうだな」

　スープが煮えてきたので、鍋に肉を放ほうりこもうとすると、

「カミトさん、なにをしていますのっ！」

　ぴしゃっとスプーンで腕を叩たたかれた。

「痛っ……な、なんだ、だめなのか？」

「まずは煮えるのが遅い根菜からですわ。鍋にはバランスというものがありますの」

　可か憐れんなエメラルドの瞳ひとみがキッとカミトを睨にらみつける。

　カミトはヒソヒソと隣のクレアに話しかけた。

「な、なんかリンスレットの性格が変わってないか？」

「昔から鍋をすると仕切りたがるのよ、あの娘こ……」

「鍋はたしかに単純な料理ですけれど、それゆえに奥が深い。ローレンフロスト伝統の鍋料理を甘く見てはいけませんわ！」

　腕組みして一同を睨みつける、リンスレットお嬢様。

　……その姿はさながら鍋の番人だ。

「カミト、私は早くお魚が食べたいです」

　エストがくいくい袖そでをひっぱる。

「まあ、ここはリンスレットに任せよう」

　カミトは苦笑しながらエストの頭を撫なでてやった。

　リンスレットは肉や野菜を手ぎわよく放りこんでいく。

　カミトたちはゴクリと唾つばを呑のみこみながら、その様子を見守った。

「さあ、召し上がれ！」

　番人の許しがでたので、ようやくカミトは鍋なべに手をだした。

　ただの水炊きではなく、リンスレット特製の薬やく膳ぜんスープで下味をつけてある。

　滋味あふれる芳香が食欲をくすぐる。ゆであがった肉を咀そ嚼しやくすると、口の中いっぱいに肉汁があふれ、なんともいえない幸福感がひろがった。

「おお、これはうまいな！」

「ふっ、当然ですわ！」

　リンスレットは自慢げに胸をそらした。

　お嬢様たちもはふはふと息をふきながら舌鼓を打つ。

「まて、クレア、それは私がスカーレットにあげようとしていた肉だ！」

「ちょっと、あたしの契約精霊に勝手に餌え付づけしないで！」

　言い争いながら、鍋の上で剣けん舞ぶを繰りひろげるエリスとクレア。テーブルの下では、彼女たちの契約精霊がおこぼれにあずかろうと待ちかまえている。

「ね、ねえ、これはなに？」

　フィアナが眉まゆをひそめ、鍋の底に沈む謎なぞの食材をふよふよとつついた。

　カミトも気になっていたものだ。

「オトーフという、大豆を固めて作ったプディングですわ。以前にカミトさんの故郷のことを聞いて、本で調べて作ってみましたの」

「これ、俺おれの故郷の食べ物なのか……」

　幼少の頃ころの記憶は、おぼろげにしかない。ものごころつく頃には、すでに〈教導院〉で暗殺のための教練を受けていたからだ。

　東方の辺境にある、名もない島国だということは聞いていたが。

　なんにせよ、カミトのためにわざわざ作ってくれたのは、素直に嬉うれしい。

「リンスレット、ありがとな」

　ふよふよしたプディングをすくい、カミトは感謝の言葉を口にした。

「べ、べつに、カミトさんのためだけに作ったわけではありませんわっ！」

　照れ隠しをするように、指先でくるくると髪を巻くリンスレットが可愛かわいらしい。

「……はふ」

　ちょっと緊張しながら、ひと口食べてみると、

「お、うまい！」

　喉のどごしがつるんとして、こくがあって、とても美お味いしい。

「どれどれ……あ、ほんとだわ！」

「……不思議な食感ね。帝都のお城でも食べたことがないわ」

　クレアたちにも評判がいいようだ。

　とくにエストはお気に召したらしく、

「オトーフ、オトーフ……」

　無表情につぶやきながら、はふはふとオトーフを口に運んでいる。

「も、もうっ、みなさんっ、これはカミトさんのために作ったんですのよ！」

「むっ……」

　そのとき、黙々とオトーフを食べていたエリスが、ハッと目を見開いた。

「どうしたんだ、エリス？」

「い、いや、その、いまふと気づいたのだが……」

　カミトが訊きくと、エリスは顔を赤らめてもにょもにょと口ごもる。

「うん？」

「な、鍋なべという料理は、その……か、かか、間接キスになるのではないかっ？」

「……っ!?」

　ふいに放たれたエリスの言葉に──

　食卓を囲む女の子全員が、カキンと固まった。

「おいおい、なに言ってるんだよ、そんなの──」

　カミトは苦笑して手を振るが、
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「そ、そそ、そうよね、こ、このくらいで、かか、間接キスなんて……！」

「き、きき、気にしすぎですわ！」

　……みんな顔を真まっ赤かにして、そわそわとカミトから目を逸そらす。

（そ、そうか、みんな清せい楚そなお嬢様なんだから、そういうの気にするよな……）

　……内心で、ちょっとだけ傷つくカミトだった。

　──と、そんなこんなで、にぎやかな食事も終わりかけた頃ころ。

　クレアが静かにスプーンを置き、咳せき払ばらいして口を開いた。

「みんな、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉は残すところあと二日よ。悔いを残さないよう、全力で戦いましょう」

「うむ、そうだな」

「ええ、絶対に優勝はあきらめませんわ！」

　そう、ここからは終盤戦だ。数少ない〈魔石〉の奪い合いを制すためには、防御を固めているチームの〈拠点〉に攻め込む必要も出てくる。

　そして、それはほかのチームも同じなのだ。

　おそらく、これまで以上に激しい剣けん舞ぶになるだろう。

「……」

　ふと、カミトはフィアナの表情が陰っているのに気が付いた。

「フィアナ、大丈夫か？」

「ええ、大丈夫よ……ちょっと疲れてしまったみたい」

「儀式演舞は体力を消耗するからな」

「ベッドで休んだほうがいいわ」

　さっきは喧けん嘩かしていたクレアも、心配そうに声をかける。

　考えてみれば、無理もない。〈四神スーシン〉との剣舞で儀式演舞を舞った上に、カミトの治癒で神威カムイを消耗しているのだ。

　疲労を回復する魔術もあるにはあるのだが、その効果は精霊の祝福による一時的なものにすぎないため、根本的な解決は睡眠をとることだけだ。

「……そうね。そうさせてもらうわ。ご馳ち走そう様さま」

　フィアナは静かに立ち上がると、テントのほうへ歩いていった。
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　夕食のあと、カミトは川辺でリンスレットの皿洗いを手伝っていた。

　クレアとエリスは見張りに出かけ、エストはスカーレットと遊んでいる。

「カミトさんは怪け我がをしているのですから、休んでいていいんですのよ」

「皿洗いくらい大丈夫だって。リンスレットこそ、お嬢様なのに皿洗いなんてしてたら、綺き麗れいな手があかぎれになっちまうぞ」

「ふふっ、ご心配なく。あかぎれになんてなりませんわ。わたくしは氷魔のリンスレット、水の精霊さんとは仲よしですもの」

　なるほど、彼女が手を浸している木の桶おけの中には清らかな光が満ちていて、ふよふよしたゼリー状の精霊が食器を丁寧に洗っていた。

「フィアナの具合は大丈夫かな」

「さっき、クレアが疲労に効く薬草を摘んでいましたわ」

「あいつ、病人とか怪け我が人にんには妙に甲か斐い甲が斐いしいんだよな」

　いつもカミトを奴隷扱いしているクレアだが、学院の試合で怪我をしたときなどは、よく桃缶を持って見舞いにきてくれた。

「ええ、あれで意外と面倒見がいいところもありますのよ。学院でも、よく野良猫の面倒を見ていましたし、幼い頃ころは、病気がちだったルビア様の看病をしていましたから」

「へえ……」

　……まあ、意外というわけでもない。

　素直じゃないだけで、根は優しい娘だということは、カミトも知っている。

「……そういえば、リンスレットはクレアと幼おさな馴な染じみなんだよな」

「ええ、子供の頃はよく遊んでいましたけど……た、ただの腐れ縁ですわ」

「昔から喧けん嘩かしてたのか？」

「いえ……子供の頃のあの娘こは、泣き虫で、ひっこみ思案な娘でしたもの」

「……まったく想像もつかないんだが」

　カミトはこめかみに手をあててうめく。

「あの娘が変わったのは、ルビア様の事件があってからですわ」

　桶の中に目を落としながら、リンスレットは言った。

「ルビア・エルステイン、か」

　火の精霊王を裏切って姿を消した、〈災禍の精霊姫カラミテイ・クイーン〉。

　クレアが精霊剣舞祭ブレイドダンスにかける〈願い〉は、四年前の真実を知ることだ。

　そして、彼女がどこへ姿を消したのか──

「あいつも、いろいろ大変なんだよな……」

　呟つぶやいて、川に映った月を見下ろした、そのとき。

「……ふぁんっ！」

　突然、皿洗いをしていたリンスレットが、可愛かわいらしい悲鳴をあげた。

「どうしたんだ!?」

「やんっ……あっ……み、水の精霊さんが、服の中にっ……！」

「なっ!?」

　カミトは目を見開いた。

　ふよふよしたゼリーのような水精霊が、リンスレットの腕を這はい、制服の下にもぐりこもうとしているのだ。

「やんっ、くすぐったいですわっ、あんっ……」

　濡ぬれた制服の中で、もぞもぞと暴れる水精霊。

　どうやら、害意があるのではなく、リンスレットに懐なついているだけのようだ。

「ずいぶん好かれてるみたいだな」

「も、もうっ、カミトさん、見ていないで助けてくださいっ……きゃんっ！」

　涙目で懇願するリンスレット。

「わ、わかった！」

（……まあ、この状態じゃ、精霊を制御することもままならないか）

　カミトはあわてて手を伸ばし、制服の中で暴れる精霊を捕まえようとする。

　ふよふよっ。ふよんっ。

「よ、よしっ、捕まえたぞ！」

「んっ、ひゃうんっ！」

　指先にやわらかな感触を感じたその瞬間、リンスレットが甘い悲鳴をあげた。

　カミトの手の中でふよふよと弾む水精霊。

「このっ、暴れるな！」

　ふよんふよんっ。

「ふあんっ……カ、カミトさんっ、それは違いますわっ！」

　瞬間、リンスレットの胸もとから、水精霊が飛びだしてきた。

　……ぴょんぴょん跳ねて、川のほうに逃げていく。

「ふう、まったく、悪戯いたずら好きな精霊だな……」

　カミトは苦笑して肩をすくめ──

　ふと、あることに気づく。

（……ん？　じゃあ、俺おれがいま掴つかんでるやわらかいものは、いったいなんだ？）

　ふよふよふよっ。

「……んぁっ、あぁんっ！」

「わ、悪い！」

　……ようやく、自分が何を掴んでいるかに気づいて、あわてて手を離すカミト。

「わ、わざとじゃないぞ、本当に──おわっ！」

　首筋を冷たいものがかすめていった。

　……氷の矢弾だ。

　ビョオオオオオオ……！

　肌も凍るような冷たい風が吹き付ける。

「ふ、ふふ、ふ……カミトさん、お覚悟はできていますわね？」

　リンスレットはにっこりと微笑ほほえみ、カミトの眉み間けんめがけて氷の魔弓を構えていた。
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　月光に照らされた森の中。フィアナはあの場所に一人たたずんでいた。

　今朝の〈四神スーシン〉との剣けん舞ぶを思い出しながら、小さくため息をつく。

（……もっと、強くならないと。このまま足手まといでいたくないわ）

　いまのままでは、チームメイトと一緒に剣舞を舞う資格はない。

　そんな焦燥感に突き動かされていた。

（今日のような失態は、二度と許されない。私自身が許さない……！）

　胸中で首を振ると、フィアナは地面に向かって両手を突き出した。

　その顔にいつもの余裕はない。

「汝なんじ、人の子の王に仕えし剣聖の騎士よ。古き血の契約に従い、我を守る剣となりて、我が前に馳はせ参さんじ給たまえ──」

　静かに息を吐くと、厳かに契約精霊の召喚式サモナルを紡いだ。

　途端、地面に描かれた魔術方陣の中から、騎士精霊が姿をあらわした。

　月光を浴びて輝く白銀の甲かつ冑ちゆう。騎士は女王にかしずく臣下のように頭こうべを垂れる。

　騎士精霊〈ゲオルギウス〉は、いうまでもなく強力な精霊だ。だが、精霊の力を完全に使いこなすには、〈精霊魔装エレメンタルヴアツフエ〉への展開が必ひつ須すとなる。

（私だって、〈精霊魔装〉さえ使えれば──）

〈四神〉のリンファ・シン・クイナ皇女。彼女の〈神仙羽衣セラフイム・フエザー〉を超えるような精霊魔装を展開することができれば、もっとチームの戦力になることができるはずだ。

　フィアナは覚悟して目を閉じると、精霊魔装の展開式レリーズを唱えはじめた。

　もう、何度失敗したかわからない。

　しかも、いまは疲労が極限までたまっている状態だ。

　それでも──

「汝は我が剣、汝は我が盾、無窮の光を掲げ、闇やみを祓はらう者──」

　騎士精霊の甲冑が閃せん光こうを放ち、光の粒子となって虚こ空くうに消滅した。

　伸ばした指先がすさまじい熱を帯び、鋭い痛みが全身を駆けめぐる。

「……ぁくっ……あっ……！」

　苦痛に表情をゆがめながら、歯をくいしばって耐える。

　と、そのとき──手の中に一瞬、剣のような形があらわれる。

（……やった!?）

　胸中で快かい哉さいを叫びかけた、その直後。

　硬質のガラスが破砕するような音がして、光の剣は手の中で砕け散った。

「──きゃあっ！」

　衝撃で吹き飛ばされ、地面に叩たたきつけられる。

「……くっ、ぅ……！」

　痛みに顔をしかめ、両手を見下ろすと、ひどい火傷やけどになっていた。

「どうしてっ、どうしてなのっ……！」

　フィアナは、血の滴る拳こぶしを握って地面を叩いた。

「このままじゃ、みんなと一緒に戦う資格もない──」

　──そのとき。背後でガサッと茂みの揺れる音がした。

「……っ!?」

　ハッとして振り向くと──

「……まったく、なんか様子がおかしいと思ったら、そういうことだったのね」

「クレア……」

　クレアが鋭い目付きで睨にらんでいた。

「……どうしてここが？」

「疲労に効く薬草を持っていったら、テントから出ていくのが見えたのよ。変だなって思ってつけてきたの」

「……」

「で、なにをしているのかと思えば──〈精霊魔装エレメンタルヴアツフエ〉を無理に展開しようとすることが、どれだけ危険なことかわかっているの？」

　クレアはスタスタ歩いてくると、

「〈精霊魔装〉は一朝一夕の訓練で扱えるものではないわ。契約精霊を思いのままにねじ伏せようとしたってだめなの。契約精霊が完全に心を開いたとき、契約者に一番適した武装のイメージが具現化するはずだから。フィアナは精霊契約の力を取り戻してからまだ日が浅いんだから、いまは焦あせらずに精霊との絆きずなを深めるべきよ」

　厳しい表情で言い放つ。

　エリスやリンスレットは、帝国王室に仕える貴族の家柄であるため、王族であるフィアナにはどこか遠慮があるのだが、すでに爵位を剥はく奪だつされているクレアは、彼女に対してまったく遠慮がない。

「そ、そんなこと、クレアに講義されるまでもないわよ」

　フィアナはむっと言い返した。

　クレアが本気で心配してくれていることはわかっている。それでも、つい反発心が起こってしまうのだ。

「なんだか、焦あせってるみたいだけど、いま無理して強くなる必要はないわ。フィアナの儀式演舞は頼りにしてるし、それに、カミトもいるじゃない。なんだかんだいってあいつ滅め茶ちや苦く茶ちや強いし──」

「じゃあ、カミト君の強さにずっと頼るつもりなの？」

　フィアナは鋭い口調で言葉を挟んだ。

「な、なによ、そんなこと言ってないでしょ」

「私は、もう好きな人に守られてばかりのお姫様ではいたくないの」

　静かに首を振ると、

「──私はカミト君が好きよ」

　クレアに向かって挑むように言った。

「だから強くなりたい。カミト君の隣で並び立てるように」

「そ、そう……」

　クレアの顔に動揺の色が浮かぶ。普段からカミトへの好意を隠していないフィアナだが、こんなにまっすぐな気持ちをぶつけたのは初めてかもしれない。

「クレアはどうなの？」

「……え？」

「クレアは、カミト君のことをどう思っているの？」

「な、なんでそんなこと訊きくのよ、そんなの関係ないでしょ！」

　クレアは顔を真まっ赤かにしてあわあわとテンパった。

「クレアの気持ちを聞いておきたいのよ。……クレアは、カミト君のことが好きなの？」

　いつものからかうような口調ではない。鋭い刃物のような口調だ。

「……」

　クレアはぐっと息を呑のむ。

　そして、フィアナの視線から逃げるように、ふいっと目を逸そらした。

「そ、そんなわけないでしょ、ばっかじゃないの！」

「でも、カミト君が崖がけから落ちて行方がわからなくなったとき、寝言でカミト君の名前を何度も呼んでいたわ」

「そ、それは寝ね惚ぼけてただけよっ、あ、あたしはカミトのことなんて、なんとも──」

「……そう、わかったわ」

　フィアナは静かに首を振ると、くるっと踵きびすを返した。

「ちょ、ちょっと、待ちなさい、話はまだ──」

　呼び止めるクレアの声をさえぎるように、木々の枝が門を閉ざした。
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（……はあ、やってしまったわ。最悪ね）

　森の中を足早に歩きながら、フィアナは後悔のため息をつく。

　むきになってつい攻撃的になってしまった。

　……クレアは本気で心配してくれていたのに。

（なんだかんだで、私もまだまだ子供よね。あとで彼女に謝らないと）

　そう思うのと同時に、

（……けど、しょうがないじゃない）

　──とも思うのだ。

　だって、クレアと話していて、気づいてしまったのだから。

　自分の本当の気持ちに。

（……たしかに、あたしは焦あせっているわ）

　でも、それはチームの足手まといになりたくないとか、そんな理由からじゃない。

　認めたくなくて、誤ご魔ま化かしていたけれど。

　本当は、そんな立派な動機じゃない。

（……カッコ悪いわね。彼女たちに妬やいているなんて）

　クレア、エリス、リンスレット、エスト──

　カミトのそばにいる魅力的な女の子たち。

　彼女たちは、ただ守られるだけのお姫様じゃない。

　カミトに頼られ、カミトの背中を守ることができるのだ。

（けれど、私は……）

　そこで、フィアナは立ち止まった。

　火ほ照てった顔に冷たい夜風が吹きつけ、少しだけ頭が冷える。

「……テントに戻らなきゃ」

　夜の森にはたちの悪い精霊が徘はい徊かいする。

　結界の中だからといって、絶対に安全だとは言い切れない。

　遠くで不気味な獣の遠とお吠ぼえが聞こえ、フィアナは思わず身を震わせた。

（そういえば、初めてカミト君と出会ったのも、こんな森の中だったわね……）

　あのとき、凶暴化した樹木の精霊ドリアードに襲われそうになっていたフィアナを、当時〈最強の剣舞姫〉として活躍していたカミトが助けてくれたのだ。

（……あれが、私の初恋）

　トクン、胸の鼓動が高鳴る。

（……そ、そうよ。好きになったのは、私が一番先なんだから）

　──と、そのとき。

「なんだフィアナ、こんなところにいたのか？」

「え？」

　ハッとして顔を上げると、

「……カミト君？」

　そこにいたのは、いままさに思い浮かべていた少年の姿だった。

「……ど、どうして、こんな場所に？」

「フィアナを捜さがしにきたんだよ。夜の森は危ないからな」

「べ、べつにそんな心配いらないのに」

　フィアナはカアッと顔を赤らめた。

「なあ、フィアナ、ちょっと時間あるか？」

「……？　ええ、大丈夫だけど。どうして？」

　ひょっとして、今朝の傷が開いたのだろうか。

「これから、夜の散歩でもどうかなって。ほら、この近くに綺き麗れいな泉があるだろ、夜になると光る水精霊の群れがあらわれるんだ」

「……！　え、えっと、それって……」

　フィアナはゴクリと息を呑のみ、

「……デートっていうこと？」

「ん、デートか……まあ、そうだな」

　カミトは苦笑しながら肩をすくめた。

　カミトからこんな風ふうに誘われるのは初めてだ。……胸がドキドキと高鳴る。

「で、でも……」

　だが、すぐに冷静になって首を振った。

「だめよ、〈結界〉の外に出るのは危険だわ。残念だけど──」

　いまは〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の最中なのだ。どんな小さな危険も冒すわけにはいかない。

「大丈夫だ。俺おれがついてる」

　カミトは優しく微笑ほほえみ、フィアナに手を差し出した。

　普段の彼が見せることのない甘い表情に、フィアナはかすかな違和感を覚えたが、その黒い瞳ひとみで見つめられると、頭に霞かすみがかったようにぼーっとなってしまう。

（たしかに、カミト君が一緒なら安全だけど……）

　気持ちが揺れる。カミトのそばには魅力的な女の子がたくさんいるのだ。

　いまを逃したら、こんな機会は二度とないかもしれない。

（……たまには、自分の気持ちに正直になってもいいわよね）

「わかったわ。少しだけなら、大丈夫よね」

　フィアナは決心すると、カミトの手をとって歩きだした。

「そういえば、外に出ること、クレアたちには言ってあるの？」

「おいおい、せっかくのデートなんだ。あんな連中に言う必要はないだろ」

「……え？」

　瞬間、フィアナはぴたっと立ち止まった。

　──さっきから、なんとなく感じていた違和感。

　それが、決定的なものへと変わる。

「離してっ！」

　フィアナは鋭く叫ぶと、カミトの手を振り払った。

「ど、どうしたんだよ、フィアナ!?」

「……あなた、誰だれ？」

「なに？」

「カミト君は、仲間のことを『あんな連中』だなんて、絶対言わないわ！」

　フィアナは、目の前の少年を──

　カミトの姿をした何かを冷たく睨にらむ。

「……うふふ、なるほどねえ」

　少年の口調が変わった──いや、その声さえも。

「軽い精神操作の魔術までかけていたのに……とんだ失敗だわ」

　と、カミトの姿が歪ゆがみ、一人の少女へと姿を変えた。

　鮮やかな青い髪。踊り子のような扇情的な衣装。

　美しい少女だ。だが、その容姿は、どこか毒のある華を思わせる。

　禍まが々まがしく輝く紅あかい瞳ひとみが、獲物を狙ねらう蛇へびのようにフィアナを舐なめ回す。

「……っ!?」

「──お迎えにあがりましたわ、〈闇やみの精霊姫〉」

　刹せつ那な、少女の指先から雷火が弾はじけ──

　フィアナは意識を失った。






第七章　魔女の謀略






「やれやれ、ひどい目に遭あったぜ……」

　リンスレットに氷漬けにされたカミトが、テントに戻ろうとしていると、

「……ん？」

　ちょうど、森の中から出てきたクレアの姿を発見した。

　ツーテールの髪が焔ほのおのように逆立っている。すぐあとを、スカーレットがご主人様の機嫌を窺うかがうように追いかけていた。

（……機嫌が悪いとすぐわかるよな）

　苦笑しながら、カミトはクレアのほうへ歩いていく。

「なあ、クレア──」

「ふあっ、カ、カミト!?」

　振り返ったクレアは、カミトの顔を見た途端、顔を真まっ赤かにして叫んだ。

「な、なによ、びっくりするじゃない！」

「なんだよ、普通に声かけただけだろ」

「う、うるさいわっ、あ、あたしはべつに、あんたのことなんて、なんとも──」

　顔を赤らめたまま、ふいっと顔をそむけるクレア。

（……なんだ？）

　……よくわからないが、まあ、クレアの様子がおかしくなるのはいつものことだ。

「フィアナの様子はどうだった？」

「ふん、知らないわよ、エロ王女のことなんて」

「また喧けん嘩かしたのか？」

「……」

　クレアは顔をそむけたまま唇を尖とがらせた。

　カミトはやれやれとため息をつく。……まあ、二人の喧嘩もいつものことだが。

　そのまま、しばらく並んで歩いていると──

「ねえ、カミト……」

　と、クレアが口を開いた。

「なんだ？」

「今朝、〈四神スーシン〉と剣けん舞ぶを舞ったとき、あんたまた彼女の剣技を使ったわよね？」

「……なんだ、また昨日の話を蒸し返すのか？」

　内心で動揺しながらも、カミトは強い口調で言い返した。

　……どうやら、疑いは解けていないようだ。

「そういうわけじゃないわよ。喧けん嘩か腰ごしにならないで」

「べつに喧嘩腰にはなってないぞ」

　憮ぶ然ぜんとして答えるカミト。

「あの剣けん舞ぶを見て思ったの。ひょっとして、あたしたちはあんたの枷かせになってるんじゃないかって。三年前の〈最強の剣舞姫レン・アツシユベル〉みたいに、一人で剣舞を舞ったほうが、もっと本気を出せるんじゃないかって」

「……」

　クレアの目は真剣だった。

　彼女がどうしてこんなことを訊きいてきたのか、その理由はなんとなくわかる。

　たぶん、フィアナと喧嘩をしたときに、そういう話をしたのだろう。

　昨日、フィアナも同じようなことで悩んでいた。

「俺おれは──」

　口にしようとして、カミトは躊躇ためらった。

　気休めの言葉を吐くつもりはない。

　だから、言葉にする前に考える。

（昔の俺だったら、いまとは違う答えをだしていただろうな……）

　かつてのカミトはたしかに、個としての強さを追求していた。

　それが当然だと思っていた。守るべきものがある者は弱くなる。

　守るべきものが何もない者、自分の命さえ捨てて惜しまぬ者こそが最強であると、あの狂った施設で、そう教えられてきた。

　だが、いまは違う。

（一緒に戦う仲間がいるからこそ、俺はどこまでも強くなれる）

　それは、学院に編入して、クレアたちと出会って初めて知ったこと。

　カミトにすべてをあたえてくれた闇やみ精せい霊れいでさえ、教えてくれなかったことだ。

　うつむいた顔を上げ、カミトは口を開く。

「チームの仲間がいるから強くなれる。それがいまの俺の力のすべてだ。俺一人だったら、絶対に〈ネペンテス・ロア〉を倒すことはできなかった」

　ごまかしも、照れ隠しもない、素直な気持ちだった。

「カミト……」

　クレアは胸の前できゅっと拳こぶしを握った。

　透き通った紅玉の瞳ひとみがかすかに潤んでいる……ように見える。

「な、なんつーか、照れくさいな、こういうのは……」

「そ、そうね……」

　……どちらともなく、おたがいに目をそらした。

「……でも、ありがと」

「なんだよ、やけに素直だな」

「う、うるさいわね、消し炭にするわよ！」

　からかうと、クレアはまたいつもの調子に戻ってしまった。

（……まあ、こっちのほうがらしいよな）

　胸中で苦笑していると、

「む、二人とも、そこでなにをしているのだ！」

　突然、上空からエリスが〈飛翔フライ〉の魔術で飛んできた。

　タッと地面に降り立つと、素早くカミトの首筋に剣を突きつけて、

「カミト、君はまた不ふ埒らちなことをしていたのではあるまいな？」

「またってなんだよ、そんなことしてないぞ！」

「そ、そうよっ、え、えっちなことなんてしてないわっ！」

「なっ、え、えっちなことだと？」

「クレア、顔を赤らめてそういうこと言うと、いらん誤解を招くからな」

　カミトはツッコんでから、狼ろう狽ばいするエリスに向き直った。

「ところでエリス、見張りはどうしたんだ？」

　この生き真面目まじめな騎士団長が仕事をサボるとは思えない。

　……なにかがあった、ということか。

「ああ、さきほど風の精霊が教えてくれたのだが──」

　エリスは真剣な顔つきになると、手のひらに小さな使役精霊を呼びだした。

　半透明の蝶ちようのような精霊だ。

「どうも、王女殿下が〈結界〉の外に出たようなのだ」

「フィアナが？」

「なんですって！」

　カミトとクレアは同時に驚きの声をあげた。

　夜の森がどれほど危険な場所か、フィアナが知らないはずはない。

「どうして、そんなこと……」

　言いかけて、クレアはハッと目を見開いた。

「ひょっとして、あたしと喧けん嘩かしたから……？」

「いや、フィアナにかぎってそれはないだろ。……クレアじゃあるまいし」

「な、なによそれ！」

　むっと頬ほおを膨らませるクレアを無視して、

「でも、どういうことだ？　一人で森に出るなんて──」

「……それが、一人ではなかったらしい」

「え？」

「どうも、王女殿下はカミトと一緒に夜の森へ出ていったらしいのだ」

「……」

　長い沈黙があった。

「…………は？」

「だ、だから、王女殿下はカミトと一緒だったということだっ！」

　エリスはカミトをキッと睨にらみながら叫ぶ。

「カミト、あ、あんた……」

　ゴゴゴゴゴゴゴ……！

　クレアの紅あかい髪がメラメラと燃えあがる。

　なんだか妙な誤解──というか、濡ぬれ衣ぎぬを着せられているようだ。

「ちょ、ちょっとまて、おかしいだろ！」

　カミトはあわてて弁解した。

「俺おれはさっきまでリンスレットの皿洗いを手伝ってたんだぞ」

「……む、それもそうね。あたしがフィアナと別れたのはついさっきだし」

「では、風の精霊が見たカミトというのは、いったい……」

　二人とも状況のおかしさに気づいたのか、不思議そうに首をひねる。

「──っていうか、それが本当だとしたら、かなりまずい状況じゃないか？」

「……そうね。たんに一人で出ていったっていうよりも、ずっとまずいわ」

　うなずいて、クレアは顎あごに手をあてた。

「確実なのは、カミトの姿をした何者かが、フィアナを〈結界〉の外に連れ出したってことよ。カミトの姿をしていたから、きっと見張りの精霊も反応しなかったんだわ」

「王女殿下を誘拐したということか？　しかし、なんらかの精霊魔術で姿を変えたくらいで、〈結界〉の警報を無効化できるとは思えないが」

「たしかにそうだけど、でも、各国から精鋭の精霊使いの集う〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉だもの。外見だけじゃなくて、精霊まで騙だませる魔術の使い手がいたとしても、おかしくないわ」

「だとしても、どうしてフィアナを……」

　カミトは考えこむように呟つぶやいた。

　──彼女を誘拐する理由がわからない。

〈魔石〉が目的なら、その場で奪えばいいだけの話だ。もうひとつ考えられるのは、彼女を人質として交渉材料に使う場合だが──

（……これもありえないよな。どう考えてもリスクが大きすぎる）

〈精霊剣舞祭〉はたんなる武闘祭ではなく、精霊王に奉納する祭儀。

　その根底を覆すような姑こ息そくな手段をとれば、観戦している各国の非難はまぬがれないだろうし、場合によっては精霊王の不興を買いかねない。

　事実、過去の〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の歴史を紐ひも解とけば、卑劣な手段で勝ち抜こうとしたチームの故国が、災厄に襲われた例はたしかに存在するのだ。

「とにかく、捜さがしに行くわよ！　リンスレットも呼んでくるわ」

「ああ」

　リンスレットはクレアにまかせ、カミトはテントで寝ているエストを迎えに行った。

　テントの中に入ると、エストはカミトのベッドですぅすぅ眠っていた。

「……オトーフ、オトーフ♪」

　……とてもいい夢を見ているようだ。

　なんだか、起こすのが可哀かわい想そうになってくる。

「エスト、悪い、起きてくれ」

「……ふぁ、カミト、おでかけですか？」

　ゆさゆさ揺すると、パジャマ姿のエストは眠い目をこすりながら起きあがった。

「ああ。エストの力が必要なんだ」

　カミトがうなずくと、エストはパチッと目を覚ました。

　なにも訊きかずに、すっとカミトの手を握ってくる。

「──私はあなたの剣。あなたの望むままに」

　エストの可か憐れんな肢体が光の粒子に包まれ、カミトの手に聖剣があらわれる。

「……ありがとな、エスト」

「──カミト、全員集まったわ。準備はできた？」

　と、クレアたちがテントの前に集まってきた。

「話は聞きましたわ。追跡ならフェンリルにまかせてくださいな」

　リンスレットのかたわらで、白狼がうぉんっと鳴く。

「……ここは二手に分かれたほうがよさそうだな」

「そうね。あたしとリンスレットは西側を捜すわ。カミトとエリスは東側を。夜の森は凶暴な精霊がいるから気をつけて」

　クレアはチームの指揮官らしくテキパキと指示を飛ばす。索敵能力に優れたエリスと隠おん密みつ行動に長たけたカミト。どちらも中程度の索敵能力を持ち、コンビネーションに優れたクレアとリンスレット、バランスのいいチーム分けだ。

　カミトはうなずくと、エリスと一緒に森の中へ駆けだした。





　　　　◇






　……ぴちゃん。

　額ひたいに落ちた水滴の冷たさに、フィアナは目を覚ました。

「ん、ここ……は……？」

　朦もう朧ろうとした意識の中で、周囲を見回す。

　ごつごつした岩壁に覆われた広い空間。天然の洞どう窟くつのようだ。

　四方には大きめの精霊鉱石が置かれ、洞窟全体を薄暗く照らしていた。

「私、どうしてこんな場所に……」

　頭が痛い。身動きしようとして、気が付いた。

　壁から手が離れない。

　驚いて見上げると、手首に金属の枷かせを嵌はめられ、岩壁に磔はりつけにされていた。

「……っ、ちょっと、これはどういうこと！」

　身体からだをよじって必死にもがくが、耳障りな鎖の音が鳴るだけだ。

「そ、そうだわ、〈ゲオルギウス〉を召喚すれば──」

　ハッと思いつき、騎士精霊を召喚しようとする。

　胸もとの精霊刻印が輝くと同時に、足もとに魔術方陣の輝きが生まれ──

「──え？」

　突然、魔術方陣が消え去った。

　全身が脱力するような感覚に襲われ、召喚の〈門〉は閉じてしまう。

「どうして……？」

「ふふ、お目覚めですか王女殿下」

　と、暗くら闇やみの中から声が響いた。

「……っ!?」

「残念ながら、契約精霊を呼び出すことはできないわ。その場所に封印の結界を張っておいたから」

「あなたはっ……」

　暗闇の奥からあらわれたのは、カミトに姿を変えていた、あの少女だった。

「アルファス教国代表〈煉獄の使徒チーム・インフエルノ〉の副将──シェーラ・カーン」

「シェーラ……」

　昨日、〈結界〉の中に使い魔を放ってきた精霊使いだ。

　……どうやら、彼女の囚とらわれの身となったらしい。

「……っ！」

　フィアナは唇を強く噛かむ。

（私、またみんなの足を引っぱって……）

　悔しそうに震えるフィアナの顎あごを、シェーラはくっと持ち上げた。

「ふふ、いい顔ね。ゾクゾクするわ」

「……悪いけど、私に人質としての価値はないわよ。シェーラ・カーン」

　薄うす闇やみ色いろの瞳ひとみに涙を浮かべながら、フィアナは気丈に睨にらみ返す。

「あら、それは過小評価というものよ。あの〈災禍の精霊姫カラミテイ・クイーン〉の後任として、火の精霊姫の候補にまで選ばれたあなたが」

　シェーラは面白そうに嗤わらうと、フィアナの耳もとに顔を近付け、

「光栄に思いなさい。おまえは魔王に仕える〈闇の精霊姫〉の最有力候補なのよ」

「……闇の……精霊姫……？」

　聞き慣れない言葉に、フィアナは眉まゆをひそめた。

　……なにか本能的な嫌悪感を覚える、不吉な響きだ。

「そう、カゼハヤ・カミト──この世界によみがえった、魔王の後継者。そして、その支配を司つかさどるのが〈闇の精霊姫〉。あの火猫ちゃんも候補者としての資格はあるのだけど、あの女はあなたを選んだみたいだから」

「……カミト君が、魔王の後継者？」

「そうよ。教主様が千年もの間待ち望んだ、救世の王」

　──彼女が何を語っているのか、フィアナにはまったく理解できない。

　それでも、それがただの妄もう言げんではないことを、姫ひめ巫み女この直感が告げていた。

（……火猫っていうのは、クレアのこと？）
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「ねえ、王女様。私は教主様のために〈魔王〉を手に入れるの。あの女にも、闇やみ精せい霊れいにもわたさない。だから──」

　シェーラは陶酔した表情で、フィアナの首筋に舌を這はわせた。

「……ぁっ！」

「……身も心も、私のものになってちょうだい」

　シェーラ・カーンの指先が、首筋を這ってフィアナの額ひたいに触れた。

　瞬間、意識が侵され、塗りつぶされていくような感覚に陥る。

「……ぁっ……あああああああっ！」

　このままでは、精神の奥底まで支配されてしまう──

　フィアナは咄とつ嗟さに、みずからの意志で意識を遮断した。

　自身の精神を守る修行は〈神しん儀ぎ院いん〉に所属する姫ひめ巫み女この必ひつ須す科か目もくだ。

「へえ、さすがは元精霊姫候補。そう簡単にはいかないわね」

　シェーラは酷こく薄はくに唇をゆがめて呟つぶやく。

「──でも、どこまでもつかしら？」





　　　　◇






　──カミトたちはすぐに〈拠点〉を離れ、森の中を捜さがした。

　フィアナをさらった何者かは、足跡などの痕こん跡せきを一切残していない。

　捜索はエリスの使役する風の精霊だけが頼りだった。

　いま、エリスは木々の梢こずえに集まった、蝶ちようのような精霊の群れと会話している。風の精霊の声を聞くのはエリスの特技だ。

　やがて、エリスは立ち上がると、こっちへ歩いてきた。

「どうだった？」

「どうやら、このあたりで二人を見た者はいないようだ」

「……そうか。こっちには来てないのかもな」

「しかし、手て練だれの精霊使いなら、精霊たちの目を誤ご魔ま化かすこともできる。その場合は、精霊魔術を使った痕跡そのものをたどるべきなのだが、そういったことは風の精霊の領分ではないからな。すまない」

「エリスが謝ることじゃない。それを言ったら、俺おれなんて本当に役立たずだ」

　生き真面目まじめに落ちこむエリスに、カミトは首を振った。

「しかし、手詰まりなのは事実だな。一度、西の森にいるクレアたちと連絡をとったほうがいいかもしれない」

「うむ、そうだな」

　──と、そのとき。

　不意にカミトは気配を感じた。

「──エリス、地面に伏せろ」

「……っ!?」

　カミトはエリスの手を引き、地面に押し倒した。

「なっ……カ、カミト、こんなところでなにを……！」

「しっ、静かにしろ！」

「あ、う……し、しかし、は、初めてはベッドの上がいい……」

　顔を赤らめて囁ささやくエリスを無視して、カミトは周囲の気配に神経を集中した。

（……こいつは、精霊じゃない。精霊使いの気配だ）

　じっと息を殺し、〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉の柄に手をかける。

　カミトの真剣な表情に、エリスも口をつぐんだ。

　茂みの向こうに感じる気配は、こちらに近付いてくる。

　おそらく、あちらもカミトたちの存在には気づいているのだろう。

　夜間の哨しよう戒かいに出ていた敵チームだろうか。できれば、このままやり過ごしたいところだが、相手はやる気のようだ。

（こんなときに遭遇戦かよ……）

　負けるとは微み塵じんも思わないが、いまは一刻でも時間が惜しい。

（……なら、こっらから先制して、一瞬で仕留める！）

　カミトは決断すると、テルミヌス・エストに神威カムイを込めた。

　夜の闇やみを照らす白銀の閃せん光こう。その輝きに、一瞬相手が怯ひるんだのを気配で察知し、カミトは茂みの奥へ飛びこんだ。

　疾風のように駆け抜け、神速の斬撃を放つ。

　鋼はがねの打ち合う音が響き、夜闇に激しい火花が散った。

（……っ、防御された!?）

　並の反応速度ではない。相手は相当な手て練だれだ。

　しかも、最大威力ではないとはいえ、〈魔王殺しの聖剣〉の一撃を受けきるとは。

（……って、まさかこいつ！）

　聖剣の明かりで、ようやく、相手の姿がまともに視界に入った。

　片腕に装着した籠こ手てで、カミトの剣を受けとめているのは──

　闇に映える白髪に、青みがかった瞳ひとみの少女。

「……〈白びやつ虎こ〉のシャオ？」

「おまえ、ひょっとして……カゼハヤ・カミトか？」

　二人は同時に声を上げた。

「……」

「……」

　数秒間、たがいに精霊魔装エレメンタルヴアツフエを打ち合ったまま、動けずにいると──

　茂みのさらに奥から、パタパタと足音が聞こえてきた。

「シャオ、いったいなにが……あっ、お、おまえはーっ！」

　あらわれたのは、〈四神スーシン〉の君主、リンファ・シン・クイナ皇女殿下だった。

「淫いん獣じゆう王カゼハヤ・カミトっ！　なぜこんなところにおるのじゃ！」

「い、淫獣王って、おまえな……」

　カミトはガクッと肩を落とした。

　……なんというか、完全に気勢を削そがれてしまった感じだ。

「カミト、いったいどうしたのだ……」

　すこし遅れてエリスも駆けつけてくる。

　シャオは片方の手でリンファを制した。

「リンファ様、下がっていてください──」

「……」

　カミトは剣を交えたまま眉まゆをひそめる。

（……どうも、様子がおかしい）

〈四神〉がなぜ〈拠点〉を離れ、こんな時間、こんな場所にいるのか。

　それに、リンファの護衛がシャオだけというのも不自然だ。

「まさか、こんなところで出会うなんてね……」

　シャオは奥歯を噛かみしめた。リンファを必死で守ろうとしているようだ。

（……なにか事情がありそうだな）

　場合によっては、あるいは、無意味な戦闘を回避できるかもしれない。

「なあ、シャオ、ちょっといいか？」

「……なんだ」

「正直、俺おれは戦うつもりはないんだが、そっちも同じじゃないのか？」

　言って、カミトがゆっくりと剣を引くと──

「あ、ああ……」

　シャオは意外そうな顔で、構えを解いた。

　……やはり、互いに攻撃の意志はなかったようだ。

「あたしも、いまあんたたちと戦うつもりはない。戦わなくていいなら、助かるな」

　ほっと安あん堵どの息をつくシャオ。

　……よく見れば、彼女のドレスはボロボロで、腕や足にも無数の傷があった。

　今朝、剣けん舞ぶを舞ったときのダメージではない。

「おまえほどの精霊使いが、いったい誰だれにやられたんだ？　ほかの連中は？」

　カミトが訊きくと──

　シャオは悔しさをこらえるように唇を噛かみ、

「〈四神スーシン〉は壊滅したよ。魔女の罠わなにかかってな」

「……っ!?」

　──衝撃の言葉を告げた。






第八章　焔の邂逅






　カミトたちは、少し離れた場所でシャオたちの話を聞くことにした。

　早くフィアナを捜さがさなくてはならないのはもちろんだが、〈四神〉を壊滅させた魔女の情報が気になったのだ。〈四神〉が壊滅したのは、そいつが仲間の姿に変化して、リンファたちを罠に嵌はめたからだという。

　他者に姿を変える、というのが引っかかった。

　そいつが、フィアナを攫さらったのと同じ精霊使いである可能性が高い。

　カミトがリンファの隣に腰をおろすと、リンファはすっと逃げるように距離をあけた。

　敵チームとはいえ、ずいぶん警戒されているようだ。

（……というか、普通に傷つくんだが）

　リンファはカミトをじーっと睨にらみ、

「む、カゼハヤ・カミト、妾わらわをごうかんしようとしておるのか？」

「んなことするか！　おまえは俺おれをどういう目で見てるんだよ！」

「ふん、貴様の噂うわさは我が故国にまで伝わっておるぞ。魔王カミトの視線は清らかな乙女を誘惑し、その指先が触れただけで処しよ女じよを孕はらませると！」

「どんな噂うわさだ！　俺おれは化け物かなにかか!?」

「カ、カミト、そうなのか！　ど、どうしよう、父上に報告をしなくては──」

「エリス、おまえまで信じるな！」

　……なんだか、どんどん噂に尾ひれがついてるぞ。

「……はあ、まあいい。いまはおまえらの話を聞かせてくれ」

　カミトは重いため息をつくと、シャオに話をうながした。

　シャオはこくっとうなずくと、

「奴やつが正体をあらわしたのは、あんたたちとの剣けん舞ぶに負けて撤退したすぐあとさ」

　悔しそうに、〈四神スーシン〉が壊滅したときの状況を語ってくれた。

　カミトたちと剣舞を舞っていたとき、すでに〈朱雀すざく〉のリオンはニセモノと入れ替わっていたらしい。正体をあらわしたそいつは、森の中に潜ませていた数百体という魔精霊の群れを〈四神〉にけしかけた。

〈チーム・スカーレット〉との剣舞の直後で疲弊していた彼女たちは、ろくな抵抗もできないまま狩られ、〈青せい龍りゆう〉のラオは、リンファ皇女とシャオを逃がすために、自ら捨て石になったという──

「リオンに姿を変えていたのは、〈煉獄の使徒チーム・インフエルノ〉のシェーラ・カーンだ」

　シャオは苦々しげに、その名前を口にした。

「あいつか……」

　今朝、〈結界〉の中に蛇へびの使い魔を放ってきた魔精霊使いデモン・キヤスター。

（……そういえば、あのとき、妙にフィアナに執着してたような気もするな）

　たしか、〈闇やみの精霊姫〉がどうとか言っていたが、いったい何のことなのか。

「おそらく、カミトに姿を変えてフィアナを攫さらったのも、その魔女なのだろうな」

　エリスが神妙な顔でつぶやく。

　カミトはリンファとシャオのほうを向き──

「……で、おまえたちは、これからどうするんだ？」

「ふん、聞くまでもなかろうが、愚か者め！」

　ぽかっ。太い木の枝で頭をはたかれる。

「無論、あの魔女に奪われた仲間の〈魔石〉を取り返すのじゃ。ラオ、ハクア、それにリオン──〈魔石〉を取り返したところで敗者復活があるわけではないが、せめてもの供養にはなろう」

「……供養って、死んではいないだろ」

　半眼でツッコむカミト。

「あたしもあいつらの〈魔石〉は取り戻したい。仇かたき討うちってのもあるけど、このままじゃ、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉を勝ち抜けないからね」

「そ、そうじゃ、偉大なる帝国の威信にかけて、〈煉獄の使徒チーム・インフエルノ〉を倒すのじゃ！」

「威勢だけはいいみたいだが、いまの〈四神スーシン〉に、それだけの戦力があるのか？」

「む、そ、それはじゃな……」

　リンファはもにょもにょと口ごもる。

　……べつになにか策があるわけではないようだ。

　しかし、そういうことなら話は早い。カミトは二人の顔を交互に見ると、

「なあ、俺おれから提案があるんだが、ここはいったん共闘するってのはどうだ？」

　なにしろ、相手は〈煉獄の使徒〉の精霊使いだ。味方は多いほど心強い。

「む……共闘じゃと？　おまえと？」

　リンファは露骨に嫌そうな顔をした。

「よ、よーするに、わ、妾わらわを貴様の慰みものにしたいということかっ？」

「な、なんだと！」

「断じて違う！　エリスもそこで剣を抜くな！」

　カミトは頭をかかえた。

「リンファ様、あたしは乗ってもいいと思うぜ」

　助け舟をだしてくれたのは、意外にもシャオだった。

「む、な、なぜじゃ！」

「どのみち、あたしだけじゃ、あの魔女を倒すのは難しいからね。それに、こいつは噂うわさに聞くような悪あく逆ぎやく非ひ道どうな鬼き畜ちく王おうじゃない。一度、拳こぶしを交えてみてわかったよ」

「……むー、シャオがそう言うのなら」

　リンファはしぶしぶといった様子でうなずく。

「決まりだな。〈チーム・スカーレット〉と〈四神〉の同盟成立だ」

　カミトはシャオと拳を突き合わせた。

「ところで、シャオたちはシェーラ・カーンの居場所を知っているのか？」

「祭さい殿でんと聖性に満ちた泉さえあれば、リンファ様は〈念視〉の魔術を使うことができる。それで居場所を掴つかめるはずさ」

「〈念視〉って、たしか最高位の儀式魔術だよな。……すごいな、そんな小さいのに」

「ふふん、妾を見直したか……って、小さくないっ、妾は貴様とおなじ十六歳じゃっ！」

　皇女様は涙目で怒鳴ると、カミトに向かってピシピシ石を投げてきた。

（……うーん、ミラのほうがずっと大人だったよなあ）

「祭殿と聖性に満ちた泉か──ならば一度、〈拠点〉に戻ったほうがよさそうだな」

　と、エリスが提案する。

「ああ、クレアたちも呼んでおこう。エリスは二人を〈拠点〉に案内してやってくれ」

「うむ、心得た」

　エリスたちと別れると、カミトはクレアたちのいるほうへ走りだした。





　　　　◇






　その頃ころ、クレアとリンスレットのレイヴン教室コンビは、西の森を捜さがしていた。

　スカーレットとフェンリルに、フィアナの神威カムイの痕こん跡せきを探らせているのだ。

「どうやら、こっちにきたのは間違いないようですわね」

「ええ。でも、これ以上追跡するのは難しいわ。とにかく、一度カミトたちと合流したほうがよさそうね」

　もとの方角に向けて歩きはじめたところで、リンスレットが訊きいてきた。

「そういえば、王女殿下との喧けん嘩かの原因はなんですの？」

「あんたには関係ないわ」

「……ひょっとして、胸のことかしら？」

「ち、違うわよっ！」

　クレアは思わず怒鳴った。

　はあ、と小さなため息をつくと、

「……フィアナ、今朝の剣けん舞ぶでのことを気にしていたみたいなのよ」

　さっきの森の中での出来事を話した。

　もちろん、カミト絡みのことははぶいて──だ。

「〈精霊魔装エレメンタルヴアツフエ〉を展開する修行を一人で？　危険すぎますわ！」

「ええ。でも、焦あせるフィアナの気持ちもわからなくはないわ。あたしだって、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉に出場するための力が欲しくて、焦っていた時期があったもの」

　クレアが思い出したのは二ヶ月前のことだ。力を欲するあまり、危険な封印精霊に手を出すまでに追いつめられていた、あの頃。

（……あのカミトにも、そういう時期があったのかしら？）

　カミトが〈四神スーシン〉との戦いで披露した、圧倒的な剣舞。

　あれほどまでに強ければ、そんな悩みを抱くこともないのかもしれない。

　カミトの姿を頭に思いうかべながら、クレアは頬ほおをわずかに赤らめた。

　……カミトのことを考えると、なんだか落ち着かない。

（もうっ、フィアナがあんなこと言うからよ──）

　火ほ照てった頭を冷やすように、ぶんぶん首を振る。

　──私はカミト君が好きよ。

　あのときのフィアナは、いつもの悪戯いたずらっぽい表情ではなかった。

（なにか、覚悟を決めたような目をしていたわ……）

　──と、そのとき。

「奇異なものだな。ここでおまえと出会うとは」

「……っ!?」

　暗くら闇やみの向こうから聞こえてきた声に、二人はハッと身構えた。

（あたしたちに、気配を感じさせなかった!?）

　その事実に、クレアの直感が警鐘を鳴らす。

「……っ、何者ですの!?」

　リンスレットが鋭く叫び、その手に精霊魔装エレメンタルヴアツフエの魔弓を展開した。相手の回答を待たずに、即座に牽けん制せいの一射を放つ──〈嵐の如き乱舞テンペスト〉においては当然の対応だ。

　彗すい星せいのごとく尾を引いて放たれる、氷の矢弾。

　しかし──

「無粋だな、ローレンフロストの娘よ」

　暗闇の中から紅ぐ蓮れんの焔ほのおが生まれ、氷の矢弾を一瞬で呑のみこんだ。

　躍る焔が、暗闇の向こうにいる人物の姿を照らしだす。

「……っ、あ、あんた……は……！」

　クレアの背筋を戦せん慄りつが走った。

「う、嘘うそ、ですわ……」

　リンスレットもまた、弓矢を放ったままの姿勢で凍りつく。

　紅蓮の焔をしたがえ、暗闇に浮かび上がる緋ひ色いろの仮面。

　闇色の髪が、風を孕はらんでひるがえる。

「レン・アッシュベル──！」

　クレアは、絶望的な心地でその名前をつぶやいた。

（……どうして、こいつがこんなところに!?）

　脳裏を駆けめぐる疑問。

　いや、いまは理由などどうでもいい。現実に認めなくてはならないのは、いま、この〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉における最強の精霊使いが目の前にいるということだ。

（……どうする？　ここでとるべき最善の手は？）

　クレアの顎あごを冷たい汗が伝う。

　戦うのは論外。とすれば、逃げる隙すきがあるかどうかだが──

　──と、そこで。クレアはハッと気が付く。

〈最強の剣舞姫レン・アツシユベル〉が、いまこのタイミングで、この場所にいる理由。

〈煉獄の使徒チーム・インフエルノ〉は、これまでに何度も〈チーム・スカーレット〉に手を出してきた。

　関係ない……と言い切るのは、あまりに楽観的だ。

「まさか、フィアナをさらったのは、あんたなの!?」

　目の前の存在に対する恐怖を押し殺し、クレアは叫んだ。

「私が、オルデシアの王女を？」

「そ、そうよっ、カミトに姿を変えて……あんたの仕業でしょ！」

「……」

　数秒の間があって──

「……なるほど、そういうことか」

　レン・アッシュベルは一人、納得したようにうなずいた。

「魔女め、私を出し抜いたつもりか──それとも、教国の〈蛇へび〉の差し金か？」

「とぼけないで！」

　クレアは足もとに灼しやく熱ねつの火猫を召喚した。

　それが少しでも脅しになると思ったわけでもないが──

　スカーレットが姿をあらわした瞬間、

「ほう──」

　と、レン・アッシュベルは興味深そうな声をあげた。

「エルステイン家の〈灼しやく銀ぎんの戦せん姫き〉か。いまのおまえには分不相応な精霊だな」

「……なんですって？」

　レン・アッシュベルは耳慣れない言葉を呟つぶやくと、

「興が乗った。少し遊んでやろう」

　白い手袋に覆われた右手に、小さな炎を灯ともした。

「……っ！」

　クレアは唇を噛かんだ。

「クレア、どうしますの？」

「どうもこうも、やるしかないでしょ」

　どのみち、彼女が本気になれば、逃げることは不可能だ。

「でも、あんた一人なら、あたしが戦ってるすきに逃げられるかもしれないわ」

「ふっ、つまらない冗談はおよしなさいな」

　リンスレットは覚悟を決めたように首を振ると、魔氷の弓を構えた。

「……リンスレット、ありがと」

　クレアは、聞こえないくらいの小さな声で幼おさな馴な染じみに声をかけると──

　そこにいるだけで凄すさまじい威圧感を放つ、最強の精霊使いに向きなおった。

　勝てる見込みはない。逃げることもできない。

　あるいは、ここで〈魔石〉を失って、リタイアすることになるかもしれない。

　けれど、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉最後の一日を、カミトたちなら戦い抜いてくれるはずだ。

　──それを信じて、覚悟を決める。

　一度覚悟を決めてしまえば、恐こわいものはない。

「レン・アッシュベル、ひとつ訊ききたいことがあるわ」

　と、クレアは口を開いた。

「なんだ？」

「あんたは、本当にあのレン・アッシュベルなの？」

「どういう意味だ？」

　仮面の奥に覗のぞく紅玉の双そう眸ぼうが、クレアを射い貫ぬく。

「あんたは私の憧あこがれた〈最強の剣舞姫レン・アツシユベル〉じゃない──そういう意味よ」

「……そうだな」

　仮面の精霊使いは、あっさりと認めた。

「たしかに、私はおまえの知っている彼女ではない」

「それを聞いて安心したわ」

　クレアはふっと安あん堵どの息を洩もらすと、その手に炎の鞭フレイムタンを展開する。

「──それなら、なにも遠慮することはないものっ！」

　叫び、炎の鞭を振るった。

　夜の闇やみを鋭く斬きり裂く、真しん紅くの斬ざん閃せん。

「〈精霊魔装エレメンタルヴアツフエ〉の精度は悪くない。が──」

　レン・アッシュベル、その名を騙かたる精霊使い──は、指先に灯ともした炎で虚こ空くうに魔術方陣を描いた。

「──永えい劫ごうの火を宿す炉ろより出いでよ、〈焔獄の猟犬ヘルハウンド〉」

　燃える魔術方陣の中心から、炎を纏まとう猟犬があらわれる。

　精霊召喚の魔術ではない。魔術の焔ほのおで造りだした疑似生命体だ。

　炎の猟犬は咆ほう哮こうを上げて飛び出すと、鋭い爪つめで炎の鞭を引きちぎった。

「そんなっ、あたしの〈スカーレット〉が……！」

「本当の焔の使い方を教えてやろう」

　召喚された〈焔獄の猟犬ヘルハウンド〉が獰どう猛もうな唸うなりをあげて飛びかかる。

「……っ!?」

「クレア、よけなさい！」

　鋭い風音をたて、クレアの頭上をかすめた氷の矢弾が猟犬を打ち砕いた。

「助かったわ、リンスレット！」

「ローレンフロスト家最強の魔氷精霊──継承したのはおまえのほうだったな」

「ユーディアのことを知っていますの？」

　リンスレットの目が見開かれる。

　レン・アッシュベルは無言で、両手に渦巻く焔を召喚した。

「いくわよ、スカーレット！」

　クレアが神威カムイを放出すると、炎の鞭フレイムタンはすぐに再生して燃えあがる。

　紅あかい斬ざん閃せんが閃ひらめいた──刹せつ那な、彼女の姿がかき消えた。

「……っ!?」

　つぎの瞬間。クレアの視界に入ったのは、緋ひ色いろの仮面だった。

「……そんな、瞬間移動した!?」

「炎の力は破壊だけではない。陽炎かげろうの生み出す幻惑もその特性のひとつだ」

　まるで学生に講義するような口調。

（そうか、炎にまぎれて映し身を──）

　炎を纏まとった拳こぶしがみぞおちに突き込まれた。

　クレアの身体からだは炎に包まれながら軽々と吹っ飛び、地面に叩たたきつけられる。

「……くっ……ぁうっ……！」

　呼吸ができない。絡みつく炎が周囲の酸素を奪っているのだ。

　喘あえぎながら、炎の鞭を火猫の姿に戻す。スカーレットは生き物のように絡みつく炎を、旺盛な食欲で呑のみこんだ。

　揺らめく炎の中、レン・アッシュベルの影が近付いてくる。

「凍いてつく氷牙よ、穿うがて──〈魔氷の矢弾フリージング・アロー〉！」

　夜の闇やみを裂いて放たれる無数の氷の矢弾。

　だが、彼女は回避の動きを見せない。

「万の軍勢を迎え撃つ紅き城壁よ──〈魔炎障壁フレイム・ウオール〉」

　瞬間、立ちのぼった炎の壁が、氷の矢弾をすべてかき消した。

「狙ねらいも速度も悪くない──が、威力が決定的に足りないな。射手としては致命的だ」

　と、今度は炎の壁の向こうから灼しやく熱ねつの矢弾が放たれ、リンスレットを襲う。

　リンスレットはふたたび氷の矢弾を放とうとするが、間に合わない。

「させないわっ──〈魔炎障壁フレイム・ウオール〉！」

　クレアもまた、彼女が使ったのと同じ魔術を即座に発動。

　だが。

「きゃあっ！」

　灼熱の矢弾は炎の壁をたやすく貫通し、二人を木こ立だちの中に吹き飛ばした。

「……っ、そん……な……！」

「おまえたちとは、精霊魔術の熟練度も神威の絶対量も違うのだ。同じ魔術を使っても、その威力に差が出るのは必然」

「くっ……」

　あまりに圧倒的だった。

　同じ炎の属性の使い手でも、これほどの差が出るものなのか。

　燃え盛る炎を踏みつけながら、ゆっくりと歩いてくる仮面の精霊使い。

　倒れたクレアをかばうように、炎をまとう火猫が立ちはだかった。

「スカーレット、だめ！」

　クレアが叫ぶが──

　スカーレットは鋭い咆ほう哮こうをあげ、眼がん前ぜんの敵に襲いかかった。

　が、仮面の少女はたやすく躱かわし、拳こぶしに神威カムイをこめて放つ。

　悲鳴をあげて地面に叩たたきつけられる火猫精霊。

「──スカーレット！」

「名高き精霊兵器も、真名解放をしていなければこの程度か──」

「……真名解放？」

　クレアは地面に倒れたまま、眉まゆ根ねをひそめる。

〈スカーレット〉の精霊としての真名は、遠い昔に失われたと祖父から聞いている。

　なぜ、彼女がそのことを知っているのか──

　と、そのとき。

「失望したぞ、クレア・ルージュ。おまえに決勝で私と戦う資格はない」

「……っ！」

　レン・アッシュベルの手に、巨大な炎の球体が生み出された。

〈火炎球フアイアーボール〉の精霊魔術。だが、その大きさはクレアのものとは桁けた違ちがいだ。

（あんなものをまともに喰くらったら──）

　ハッと背後に目を向ける。

　灼しやく熱ねつの矢を喰らい、倒れたリンスレットが苦しそうに喘あえいでいた。

　立ち上がって回避できる状態ではない──

「──リンスレット！」

　その瞬間。

　クレアのツーテールの髪がほどけ、炎のように燃えあがった。

　紅玉の瞳ひとみの奥でほとばしる烈火。

「──なに？」

〈火炎球〉を放ったレン・アッシュベルが、仮面の下で驚きの声を洩もらす。

　クレアの両手から放たれた紅ぐ蓮れんの炎が、巨大な劫ごう火かを呑のみこみ──

　──いや、燃やしたのだ。

　巨大な火炎球は爆発せずに、虚こ空くうに消滅した。

「はあっ、はあっ、はあっ……くっ……」

　紅蓮の炎を放った、その姿勢のまま──

　クレアはその場にくずおれるように膝ひざをついた。

「い、いまのはいったい、なんですの……？」

　リンスレットが愕がく然ぜんとした表情でうめく。

　無理もない。いまのは精霊魔術の常識を超えた、信じられないような現象だ。

「炎を燃やす炎──なかなか面白いものをみせてもらった」

　レン・アッシュベルは呟つぶやきながら、力尽きて倒れたクレアに近付いた。

「やはり、〈闇やみの精霊姫〉に相応ふさわしいのは──」

　その指先が、そっとクレアの頬ほおに触れようとした、瞬間──

　タッ──！

　一本の短剣が緋ひ色いろの仮面をかすめ、地面に突き立った。

「俺おれのご主人様に気安く触れるなよ──レン・アッシュベル」

「……っ!?」

　その声に、クレアは薄く目を開く──

「カミ……ト……」

　暗闇の奥から駆けてきたのは、〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を手にしたカミトだった。

「カゼハヤ・カミト──」

「てめえ、よくもクレアとリンスレットをっ……！」

　カミトは黒い双そう眸ぼうに怒りをたぎらせ、地を蹴けった。

「おおおおおおおおおおっ！」

　距離を一気に詰め、問答無用で光り輝く聖剣を振り下ろす。

　ほとばしる閃せん光こう。刃の擦こすれ合う音。

「……っ！」

　いつの間に召喚したのか──

　レン・アッシュベルの手には、燃え立つ炎の剣が握られていた。

「精霊魔装エレメンタルヴアツフエ──いえ、あれは精霊魔術で造った剣……」

　クレアは慄りつ然ぜんとして呟いた。最強クラスの精霊魔装である〈テルミヌス・エスト〉を、精霊魔術の剣で止めるとは──

　いったい、どれほどの神威カムイをこめて創成したものなのか。

　暗闇に閃ひらめく火花。一合、二合とめまぐるしく激しく打ち合う。

「そんなもので、エストを受けきれるかよ！」

　三合打ち合ったところで、レン・アッシュベルの炎の剣が砕け散った。

　カミトはさらに踏みこみ、神速の斬撃を放つ。

「数日前よりも格段に動きがいい。さすがに、覚かく醒せいを待たずして〈ネペンテス・ロア〉を倒しただけのことはある──」

　仮面の奥で呟つぶやくレン・アッシュベル。その姿が突然、陽炎かげろうのように消失する──

　カミトの剣はむなしく虚こ空くうを薙ないだ。

「……逃げるのか？」

「決勝まで上がってこい、カゼハヤ・カミト」

　暗くら闇やみに包まれた森の中に、彼女の声が響きわたる。

「──そこでおまえは、三年前の真実を知るだろう」
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　精霊の蠢うごめく、真夜中の森の中──

　意識を失ったクレアを背負い、カミトは歩いていた。その横には、同じく意識のないリンスレットを乗せたフェンリルが、ピッタリとくっついている。

　緋ひ色いろの仮面の精霊使い──もう一人の〈最強の剣舞姫レン・アツシユベル〉との一瞬の邂かい逅こう。

　わずかに剣を打ち合わせただけで、カミトは痛感させられた。

（あれは、本物の化け物だ……）

　少女の姿をしているが、間違いなく、あのネペンテス・ロア以上の怪物。

　剣技も神威カムイの強大さも桁けた違ちがいだ。

（おまけに、あいつは契約精霊すら召喚せずに、この二人を圧倒していた）

　首筋を冷たい汗がつたう。

（三年前の力を取り戻したところで、俺おれは……）

　左手の〈精霊刻印〉がズキリと疼うずいた。

　数刻後、〈チーム・スカーレット〉の拠点に戻ってくると──

「カミト、その二人はどうしたのだ！」

　出迎えたエリスが驚きの声をあげた。

「……ああ。悪いが、手を貸してくれ」

　エリスにいきさつを話しながら、二人をテントの中のベッドに寝かせる。

「あの二人は？」

「リンファ皇女は儀式魔術でシェーラ・カーンの居場所を探っているところだ。シャオ・フーは彼女に付き添っている」

「……さすがに、時間がかかるか」

　カミトとしては、一刻も早くフィアナの救出に向かいたいのだが──

「様子を見に行ってこよう。カミトは二人に付いてやっててくれ」

　そう言うと、エリスはテントを出て行った。

「……」

　残されたカミトは、治癒の精霊鉱石を起動し、二人の手に握らせる。

　ひどい火傷やけどを負ったクレアの両手を、スカーレットがいたわるように舐なめていた。

（……どういうことだ？　炎使いのこいつが、自分の炎で火傷するなんて）

　考えられるのは、精霊魔術の暴発だが──

　まさか、クレアがそんな初歩的なミスをするとも思えない。

　しばらくして、クレアが先に目を覚ました。

「ん、カミ……ト……？」

　痛みに顔をしかめながら、ゆっくりと半身を起こす。

「動いて大丈夫なのか？」

「ええ、ずいぶん手加減されていたみたい。彼女にとって、さっきの戦いは本当に戯れにすぎなかったんでしょうね」

　クレアは悔しげに唇を噛かんだ。

「フィアナの居場所はわかったの？」

「ああ。フィアナを攫さらったのは、〈煉獄の使徒チーム・インフエルノ〉のシェーラ・カーンだ。今回の件は、おそらくシェーラの独断。あいつらも一枚岩じゃないってことだな」

「でも、どうしてフィアナを攫ったのかしら？」

「……たしかに、〈魔石〉を奪うのが目的ってわけじゃなさそうだな」

　カミトは顎あごに手をあて──

「そういえば、シェーラの使い魔が、よくわからないことを言ってたな。フィアナが〈闇やみの精霊姫〉に相応ふさわしいとか、なんとか……」

「……〈闇の精霊姫〉？」

　クレアの眉まゆがピクッと跳ねあがる。

「知ってるのか？」

「何かで読んだ覚えがあるわ。たしか、実家の封印書庫にある禁書だったかしら。エルステイン家は代々、〈精霊姫〉を多く輩出してきた家柄だから、精霊姫の伝承に関かかわる禁書の類たぐいがたくさん秘蔵されてるのよ。えっと、たしか……」

　クレアはこめかみに人差し指をあて──

「〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉を統すべる精霊王は、本当は六柱いて、だとすれば、その精霊王に仕える〈精霊姫〉がいるはずだっていう学説よ。もちろん、〈神しん儀ぎ院いん〉には認められていない、異端の説だけどね」

「六番目の精霊王……」

　カミトの胸がざわついた。

　脳裏に思い浮かんだのは、因縁めいたあの名前。

　悠ゆう久きゆうの過去に存在を抹消されたという、闇の精霊王──〈レン・アッシュドール〉。

　実在すらも疑わしいその存在が、なぜ、いまになって──

「……んっ、カミト……さん……」

　意識を失っていたリンスレットの唇が、かすかに動いた。

「リンスレット？」

「……ぁんっ、カミトさん、どこを触っていますの、えっちですわ！」

「なっ!?」

　……寝言だろうか。なんだかとんでもない夢を見ているようだ。

「あ、ああ、あんた、夢の中でまで、なにやってるの……？」

　クレアがものすごい目で睨にらんでくる。

「ま、まて、それはさすがに冤えん罪ざいだ！」

「ふぁっ、そ、そんな、クレアと二人まとめてなんて、ぁんっ……」

「ちょ、ちょっと、あんたもなんて夢見てるのよ！　さっさと起きなさい！」

「クレア……それに、カミトさん？」

　顔を真まっ赤かにしたクレアが肩を揺すると、リンスレットはパチッと目をさました。

「やれやれ……」

　カミトがほっと安あん堵どの息をつく。

　と、そのとき。テントの入り口が開いてエリスが入ってきた。

「リンファ皇女の念視の準備ができたそうだ。泉に集まってくれ」

　──全員が泉に集まると、虹にじ色いろに輝く精霊魔装エレメンタルヴアツフエ〈神仙羽衣セラフイム・フエザー〉を纏まとったリンファが、最後の儀式演舞を奉納しているところだった。

　子供っぽい印象のある皇女様だが、いまの姿は神こう々ごうしささえ感じさせるたたずまいだ。

　彼女は泉に向かって一礼すると、静かにこちらを振り向いた。

「──これから、魔女の巣を念視する。よく見ておくのじゃぞ」

　全員、無言でこくっとうなずく。

　リンファは精霊語の祈き祷とうを呟つぶやくと、遠見の魔術を発動させた。

〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉の空間そのものに干渉し、対象の位置を映し出す高位の魔術だ。

　……しばらくして、風もないのに水面が揺らぎはじめる。

　月明かりを反射する泉に、どこか遠くの景色がぼんやりと浮かび上がってきた。

　カミトたちは鋭い視線を水面にそそぐ。

　鬱うつ蒼そうと茂る森。無惨に朽ち果てた石柱群。苔こけむして蔦つたの生えた岩壁には、ところどころ剥はがれた彫刻の痕こん跡せきが残っている。

　──どうやら、旧ふるい祠ほこらの遺跡のようだ。

「映っているのは、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉のフィールドの景色なんだよな？」

「うむ、そのはずじゃ」

「ねえ、ここって、ひょっとしてあそこじゃない？」

　クレアが声をあげた。

「あそこ？」

「ほら、〈破烈の師団〉が、〈拠点〉として使っていた遺跡──」

「あ、そうか！」

〈破烈の師団〉との同盟交渉に向かったとき、クレアと雨宿りした場所だ。

　あの場所は、ネペンテス・ロアに破壊されていたはずだが、新たに結界を構築して再利用したということか。

「まずい、あちらに気づかれたようじゃ！」

　突然、リンファが声を上げた。

　瞬間、水面が激しく揺れて映像が乱れ、やがて消失してしまった。

「……なにが起きたんだ？」

「うむ、どうやらあの魔女に悟られてしまったようじゃ」

「場所がわかれば十分だ、乗りこむぞ！」

「ええ！」

　カミトの言葉に、全員が力強くうなずいた。
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「うふふ、どうやら、この場所を嗅かぎつけたみたいね」

　粘つくような闇やみに閉ざされた、空洞の中で──

　シェーラ・カーンが唇を歪ゆがめて微笑ほほえんだ。

「カミト君……たちが……？」

　朦もう朧ろうとした意識の中で──フィアナは彼の名前を呟つぶやく。

　数時間にわたって精神を嬲なぶられ続けた彼女は、心身ともにひどく衰弱していた。

　だが、虚うつろに揺らいでいたその双そう眸ぼうに、かすかな光が戻ってくる。

「……本当にたいしたものね。この私の精神支配に耐え続けるなんて」

　皮肉げに言うと、魔女はフィアナの顎あごに手を添えた。

「……っ!?」

「けれど、残念ね。あなたの希望を目の前で潰つぶしてあげる。そうすれば、さすがのお姫様も堕おちるでしょう？」

　くすくすと愉たのしそうに嗤わらい、やわらかな肌に爪つめをたてる。

　赤い血がつーっとフィアナの頬ほおを流れた。

「あなたの相手はまたあとでね。もてなしの準備をしなくてはならないから」

　シェーラはくるっと踵きびすを返すと、空洞の中心部へ歩いていく。

　石の床に、巨大な魔術方陣が刻まれていた。

　両腕を掲げ、長い精霊語の祈き祷とうを呟つぶやく。

　途端、魔術方陣が禍まが々まがしい真しん紅くに輝き、遺跡が鳴動しはじめた。

「これ……は……!?」

　フィアナがハッと目を見開く。

「ふふ、この遺跡は、かつて強大な精霊を召喚する〈門〉として使われていたのよ」

　ズズズ……ズ……ズズ……ズズズズ……！

　魔術方陣の中心から、おぞましい怪物の姿をしたものどもが這はい出てくる。

　一体、二体、三体……いや、その数は際限なく増え続ける。

　その精神構造の異質さ故ゆえに、人間には決して使役できないとされる魔精霊の群れが。

「──来きたれ、血塗られし我が宴うたげに！　欲深き深しん淵えんの亡者どもよ！」

　魔精霊使いデモン・キヤスター──シェーラ・カーンがくすりと嗤わらった。

「さあ、お客様を丁重にもてなしなさい。私の可愛かわいい子供たち」






第九章　万魔殿






　──あれから、数刻。

　カミトたちは、かつて〈破裂の師団〉の拠点だった遺跡の前にやってきた。

「本当にここなのか？」

「……ええ、間違いないわ」

　半信半疑で訊たずねるエリスに、クレアは息を呑のんだ。

　エリスが疑問を抱くのも無理はない。遺跡の周囲は、精霊使いが結界を築くのに相応ふさわしくない、禍々しい気配に満ちていたからだ。

「前に来たときとは、ずいぶん様子が違うな……」

　カミトは腰の〈テルミヌス・エスト〉に手をかけながら、足を踏み入れる。

「ここはもう魔女の結界の中よ──気をつけて」

「まるで蜘く蛛もの巣だね。空気が淀よどんでる」

　シャオが吐き捨てるように言った。

　精霊使いが周到に構築した〈拠点〉に乗りこむのは、堅けん牢ろうな城を攻めるのと同じだ。生半可な戦力差では落とせない。

（とくに、儀式魔術を得意とする姫ひめ巫み女この構築した〈拠点〉はな──）

　踏み出した足が沼に沈むような錯覚を覚えながら、カミトは前に進んでいく。

　遺跡の入り口が、誘うように暗い口こう腔こうを開けていた。

「……まるで、伝説にある〈万魔殿パンデモニウム〉ね」

　クレアが呟つぶやいた、その瞬間──

「……っ、なにか来る!?」

　カミトが足を止め、漆しつ黒こくの夜空を振り仰いだ。

　刹せつ那な、上空に無数の魔術方陣が出現──周囲が真しん紅くの輝きに覆い尽くされる。

　そして──

　無数の魔術方陣の中から、押し寄せるようにあらわれる、異形の群れ。

　幾本もの腕を生やした巨大な目。けたたましく嘲あざ笑わらう燃える頭ず蓋がい骨こつ。のたうつ不定形のアメーバ。腕や肩から首の生えた巨人。膨張と収縮を繰り返す球形の影──

「……魔精霊じゃ！」

「あたしたち〈四神スーシン〉も、これに壊滅させられたんだ！」

　リンファを庇かばうように、シャオが精霊魔装エレメンタルヴアツフエ〈神虎牙シン・フーガ〉を構えた。

「けど、この数は……あのときとは比べものにならない！」

　何十、何百、何千──魔精霊の群れは際限なく増殖を続け、黒い雲うん霞かとなって遺跡の周囲を覆い尽くしている。だが、いかに魔精霊使いデモン・キヤスターと呼ばれるシェーラ・カーンといえど、これほど大量の魔精霊を召喚するのは不可能なはずだ。おそらく、この古代遺跡そのものが、召喚装置の機能を持っているのだろう。

「凍いてつく氷牙よ、穿うがて──〈魔氷の矢弾フリージング・アロー〉！」

　リンスレットの放った氷の矢弾が、数十体の魔精霊を片っ端から撃ち落とす。

　だが、その程度では焼け石に水だ。増殖する数のほうがはるかに多い。

「……まいったわね。こんな数を相手にしてたら、キリがない！」

　クレアも炎の鞭フレイムタンで敵を焼き払いながら叫ぶ。

「……」

　カミトは、雲霞のような群れを睨にらみながら、少し考えて、

「なあ、提案があるんだが──」

「なに？」

「こいつらは俺おれが引き受ける。クレアたちはフィアナの救出に向かってくれ」

　殺到する魔精霊を一太刀で斬きり伏せながら、カミトは言った。

「……っ、だめよ！　いくらカミトだって、これだけの数は──」

「すぐに神威カムイが尽きて、精霊魔装を使えなくなってしまいますわ！」

　クレアとリンスレットがすぐに反論する。

　たしかに、莫ばく大だいな神威カムイを消耗するのは、〈テルミヌス・エスト〉の唯一の弱点だ。

　──しかし、カミトには考えがあった。

「大丈夫だ。こっちには儀式演舞に長たけた皇女様がいるからな」

「うむ、妾わらわに任せるがよい」

〈麒き麟りん〉の精霊魔装エレメンタルヴアツフエ〈神仙羽衣セラフイム・フエザー〉を纏まとったリンファが、薄い胸を叩たたいた。

「この〈拠点〉の地脈を逆に利用して、祝福を与えるのはたやすいことじゃ」

「リンファ様の護衛はあたしがする。カミトは奴やつらの殲せん滅めつに専念してくれ」

　シャオの〈神虎牙シン・フーガ〉が、祠ほこらの入り口に立ちはだかる魔精霊の群れを薙なぎ倒す。

「……わかったわ。ここはカミトたちに任せる。行くわよ！」

　決断してからの行動はさすがに早い。クレアは短くうなずくと、エリス、リンスレットと共に祠の入り口めがけて駆けだした。

「フィアナを頼む！」

「ええ、必ず連れ戻してくるわ！」

　三人の姿が祠の奥に消えるのを見送って──

　カミトは一瞬だけ、肩の力を抜いた。

「さて、これで存分に彼女の剣技を使えるな──」

　かわいた唇を舐なめ、ニッと不敵な笑みを浮かべる。

「……さあ、こいよ三下ども。いくらでも相手になってやる」

　つぎの瞬間、数百体にもおよぶ魔精霊が、カミトめがけて殺到した。
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「──凶まがツ風よ、狂え！」

「消し炭になりなさいっ、火炎球フアイアーボール！」

　怒ど濤とうのように押し寄せる風の刃が、通路にひしめく魔精霊の群れを薙ぎ払う。その旋風を巻きこむように、灼しやく熱ねつの劫ごう火かが荒れ狂った。

　祠の中にも夥おびただしい数の魔精霊がいたが、その数は外よりもはるかに少ない。泡ほう沫まつのように出現する魔精霊を殲滅しながら、クレアたちは通路を駆け抜けた。

「カミトは大丈夫だろうか？」

「あいつなら心配ないわ」

　不安そうな声を洩もらすエリスに向かって、クレアは首を振った。

（……そうよ、あいつは絶対に負けない）

　脳裏にカミトの顔を思い浮かべた瞬間、なぜか、クレアの頬ほおが熱く火ほ照てった。

　トクン──と、胸の鼓動が高まる。

（……っ、ち、違うわっ、こ、これは、そういうのじゃないんだからっ！）

　否定するようにぶんぶん首を振る。

（も、もうっ、フィアナが変なこというからよ……）

「クレア、どうしましたの？」

「な、なんでもないわっ！」

　クレアは炎の鞭フレイムタンを振るい、目の前の魔精霊をまとめて吹き飛ばした。

　硬い靴音を響かせながら、三人はどこまでも続く長い通路を走り続ける。

「……こんなに大きな遺跡だったなんて」

　はたして、こんな広い場所でフィアナを探し出せるだろうか。

　不安になった、そのとき──

　突然、通路が開け、目の前に広大な広間があらわれた。

「気をつけて。罠わながあるかもしれないわ」

　クレアが手を掲げ、精霊魔術の光をかざす。

　と、広間の奥に、うずくまって倒れている人影があった。

「……誰だれ!?」

　警戒するように、炎の鞭を構えるが──

「待って……私よ！」

「……フィアナ!?」

　床に伏していたのは、制服を切り刻まれたフィアナだった。

「あ、あんた、どうしたのよ！」

「怪け我がをしていますの？」

　すぐに駆け寄る三人。

　フィアナは申し訳なさそうに目を伏せて、

「ええ、隙すきを見て、なんとか逃げ出してきたんだけど、足が──」

　痛みに顔をしかめる彼女。片方の足を挫くじいたようだ。

「立てる？」

「……え、ええ」

　フィアナが伸ばした手を、クレアは掴つかもうとして──

　ふと、違和感を覚える。

（──違う！）

　クレアは素早く手を引き、後ろに跳んだ。

　刹せつ那な、鋭い短剣の刃が、首の皮一枚のところをかすめる。

「……っ、あんた、フィアナじゃないわね！」

「ふふっ、さすがは〈災禍の精霊姫カラミテイ・クイーン〉の妹君、勘が鋭いわね」

　途端、フィアナの姿が蜃しん気き楼ろうのように揺らめき──

　肌も露あらわな衣装を纏まとった、美しい少女が姿をあらわした。

「……シェーラ・カーン！」

　鋭く叫び、クレアが炎の鞭フレイムタンを放つ。

　燃え盛る紅ぐ蓮れんの炎が、魔女に向かって襲いかかる──

「あら、気の短い娘こね。出いでよ──魔精霊〈嘲笑う混沌バルダンデルス〉よ！」

「……っ!?」

　シェーラの影の中から、やせ細った無む貌ぼうの人形が這はい出てくる。

　人形は契約者マスターをかばうように両手を広げると──

　炎の鞭にあえなく吹っ飛ばされた。

「……え？」

　防御されることを予想していたクレアは、拍子抜けして動きを止める。

　壁に叩たたきつけられ、ぐにゃりと歪ゆがむ木で偶く人形。紅蓮の炎に焼かれ、黒い金属のような外皮が溶けていく。激しくもがき、炎から逃れようとする、そこへ──

「凍いてつく氷牙よ、穿うがて──〈魔氷の矢弾フリージング・アロー〉！」

　無数の氷の矢弾が降りそそぎ、その腕を打ち砕いた。

（……あれが、あの〈魔精霊使いデモン・キヤスター〉の契約精霊なの？）

　──それにしては、あまりに弱い。

（なんだか、かえって不気味な感じが……）

「たった一人で、わたくしたちに勝てると思っていますの？」

「ふふ、〈嘲笑う混沌バルダンデルス〉の真価は、力ではなく、その能力にあるのよ──」

　リンスレットの放つ氷の矢弾をかわしながら、魔女は契約精霊の展開式レリーズを紡ぐ。

「──汝なんじ、最も弱く最も強き者よ、我が命に応じ、いまここに形を成せ！」

「……させないっ！」

　エリスが地を蹴けって〈風翼の槍レイ・ホーク〉を突き込むが、一瞬、遅い。

　魔女の手にあらわれる、白しろ無む垢くの仮面。

「精霊魔装エレメンタルヴアツフエ──〈混沌の仮面プロテウス・マスクス〉」

　刹せつ那な、赤い唇を歪めたシェーラの姿が、蜃気楼のように歪む。

　そして──

「……っ!?」

　三人は同時に息を呑のんだ。

　そこにいたのは──

　艶つややかな黒髪。神秘的な漆しつ黒こくの目をした──美しい少女だった。

　裾すその長い、儀礼装束のような異国風の衣装。

　その左手に握られた、禍まが々まがしいオーラを放つ闇やみの魔剣。

「そん……な……」

　三年前の精霊剣舞祭ブレイドダンスの優勝者。

　──〈最強の剣舞姫レン・アツシユベル〉が、そこにいた。





　　　　◇






「おおおおおおおおおおっ！」

〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉が弧を描いて閃ひらめき、魔精霊の群れをまとめて薙なぎ払う。

　襲いくる異形の群れを、カミトは、斬きって、斬って、斬りまくった。

「……あ、あやつ、本当に人間か？」

　その鬼神のごとき剣けん舞ぶに、儀式演舞を舞うリンファが目を見はる。

　剣舞を舞いはじめてからすでに十数分──テルミヌス・エストの輝きは衰えない。

　大地に描かれた魔術方陣が、〈地脈〉を通じてカミトに力を与えているのだ。

「──とはいえ、さすがにこの数は、さすがにしんどいな」

　カミトは苦笑しながら、また数体を斬り伏せた。

　すでに数百体以上を斬っているが、魔精霊の群れは一向に減る気配がない。

（クレアたちが戻るまで、体力がもつかどうか……）

　と、背後に襲いくる敵の気配を感じ、振り向きざまの斬撃を放つ──

　だが、その斬撃はむなしく空を斬った。

「なっ!?」

　一瞬速く放たれた黒い雷撃が、目の前で魔精霊を消し炭にしたのだ。

（シャオの援護か？　いや、いまの精霊魔術は──）

　ハッとするカミトの鼻先に、はらりと一枚の黒い羽が舞い落ちる。

「大変そうね、カミト。私が手伝ってあげましょうか？」

　耳をくすぐるような可か憐れんな声。

　夜の闇を梳すいたような黒髪が、風になびいて揺れている。

　闇色のドレスをはためかせ、舞い降りてきたのは、黒翼の天使だった。

「レスティア……」

「こんばんは、カミト」

　カミトが唖あ然ぜんとしていると、闇やみ精せい霊れいの少女はくすっと微笑ほほえんだ。

「ようやく、この姿をとれる程度には力を回復したわ。まだ本調子にはほど遠いけれど、下級精霊ふぜいと遊ぶくらいの力はあるわよ」

「……おまえ、ひょっとして、手伝ってくれるのか？」

「ええ。こんな雑ざ魚こを何匹相手にしたところで、あなたが覚かく醒せいする役にはたたないでしょうしね。戯れにつきあってあげるわ」

　レスティアは指先から黒い稲妻を放ち、数体の魔精霊を消し炭に変えた。

「俺おれの剣にはなってくれないんだな」

　かつての相棒にそんな軽口を叩たたくと──

「あら、私は嫉しつ妬と深ぶかいのよ。まずはその聖剣との契約を破棄しなさい」

「──悪いが、それは無理な相談だ」

「……愚かね」

　レスティアは拗すねたように頬ほおを膨らませ、鬱うつ憤ぷんを晴らすように魔精霊の群れを睨にらむ。

「竜の鱗うろこすら打ち砕く闇やみの雷刃よ、我が敵を打ち滅ぼせ──〈魔雷の剣嵐アーク・ブラスト〉！」

　瞬間、無数の稲妻が天から降りそそぎ、周囲の魔精霊をまとめて薙なぎ払った。

「お、おまえ、あいかわらず容赦がないな……」

　頬をひきつらせるカミト。レスティアはふたたび振り向くと、

「ねえ、聞いているかしら──伝説の聖剣さん？」

　挑発するように語りかけた。

　と、カミトの握る〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉が、ひときわまばゆい閃せん光こうを放つ。

　まるで、レスティアに対抗心を抱いているかのように。

「私とどちらが多く倒せるか、勝負しない？」

　手にした白銀の剣が、さらに輝きを増した。





　　　　◇






　──遠く、かすかに剣けん戟げきの音が聞こえてくる。

（カミト君たちが戦っているのね……）

　鎖に繋つながれたフィアナは唇を強く噛かんだ。

　精霊契約の力を封じられている以上、自分は無力な少女でしかない。

　王子様に救われるのをただ待っている、囚とらわれのお姫様。

（そんなの、嫌よ……！）

　激しく身をよじると、金属製の枷かせが手首に食いこんだ。

　いっそ自分の〈魔石〉を砕いてしまえば、チームメイトに迷惑をかけずにすむのだろうが、両腕を拘束されていては、それさえもできない。

（いえ、たとえ駆けつけることができたとしても、私は──）

　かえって足手まといになるかもしれない。そんな不安が脳裏をよぎる。

　そのとき、ふいに──空洞の中に硬い靴音が響いた。

「……誰だれ？」

　暗くら闇やみに向かって声をあげる。

　シェーラではない。あの魔女はカミトたちを迎え撃っているはずだ。

　と、暗闇に小さな炎が灯ともった。

　揺れる明かりに照らしだされたのは──緋ひ色いろの仮面。

「……レン・アッシュベル!?」

　驚きに目を見開くフィアナ。仮面の少女は無言でこちらに近付いてくる。

「なにを──」

「動くな。腕を消し炭にしたくなければな」

　彼女はつぶやくと、炎を宿した手で手て枷かせに触れた。

　精霊契約の力を封じていた枷は、たやすく溶けて地面に落ちる。

　支えを失ったフィアナの身体からだは、そのまま床にくずおれた。

「どう……して……？」

「おまえは私の〈計画〉の要だ。魔女ごときにくれてやるつもりはない」

　言い捨てて、立ち去ろうとする仮面の少女。

　と。

「待って……待ちなさい、レン・アッシュベル！」

　フィアナはよろめきながら、彼女の腕を必死に掴つかんだ。

　──ここで行かせてはだめだ。

　彼女がカミトに対して何をしようとしているのか、聞き出さなくてはならない。

　冷たく見下ろす緋色の仮面を睨にらみつける。

「シェーラ・カーンが言っていたわ、カミト君が〈魔王の後継者〉だって。それに、私とクレアが〈闇の精霊姫〉の候補ってどういうこと？」

「……」

「あなたは、カミト君になにをしようとしているの？」

「魔女が余計なことを喋しやべったか──」

　仮面の奥で、忌いま々いましげな呟つぶやきが洩もれる。

「ふざけ、ないで……カミト君は、あなたたちの道具じゃないのよ！」

「カゼハヤ・カミトは私の切り札だ。──きたるべき戦争のためのな」

「どういうこと……？」

「いまのおまえに、それを聞く資格はない。〈喪失の精霊姫ロスト・クイーン〉よ」

　つぎの瞬間、フィアナの身体が宙に浮いた。

　彼女の腕を掴んだまま、身体ごと石の床に叩たたきつけられたのだ。

「……くっ、ぁ……！」

　全身の骨が砕けるような激痛。しかし、フィアナは彼女の腕を離さない。

「ほう？」

「……行かせないわっ、カミト君のことを話してくれるまでは！」

　声が震えていた。彼女の纏まとう凄すさまじい圧迫感に、心臓が激しく脈打つ。

　それでも、この手だけは離すまいと心に決めて──

「あのときとなにも変わっていないな、おまえは」

「……え？」

　レン・アッシュベルの声こわ音ねが変わった。

　──無関心から、かすかな憎悪へと。

「力無き者の戯ざれ言ごとには、虫むし酸ずが走る」

　すさまじい力で腕を振りあげ、フィアナの身体からだを何度も地面に叩たたきつける。

　だが、フィアナは意識を失いそうになりながらも、まだ手を離さなかった。

「わかるわ……あなたも、かつて守れなかったものがあるのね」

「……なに？」

「大切なものを守るための力がなくて、絶望したことが！」

　フィアナは喘あえぐように叫んだ。

　──四年前。〈火の精霊王〉の大だい祭さい殿でんが劫ごう火かに包まれた、あの日。

　尊敬する、大切なあの人を止めることができなかった。

　恐怖に心を折られ、精霊使いとしての資格も失った。

「そうだ。力無き者は、なにも守れない──！」

　レン・アッシュベルの腕から激しい炎がほとばしった。

　逆巻く熱風がフィアナの身体を強引に弾はじき、壁に叩きつける。

「か……はっ……！」

「──あのとき、私は警告したはずだ。二度と私の前にあらわれるなと」

「なん……ですって……？」

　かろうじて残っている意識の中で、フィアナはハッと気づいた。

　いまも脳裏に鮮やかによみがえる、あの日の光景。

『フィアナ・レイ・オルデシア──二度と私の前にあらわれるな』

　燃え盛る劫火の中、叛はん逆ぎやくの〈精霊姫〉となった彼女はたしかに、そう告げた。

「嘘うそ……あなたは、まさか!?」

「──四年前と同じだ。おまえは、私を止めることはできない」

　真しん紅くの仮面の奥、燃える炎のような瞳ひとみがフィアナを射い貫ぬく。

　クレア・ルージュの眼めと同じ紅玉の双そう眸ぼうが。

　では、彼女の正体は──

「……ますます、あなたを行かせるわけにはいかなくなったわ」

　フィアナはよろめきながら立ち上がった。

「クレアは……あの娘こは、あなたに会うためにここまできたのよ！」

「……」

　沈黙。いや──

　仮面の奥の表情は覗うかがえないが、彼女の圧倒的な気配が揺らいだような気がした。

　痛む肩を押さえながら、フィアナは一歩一歩、歩いていく。

「四年前の私とは違うわ。だって──」

　いまは一緒に戦う仲間がいる。決して退ひけない理由がある。

　ここで退けば、自分はまた〈喪失の精霊姫ロスト・クイーン〉に戻ってしまう。

「私は、あのときと同じ後悔は繰り返さない！」

　凜りんとして、レン・アッシュベルの前に立ちはだかった。

「愚かな。ならば、もう一度思い出すがいい。絶望に塗り込められた、あの日の焔ほのおを」

　熱を帯びた風が震える。轟ごう々ごうと逆巻く炎が彼女の手に生まれる。

　クレアが得意とする炎属性の精霊魔術──〈火炎球フアイアーボール〉。

　だが、その熱量と大きさはクレアのものとは比較にならない。

「……っ!?」

　フィアナの全身から冷たい汗が噴き出した。

　足がすくんで動けない。けれど、退くわけにはいかない。絶対に。

「力無きことを悔いるがいい、〈喪失の精霊姫〉よ！」

　すべてを焼き尽くす紅ぐ蓮れんの炎が放たれた。

　フィアナは眼めを閉じ、脳裏に彼女の姿を思い浮かべる。

　──三年前、すべてをあきらめていた自分に勇気をくれた〈最強の剣舞姫〉の姿を。

　──傷つきながら、仲間を守るために剣を振るう、カゼハヤ・カミトの姿を。

　あの炎は、防御魔術では受けきれない。騎士精霊の鎧よろいですら溶かしてしまうだろう。

　なら、一いちか八ばちか──賭かけるしかない。

「汝なんじは我が剣、汝は我が盾、無窮の光を掲げ、闇やみを祓はらう者──！」

　襲いくる炎を受けとめるように両手を掲げ、召喚の詞ことばを叫ぶ。

　広間の暗闇を塗りつぶすような、莫ばく大だいな閃せん光こうが生まれた。

　爆散した光の障壁は炎を吹き散らし、レン・アッシュベルの身体からだが一瞬、押される。

「でき、た……？」

　信じられない──という表情で、フィアナは喘あえぐように呟つぶやいた。

　その両手には、眩まばゆい輝きを放つ美しい細剣レイピアが握られている。

　もともと、精霊魔装エレメンタルヴアツフエを展開するだけの修練は、十分に積んでいた。

　彼女が〈喪失の精霊姫ロスト・クイーン〉となる切っ掛けとなった、四年前の事件。

　心の奥底で、熾おき火びのように燻くすぶっていた心の傷。

　いま、それを完全に断ち斬きったことで、契約精霊の本来の力が解放されたのだ。

「〈神しん儀ぎ院いん〉の姫ひめ巫み女このおまえが、〈精霊魔装エレメンタルヴアツフエ〉を具現化するか──」

　レン・アッシュベルの声には、驚きと称賛がこもっていた。

「──なるほど、さきほどの言葉は取り消そう……くっ!?」

　突然、片手で心臓を押さえ、彼女は地面に膝ひざをついた。

「……え？」

「……時間か。忌いま々いましい肉体だ」

　苦しげに喘あえぎながら立ち上がると、暗くら闇やみの奥へ去ろうとする──

「ま、待って！」

　フィアナはすぐに追いかけようとするが、その行く手を激しい炎が阻んだ。

　足を止めたのは一瞬。──だが、炎が消えたそのあとには、もう彼女の姿はなかった。

「……先輩。どうして、あなたが……」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた、そのとき。

　遠く、甲かん高だかい剣けん戟げきの音が響きわたった。






第十章　最強の剣舞姫






　レン・アッシュベル──〈最強の剣舞姫〉。

　彼女の剣けん舞ぶに憧あこがれて、強い精霊使いになろうと心に決めた。

　彼女を目標にしていたから、辛つらいときも諦あきらめなかった。

　ずっと、憧れの存在だった。

　いつか、彼女と剣舞を舞うことを夢見ていた。

「──悪趣味ね、シェーラ・カーン」

　クレアは、眼がん前ぜんにあらわれた敵を──

〈最強の剣舞姫〉の姿を模した魔女を、鋭く睨にらみつけた。

「その姿をとれば、あたしたちの攻撃が鈍るとでも思っているの？」

　艶つややかな夜色の髪。神秘的な闇をたたえた双そう眸ぼう。

　凜りんとした鋼はがねのような、それでいて、たおやかな花のように可か憐れんな容姿。

　目の前にいる少女の姿は、見み紛まがうことなく、憧れの剣舞姫そのものだ。

　だが、本物とは明らかに違うところに、クレアは気づいた。

　嘲あざ笑わらうように歪ゆがんだ、その表情。

（……あたしの憧あこがれたレン・アッシュベルは、あんな顔は絶対にしない！）

　クレアは手にした炎の鞭フレイムタンを強く握った。

　エリスとリンスレットも動揺はしていない。

　それどころか、エリスはますます怒りをたぎらせている。

「おのれ……私のっ、私と義あ姉ね上うえの憧れを穢けがすかっ！」

〈風翼の槍レイ・ホーク〉の穂先に強烈な風が吹き荒れる。

　そう、たとえ姿を似せて動揺を誘おうとしたところで、そんなのは無意味だ。

　いかなる魔術を使おうと、彼女の気高さまでは模倣できない。

「ふふ、残念だけど、模倣したのは外見だけではないわ、火猫ちゃん。〈嘲笑う混沌バルダンデルス〉の能力を、ただの変化の魔術だとでも思っているのかしら？」

　レン・アッシュベルの姿をした魔女は、紅あかい唇をゆがめて嗤わらった。

「私の精霊魔装エレメンタルヴアツフエ〈混沌の仮面プロテウス・マスクス〉は、模倣した人物の力そのものを複製することができるのよ。契約精霊の力も、肉体が記憶している戦闘の技能もね」

「……っ、そ、そんなこと、できるはずが──」

「ふふっ、愚かねえ──！」

　シェーラ・カーンが無造作に、闇やみの魔剣──〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉を振り抜いた。

　刹せつ那な、刃の尖せん端たんから黒い雷火がほとばしり、地を奔はしって石壁を粉々に打ち砕く。

「……っ、その技は!?」

〈死を呼ぶ雷閃ヴオーパル・ブラスト〉──三年前の〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉で、数多あまたの精霊使いに恐れられた、レン・アッシュベルが得意とする魔剣技だ。

「まさか、本当に……」

「レン・アッシュベルの力を使えるというんですの!?」

　驚きよう愕がくの声を上げるエリスとリンスレット。

「さあ、剣けん舞ぶを舞いましょう、火猫ちゃん♪」

　最強の剣舞姫の似姿を模したシェーラが、闇の魔剣をぺろっと舐なめる。

「来るわよっ──！」

　クレアが叫んだ、刹那。魔女の姿が視界から消えた。

（……速い!?）

　音も、気配すら感じさせない、まるで影が移動してきたかのような錯覚。

　その動きは、まるで三年前の彼女の動きをトレースしているかのようだ。

「このっ！」

　クレアは最大威力で炎の鞭を振るった。灼しやく熱ねつの劫ごう火かが石の床を舐めるように奔はしる。

　激しく燃える炎の中に魔女の姿を見失う。

　だが、それで構わない。

（どうせ動きを捉とらえられないのなら、広範囲に焼き払ってしまえばいいのよ──）

　石床を鞭むちを打った反動で、素早く後方に跳んだ。

　これで少しは時間を稼げるはずだ。シェーラ・カーンが本当に彼女の剣技を複製しているなら、絶対に接近戦に持ちこまれてはならない。

　しかし、クレアの目もく論ろ見みは一瞬で崩れ去る。

（──そんなっ!?）

　シェーラは炎の中にはいなかった。

　跳躍したクレア自身の影に吸い付くように、身を伏せて接近していたのだ。

「凍いてつく氷牙よ、穿うがて──〈魔氷の矢弾フリージング・アロー〉！」

　リンスレットの放った矢弾が放物線を描き、石床につぎつぎと突き刺さる。

　遅い。リンスレットの射手の目でもシェーラの動きを捉えられないのだ。

　クレアの足が地面に着地した。瞬間、影に潜んでいた魔女がニッと嗤わらい──

「……このっ、火炎球フアイアーボール！」

「あはっ、とろいわよ火猫ちゃん♪」

　闇やみの魔剣がクレアの胸を斬きり裂いた。

「あああああああああっ！」

　駆けめぐる激痛に悲鳴がほとばしる。

　物質収斂マテリアライズされていない〈精霊魔装エレメンタルヴアツフエ〉によるダメージは通常、即座に精神ダメージに転換される。しかし、魔女は敢あえて、肉体へのダメージを純粋な痛覚に変換するように設定しているのだ。

「いい声で啼なくわね、ゾクゾクするわ」

　最強の剣舞姫の顔をしたシェーラの瞳ひとみに、嗜し虐ぎやく的な色が浮かぶ。

「おのれっ、よくもクレアを──凶まがツ風よ、狂え！」

　エリスが〈風翼の槍レイ・ホーク〉を振るい、風の刃を放つが──

「無駄よ。そんな技、レン・アッシュベルには通用しない──」

　シェーラは壁を蹴けって風の刃を回避、一瞬でエリスに肉薄する。

　高次立体移動の完成形──影縫い。暗殺者の使う体技の一種だ。

　正統な騎士の剣に慣れているエリスには、その変幻自在の動きを捉えられない。

〈風翼の槍〉の間合いに入ったシェーラは、剣けん閃せんを閃ひらめかせ、エリスの胸を甲かつ冑ちゆうごと貫いた。

「……ぁくっ！」

「あらあら、この程度なの？　オルデシア帝国の精鋭は」

　激痛によろめくエリスに、さらなる斬撃を放つ。

「燃え盛る炉ろの番人よ、その憤ふん怒ぬを解き放て──（焔獄の縛鎖フレイム・チエイン〉！」

　よろめきながら立ち上がったクレアが、螺ら旋せんを描く炎の鞭フレイムタンを放った。だが──

「なんてぬるい炎、本当に〈災禍の精霊姫カラミテイ・クイーン〉の妹なのかしら？」

　シェーラはふっと肩をすくめると、〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉をすっと構え、

「絶剣技、四ノ型──焔ほむら斬ぎり！」

　逆巻く炎を絡めとるように薙なぐ。

「スカーレットの炎を吸収した!?」

　数倍にも膨れあがった炎の刃が、クレアたちめがけて振り下ろされる。

「きゃああああっ！」

　吹き飛ばされ、壁に叩たたきつけられるクレア。

　エリスとリンスレットも、広間を覆い尽くす巨大な炎の渦に呑のみこまれた。

　クレアには炎精霊の加護があるが、エリスとリンスレットは──

　炎の渦が消滅したそこに、二人の身体からだは転がっていた。

「あっ……くぅ……」

　学院の制服はボロボロになっているが、かろうじて、まだ意識はあるようだ。

　倒れた二人のもとに、ゆっくりとシェーラが近付いていく。

「……っ、こ、の……！」

　クレアは必死に炎の鞭フレイムタンを振るおうとするが、壁に叩きつけられた衝撃で脳のう震しん盪とうを起こしたのか、指さえまともに動かせない。

「愚かね、おまえたちごときが、〈最強の剣舞姫〉に勝てるとでも思ったの？」

　シェーラは唇を酷こく薄はくに歪ゆがめると──

「やめ──」

〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉を、倒れたエリスの背中に突き立てた。

「くっ、あああああああああっ！」

　激痛に身をよじるエリス。広間にくぐもった悲鳴が響きわたる。

「あははっ、どう？　おまえたちが憧あこがれていた彼女にいたぶられるのは！」

「や、やめなさいよっ、エリスはもう戦えないわ！」

「ふふ、安心しなさい、命までは奪わないわ。けれど──」

　魔女は、あどけない少女の顔でくすっと微笑ほほえむと、

「この〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉、精霊使いの精神を破壊するのは禁じられていないのよねえ」

　エリスの身体から魔剣を引き抜きながら、今度はリンスレットの頭を踏みつけた。

「さあ、こっちのお嬢さんは、どんな声で啼なくのかしら」

「こっ──のおおおおおおおおおおっ！」

　刹せつ那な、クレアの掌てのひらから紅ぐ蓮れんの焔がほとばしった。

「私に炎は効かないと……なにっ!?」

　闇やみの魔剣を構えたシェーラの瞳ひとみに、動揺が走る。

　その焔ほのおが、先ほどまでの焔とはまったく違うものであることを、本能的に察したのだ。

「馬ば鹿かなっ、その焔は、あの女と同じ──」

　ひきつったシェーラの声は、紅ぐ蓮れんの焔に呑のみこまれた。





　　　　◇






「絶剣技──三ノ型、影月円舞！」

　光り輝く〈テルミヌス・エスト〉を閃ひらめかせ、異形の群れに飛びこむカミト。

　数十体を一気に薙なぎ払い、瞬しゆん転てんしては、また別の群れを薙ぎ払う。嵐の如ごとき斬撃のあとに残るのは、消滅する魔精霊どもの残光だけだ。

　と、それに対抗するかのように──

「魂すらも焼き尽くす黒き雷いかずちよ──〈闇魔閃雷ヘルブラスト〉！」

　闇やみ精せい霊れいの放った漆しつ黒こくの雷撃が、ほぼ同じ数の魔精霊を一撃で制圧した。

「やるわね、さすがは〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉──でも、私のほうが少しだけ多いわ」

　涼しげな顔で微笑ほほえむ闇精霊の少女。

　カミトの握る〈テルミヌス・エスト〉の刃が、むっとしたように明滅した。

「……ひさしぶりだな、レスティアと剣けん舞ぶを舞うのは」
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「そうね、私もつい大人げないことをしてしまったわ」

　そんな軽口を叩たたきながら──

　背中合わせに立つ、かつての〈最強の剣舞姫〉とその相棒。

　ほんの数分で、空を覆い尽くしていた魔精霊の群れは、ほぼ消滅していた。

「さて、私が力を貸してあげるのはここまでよ」

「レスティア？」

　振り向くと、闇やみ精せい霊れいの少女は儚はかなげな微笑みを浮かべていた。

「これはただの気まぐれ。──だって、私はあなたの敵なのだから」

　美しい黒翼を広げ、夜空に飛び立とうとする彼女。

「……っ、レスティア、俺おれはっ──」

　彼女に訊ききたいこと、伝えたい言葉がたくさんあった。

　三年前、彼女がカミトに託した、あの〈願い〉。

〈精霊王〉を暗殺して欲しいとは、どういうことなのか？

　そして、その〈願い〉は、どうなったのか──

　だが、宙に伸ばした手はすっと躱かわされて。

「……っ!?」

　その瞬間、カミトは目を見開いた。

　薔ば薇らの蕾つぼみのような可か憐れんな唇が──

　優しく、頬ほおに押しあてられていた。

「お、おまえっ、なにを……！」

「決勝戦で待っているわ、カミト」

　レスティアはそっと唇を離し、どこか哀かなしげな表情で微笑ほほえむと──

　黒い羽を散らして虚こ空くうに消えた。

「レスティア……」

　しばらく、呆ぼう然ぜんとして虚空をみつめていると、

「……痛っ！」

　右腕に鋭い痛みが走る。

「……エ、エスト!?」

　いつのまにか少女の姿に戻ったエストが、カミトの腕を無表情につねっていた。

「……」

「ど、どうしたんだよ？」

　……この剣精霊がこんなことをするのは、とてもめずらしい。

「ひょっとして、怒ってるのか？」

「いいえ、マスター。私は怒ってなどいません」

「呼び方が他人行儀になってる！」

　……なんだか、すごいショックだ。

　表情からはよくわからないが、どうやら、怒っているのは間違いないらしい。

「カミトの契約精霊は、この私なのですよ？」

「あ、ああ……よ、よくわからんが、悪かった」

　カミトがすりすり頭を撫なでると、エストは気持ちよさそうに目を細めた。

「ふぁ……ずるいです、カミト」

「カミト、なにしてるんだ。敵はまだいるんだぞ」

　近付いてきたシャオが呆あきれたように言ってきた。

「にしても、さっきの黒いドレスの娘はなんだ？　精霊──なのか？」

「俺おれのもう一人の相棒だよ」

　カミトは言葉少なに答えると、祠ほこらのほうに目を向けた。

　クレアたちは、まだ戻ってくる様子はない。

「……だいぶ数も減らしたし、ここはもう二人にまかせてもいいか？」

「ああ。この程度の数なら、なんとかできるよ」

「さすが〈四神スーシン〉のエース、頼もしいな」

　カミトは彼女と拳こぶしを打ち合わせる。

「わ、妾わらわもおるわっ、無視するでないっ！」

「ああ、わかったわかった」

　むーっと怒る皇女様の頭をぽんぽん叩たたいて、今度はエストの手をとった。

「……エスト、悪い。もう少しだけ、がんばってくれるか？」

「はい、カミト。──私はあなたの剣、あなたの望むままに」





　　　　◇






「はあっ、はあっ、はあっ……」

　クレアは肩で息をつきながら身を起こした。

　目の前では紅ぐ蓮れんの炎が轟ごう々ごうと渦巻いている。

　炎を燃やす炎──森の中で、レン・アッシュベルに放った炎と同じ炎だ。

　自分でも、どうやって放ったのかはわからない。

　あのときと同じだ。

　シェーラがリンスレットの頭を踏みつけた瞬間、頭の中のなにかが切れたのだ。

　精霊魔術を詠唱した覚えもない──ほとんど無意識に、無我夢中で放っていた。

（あたしに、こんな力があったなんて……）

　──これが、炎を司つかさどるエルステイン家の血筋なのだろうか。

「……やったの？」

　息も絶え絶えに立ち上がろうとした、刹せつ那な。

「……ぁくっ!?」

　炎の中から放たれた闇やみの雷撃が、クレアの身体からだを吹き飛ばした。

「ふ、うふふ、やってくれたわね……まだこんな力を残していたなんて」

　激しく燃える炎を踏みつけ、〈最強の剣舞姫〉の似姿を模した魔女が立ち上がる。

　どうやら、直撃は躱かわされたようだ。

（……っ、万事休すってとこね）

　床に倒れながら、クレアは指先をわずかに動かした。

　もう立ち上がる力もない。契約精霊を使役する神威カムイも完全に枯渇してしまった。

「愚かな火猫ちゃん、私、反抗されるのが大嫌いなのよ──」

　レン・アッシュベルの顔が嗜し虐ぎやく的な笑みをうかべ、

「おまえは、たっぷり時間をかけて痛めつけてあげるわ」

「ぅ……くっ……！」

　クレアは震える指先を握りしめた。

　……悔しい。許せない。

　あんなまがい物にも勝てない、弱い自分が。

　あの日の憧あこがれ、大切な想おもいを、土足で踏みにじられるような感覚。

（あたしは、本物の〈最強の剣舞姫〉の剣けん舞ぶを知っている──）

　それは、三年前に観みた光景。

　いまでも記憶の中に強く刻まれている。

（本物の彼女の剣舞は、あんなものじゃない──）

　もっと速く、もっと強く、もっと華麗で──もっと勇気をくれる剣舞だ。

　凜りんとして美しい彼女の横顔。

　記憶の中のその顔が、なぜか、クレアのよく知っている少年の顔と重なった。

（カミト……）

　近付いてくる足音。

　視界が霞かすみ、意識が遠のいていく。

　負けたくない。絶対に、負けられないのに──

　黒い魔剣の刃が頭上で閃ひらめく。

　刹那。

「──私の仲間から手を離しなさい、シェーラ・カーン！」

　まばゆい閃せん光こうが爆はぜ、広間を白い光で満たした。

「……なっ……ぐぅっ!?」

　視界を潰つぶされたシェーラが目を覆う。

（……これは、光精霊の目め眩くらまし!?）

　カラン──と、クレアの目の前に転がったのは、小さな精霊鉱石の欠片かけらだ。

（こんなものを使うのは……）

　クレアは目を擦こすりながら顔をあげた。

　広間の奥の扉を開け放ち、あらわれたのは──

「……フィアナ！」

　薄うす闇やみ色いろの瞳ひとみでシェーラを睨にらみつけるお姫様の姿だ。

　腰に手をあて悠然と立つその姿に、王女の品格が溢あふれていた。

「〈喪失の精霊姫ロスト・クイーン〉、どうやってあの枷かせから抜け出したの!?」

　視力を取り戻したシェーラが忌いま々いましげな声を上げる。

　フィアナはシェーラを無視して、倒れたクレアのもとに駆け寄った。

「クレア、ごめんなさい、私……」

「あ、謝る必要なんてないわ。助け合うのがチームメイトよ」

　照れたようにふいっと目を逸そらすクレア。

　フィアナは、きゅっと胸もとで拳こぶしを握り──

「……ありがとう」

　と、小さく呟つぶやいた。

「愚かねえ。雑ざ魚こが一人増えたところで、どうにもならないでしょうに」

　シェーラの嘲笑が広間に響く。

「くっ……」

　……悔しいが、否定できない。

　エリスとリンスレットはまだ意識を失っている。

　フィアナの〈ゲオルギウス〉は強力な精霊だが、それはあくまでチームの連携の中で運用した場合だ。単独では不利な戦況を打破するほどの力はない。

　だが。

「──それはどうかしら？」

　フィアナはすっと立ち上がると、

「汝なんじ、人の子の王に仕えし、剣聖の騎士よ──」

　騎士精霊を召喚する召喚式サモナルを唱えはじめる。

「汝は我が剣、汝は我が盾、無窮の光を掲げ、闇を祓はらう者──」

（……っ!?）

　クレアはハッと顔をあげた。

（違う、召喚式サモナルじゃない……まさか……！）

　フィアナの右手を中心に烈はげしい風が巻き起こる。

　黒髪をたなびかせる彼女の頭に、白銀に輝くティアラが顕現した。

　煌きらめく光のヴェールがフィアナの全身を覆い、清らかな光輝を放つ。

　そして──




「──其その銘は、〈無窮なる女王の城セイヴ・ザ・クイーン〉！」




　フィアナの右手に顕現したのは──

　精せい緻ちな細工のほどこされた、細剣レイピアだった。

　戦闘用の騎士剣ではない。儀式を奉納する際に使われる祭儀用の剣だ。

「精霊魔装エレメンタルヴアツフエ……」

　クレアが紅玉の目を見開く。

「クレア、これが、私が想い描いたもののカタチよ」

　フィアナは振り向くと、誇らしげに微笑した。

「で、でも、あんた剣なんて……」

「ええ、私は剣を振るうことはできないわ」

　フィアナはうなずくと、

「この剣は、こうやって使うのよ！」

　輝く細剣の切っ先を、地面に突き立てた。

　瞬間、細剣の尖せん端たんから放射状の光が放たれ、魔術方陣によく似た円を描きだす。

「……これは？」

「この円の中は私の〈領地〉。絶対不可侵の城よ」

「……うふふ、なにかと思えば、愚かねえ」

　シェーラ・カーンが嗤わらった。

「精霊魔装を展開できたくらいで、この〈最強の剣舞姫〉に勝てるとでも？」

〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉を薙なぎ払い、フィアナに向かって〈死を呼ぶ雷閃ヴオーパル・ブラスト〉を放つ。

「フィアナ、よけて！」

　だが。

　黒い雷撃が〈領地〉に触れた途端、光の防壁に阻まれた。

「……なっ!?」

〈最強の剣舞姫〉の美しい顔が、驚きよう愕がくにゆがむ。

　光の〈領地〉はさらに範囲を押し広げ、倒れたエリスとリンスレットを包み込む。

「……お、王女殿下？」

「これは、いったい、どういうことですの……？」

　やわらかな聖光を浴びて、目を覚ます二人。

　円の中に満ちあふれるこの光は、聖属性の治癒の効果があるようだ。

　クレアもまた、身体からだ中じゆうに神威カムイが駆けめぐるのを感じていた。

　スカーレットを召喚すると、天井を焦がすほどの劫ごう火かを纏まとった火猫があらわれる。

「すごい……これが、フィアナの〈精霊魔装エレメンタルヴアツフエ〉！」

　感嘆の声をあげるクレアに、フィアナは苦笑しながら首を振る。

「残念だけど、それほど長くはもたないわ。だから、いまのうちに──」

「わかったわ──〈炎の鞭フレイムタン〉よ！」

　クレアがスカーレットを精霊魔装へと展開する。

「わ、私たちも……」

「まだ戦えますわっ！」

　エリスとリンスレットも立ち上がり、それぞれの精霊魔装を構えた。

「エリス、あんたとあたしのツートップでいくわよ。リンスレットは援護を」

「ああ」「心得ましたわ！」

　短く頷うなずき合うと、三人は同時に動く。

「凍いてつく氷牙よ、穿うがて──〈魔氷の矢弾フリージング・アロー〉！」

　リンスレットが、広間を覆い尽くすような無数の矢弾を放った。

「あはっ、まだ無駄だとわからないの？」

　シェーラは壁を蹴けって飛び上がると、闇やみの魔剣でたやすく薙なぎ払う。

「甘いですわっ──冬を待たずに咲き誇れ、〈砕氷の華アイス・ブレイク〉！」

　寸前、すべての矢弾がシェーラの眼がん前ぜんで砕け散った。

「……っ、小細工を！」

　絶対零度の魔氷に凍りつく闇の魔剣。

　動きが止まった一瞬の隙すきに──

「いくわよ、エリス！」

　エリスとクレアが一気に距離を詰めていた。

　二人同時に風を纏い、走る速度を倍増させているのだ。

「絶剣技──三ノ型、影月円舞！」

　シェーラは天井を蹴って瞬しゆん転てん、魔剣の刃が二人の獲物をまとめて襲う──

　だが。

「──悪いけど、その剣技はもう見切ったわ」

　クレアは地面を鞭むち打った反動で跳躍、紙一重で斬撃を回避。初撃を外した剣の切っ先は石の床で弾はじかれ、その隙にエリスも間合いの外に離脱する。

「なっ！」

「だって、あんたのその剣技は──」

「う、嘘うそよっ、〈最強の剣舞姫〉の剣技が、見切られるはずがないわっ！」

　シェーラはふたたび魔剣による絶剣技を振るうが、

「──その動きは、知っている！」

　エリスもまた、軌道を読み切って斬撃を回避。

「ぐっ……ど、どうして……！」

　シェーラの顔に、明らかな動揺が走った。

「たしかに、あんたの剣技は〈最強の剣舞姫〉のものよ。でも──」

　クレアは炎の鞭フレイムタンに最大の神威カムイを籠こめ。

　エリスもまた、〈風翼の槍レイ・ホーク〉の穂先に風を集める。

「お前の剣は、あの日、私たちが憧あこがれた彼女の剣には遠くおよばないっ！」

　そう。シェーラの剣はたしかに、〈最強の剣舞姫〉の剣を忠実に複写している。

　だから読めるのだ。

　ずっと彼女に憧れ、ずっと彼女の剣けん舞ぶを記憶にとどめ続けてきた二人には。

　それに、シェーラの剣は所しよ詮せん、〈嘲笑う混沌バルダンデルス〉の能力による模倣の剣技。

　その速さも威力も、本物とは比べるべくもない。

　一度、そのことに気付いてしまえば──

「対応するのはたやすいのよっ！」

「お、おのれっ──消し飛べえええええっ！」

　王族の優雅さもかなぐり捨て、シェーラが最大威力の〈死を呼ぶ雷閃ヴオーパル・ブラスト〉を放つ。

「……っ!?」

　その狙ねらいは二人ではなく、背後のフィアナだ。

〈無窮なる女王の城セイヴ・ザ・クイーン〉の効果はすでに切れてしまっている。

　──刹せつ那な、フィアナの前に影が割り込んだ。

「カミト!?」「カミト君！」「カミトっ！」「カミトさん！」

　クレア、フィアナ、エリス、リンスレット──全員が同時にその名前を叫ぶ。

〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を手にしたカミトが、黒い雷撃を片手で打ち払い、

「よお、偽者さんよ。お嬢様たちを、さんざん痛めつけてくれたみたいだな」

　カミトの全身から放たれる裂れつ帛ぱくの怒気に、

「ひっ！」

　シェーラがひきつった悲鳴をあげる。

「その礼ってわけじゃないが──」

　カミトは冷たい目でシェーラを睨にらみ、

「俺おれが〈最強の剣舞姫〉の剣技を見せてやるよ！」

　石の床を蹴けって駆け出した。

「……わ、私の〈嘲笑う混沌バルダンデルス〉は最強の精霊、おまえに負けるわけがないっ！」

〈最強の剣舞姫〉の姿をした魔女と、〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を手にしたカミトが──

　空中で衝突する。

「絶剣技、破ノ型──烈れつ華か螺ら旋せん剣けん舞ぶ・四連！」

　魔女の放つ対精霊用の最強剣技が、カミトを襲う。

　同時。

「絶剣技、破ノ型──烈華螺旋剣舞・十五連！」

　真の最強の剣舞姫の放った怒ど濤とうの斬撃が、シェーラ・カーンに炸さく裂れつした。






エピローグ






　万魔殿パンデモニウムでの長い一夜が明けた。

　明け方、フィアナを救出し、拠点に凱がい旋せんしたカミトたちは、シェーラの所持していた八つの〈魔石〉をリンファたちと分け合い、同盟を解消した。

「あたしたちは勝負を捨てたわけじゃない。まだ一日残ってるんだからな」

　森の入り口で準備をしながら、〈白びやつ虎こ〉のシャオは快活に笑った。

「首を洗って待っておるがいいぞ、カゼハヤ・カミト！」

「ああ、またおまえと剣けん舞ぶを舞える日が来るのを祈ってるぜ、シャオ」

「むーっ、妾わらわを無視するなっ！」

　涙目で怒るリンファに苦笑しながら、カミトたちは去っていく二人を見送った。

「……なんだかんだで、あいつらいい奴やつらだったよな」

「そうね。ここでは敵同士だけど、この〈嵐の如き乱舞テンペスト〉が終わって〈浮遊島〉に戻ったらお茶にでも誘ってみましょう」

「ああ、せっかく知り合ったんだ。ミラやレオノーラも誘ってみようぜ」

　そんなカミトの言葉に、

「き、君はそんなに他国の女の子と仲よくなりたいのか？」

「カミトさんは節操がなさすぎますわ！」

　エリスとリンスレットが不満そうに唇をとがらせる。

「カミトはえっちです。あの闇やみ精せい霊れいともまたキスをしていました」

「な、なんですって？」

　クレアたちがじーっと冷たい目で睨にらんでくる。

「エ、エスト!?」

「カミトはえっちです」

　……二回も言われてしまった。エストはずいぶんご立腹のようだ。

「まあ、それはともかく……」

　と、クレアは急に真面目まじめな顔になって言った。

「──いよいよ〈嵐の如き乱舞〉も最後の一日よ」

　決勝戦に進めるのは、最も多くの〈魔石〉を獲得した四チーム。現在、カミトたちの獲得している〈魔石〉は合わせて十四個だ。

「あと一日で、どれだけ獲得できるかが勝負だな」

「大丈夫よ。フィアナも強力な〈精霊魔装エレメンタルヴアツフエ〉を使えるようになったしね」

「期待してるぜ、フィアナ」

「目下の欠点は、持続時間が短いことね。なんとか克服しないと」

　新たに精霊魔装エレメンタルヴアツフエの使い手となったフィアナは、肩をすくめて首を振る。

　ともあれ、これからは、もっと柔軟な戦術がとれるようになるに違いない。

「ところで、カミト……」

　と、クレアがじーっとカミトの顔を覗のぞき込んでくる。

「……ん？」

「あんた、昨日シェーラを倒したとき、言ったわよね。『俺おれが〈最強の剣舞姫〉の剣技を見せてやるよ』──って。あれって、どういう意味？」

「……」

「カミト？」

「あ、あれはだな、その、言葉のあやというか、なんというか……」

　カミトはあさってのほうに視線をやって、

「そ、そうだ、今日の朝食は、たしか俺が作るんだったよな！」

　足早に駆け出した。

「あっ、こらちょっと、待ちなさい～っ！」

　背後で鞭むちのピシピシ鳴る音が聞こえていた。





　　　　◇






　森を出て、それぞれが自分のテントへ戻っていったところで──

「……ねえ、クレア」

　フィアナはクレアを呼びとめた。

「なによ？」

　怪け訝げんそうに振り向くクレア。

「昨日の森の中での話の続きだけど──」

「……っ!?」

　フィアナが悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむと、クレアはカアッと頬ほおを赤らめた。

「な、なな、なんのことかしらっ！」

「まだはっきりと答えを聞いていなかったわ。……クレアはカミト君のこと、どう思っているのかしら？」

「う、あ……ど、どうって、べべ、べつに……」

　いつもは気丈な彼女が、かわいそうなくらいにテンパっている。

　ちょっと意地悪な気持ちになって──

「好きなの？　嫌いなの？」

「き、嫌いじゃないけど……って、なんなのよ、その二択は！」

「私はカミト君とちゅっちゅしたいわ♪」

「ふああっ、な、なにいってるのよ、このエロ王女、ば、ばかじゃないの！」

　クレアは耳まで真まっ赤かにすると、逃げるように走っていってしまった。

「……まったく、素直じゃないんだから」

　森の中に一人残ったフィアナは、ふっと肩をすくめると、

　胸もとできゅっと拳こぶしを握った。

（──あのことは、いまは私だけの胸にしまっておくべきね）

　彼女の正体をクレアが知れば、きっと、戦えなくなってしまう。

　いつかは、知らなくてはならないことだとしても。

　晴れ渡った元素精霊界アストラル・ゼロの空を見あげ、

「……ルビア様」

　フィアナはその名前をそっと呟つぶやいた。





──ＥＮＤ








あとがき






　──俺おれが〈最強の剣舞姫〉の剣技を見せてやるよ！




　志し瑞みずです。お待たせしました。恋もバトルも大加速の『精霊使いの剣舞ブレイドダンス』第七弾『最強の剣舞姫』をここにお届けいたします！

　激しい総力戦によって最強の敵ネペンテス・ロアを打ち破った〈チーム・スカーレット〉。だが、その戦いでカミトが使った〈最強の剣舞姫〉の剣技が、クレアたちにある疑念を抱かせる。「──あんた、あたしになにか隠してない？」

　そんな中、宣戦布告をしてくるクイナ帝国の強豪チーム〈四神スーシン〉。その裏では、〈闇やみの精霊姫〉を手に入れるべく、アルファス教国の〈魔精霊使いデモン・キヤスター〉が暗躍していた。

　自身の力不足に思い悩むフィアナ。明らかになる〈煉獄の使徒チーム・インフエルノ〉総帥の正体。

　そして、三年前の優勝者、〈最強の剣舞姫〉に託された少女たちの想おもいとは──

　六巻に引き続き、今回もバトル増量でお送りいたします！

　さて、ここで大ニュースです。二〇一二年初夏より、月刊コミックアライブにて『精霊使いの剣舞』のコミカライズ新連載が決定しました！　（パンパカパーン♪）

　漫画版を担当してくださるのはコミック版『えむえむっ！』などを描かれている氷ひよう樹じゆ一いつ世せい先生。左にキャラクターの告知イラストが載っていますが、どのキャラもめちゃくちゃ可愛かわいい＆カッコイイですね。氷樹先生の描かれる熱いバトルシーンにも期待です！

　恒例の謝辞です。まずは今回も最高の挿絵を描いてくださった桜さくらはんぺん先生、本当にありがとうございました。表紙のレン・アッシュベルが可愛すぎて著者の中の小宇宙コスモ的な何かが目覚めてしまいそうです。

　作品のためには国家権力から狙ねらわれることも厭いとわないスーパー編集庄しよう司じ様（※豹ひよう柄がらの服を着てたらリアルに職務質問を受けた的な意味で）、いつも感謝感謝です。

　そして、最大の感謝はもちろん、本シリーズを応援してくださっている読者の皆様に。

　アンケートや励ましのお手紙をくださった方、本当にありがとうございます。著者も桜はんぺん先生もとても嬉うれしいです。恒例の人気投票ですが、六巻では闇やみ精せい霊れいのレスティアさんの人気が大爆発。現在、エス党とレス党の二大精霊勢力が激しいトップ争いを繰り広げている状況です。学院のお嬢様たちもがんばれ！

　──というわけで、次回は第八弾、『決戦前夜（仮）』でお会いしましょう！


二〇一二年　四月　志し瑞みず祐ゆう
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